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「すまない、ダリヤ。婚約を破棄させてほしい」

　新居に着いた一日目の一時間後、目の前の婚約者はそう言った。




　突然の婚約破棄というのは、乙女ゲームなどで学園の卒業式に王子が悪役令嬢にやるものではなかったのか。この居間には二人きりで他に誰もいないし、婚約者の後ろに令嬢もいないが──そんなことを現実逃避気味に考えつつ、ダリヤは尋ねた。

「理由を教えてほしいのだけれど？」

　婚約者であるトビアスは、見慣れたアーモンド色の目をうるませて言った。

「俺は……真実の愛を見つけたんだ」

　吹き出さずになんとかこらえたダリヤを、誰かほめてほしい。




　魔法があり、魔物がいて、騎士も魔導師もいるこの世界。

　それがファンタジーだと思えるダリヤは、転生者である。

　前世は日本の一般家庭に生まれ、高校、大学と進み、とある家電メーカーに就職した。製造部門を希望していたが、二年目でクレーム処理部門に回され、神経をすり減らす激務の日々。

　最後の記憶は日付をまたいだ残業中のひどい胸の痛みだったから、死因は心筋梗塞あたりだろう。

　次に目が覚めたときには、物心がついた子供としてこの世界にいた。

　こちらでの名前は、ダリヤ・ロセッティ。

　ダリヤという花の名に似合わず、よく言えば落ち着いた、悪く言えば地味な外見である。

　前世で読んでいた転生ものの物語とは違い、高位貴族の生まれではなく職人の子供だった。

　ただし、作っているのはファンタジーならではの魔導具だ。

　父、カルロ・ロセッティは、有能な魔導具師だった。その腕を認められ、一代限りの名誉男爵の地位を国から与えられた。

　ダリヤも幼い頃から魔導具に触れ、迷うことなく、父と同じ魔導具師を目指した。




　その父、カルロには、商人の親友がいた。

　十九歳で魔導具師となったときに決められた婚約者は、親友の次男である、目の前のトビアス・オルランド。彼も魔導具師であり、ダリヤの父に師事していた。

　オルランド商会の次男で、魔導具開発と販売の責任者という地位があり、それなりに顔もよく、学歴もある。庶民からすれば優良物件と言える青年だ。

　ダリヤが二十歳、トビアスが二十二歳での婚姻を予定していたが、トビアスの父が急死し、喪があけて結婚というときに、今度はダリヤの父が亡くなった。

　ちなみに、この世界でも早すぎる二人の父の死は、何度も止めたのに深酒を繰り返したせいだと、ダリヤは少し思っている。




　婚約して二年。仕事や手続きがようやく落ち着いて、今日から同居、明日は婚姻届を出すというときに、先ほどの婚約破棄である。

　居間のテーブルに向かい合わせで座り、両者とも黙り込んだままだ。

　ダリヤはうつむき、一度だけため息をついた。

　現実感がない。婚約破棄なのだから、泣くとか怒るとかしてもいいはずなのだが、ただ果てしない疲労感だけがある。

　が、ずっとこのままでもいられない。とりあえずこれからのことを確認しなくては。




「お相手は？」

「……エミリヤ。エミリヤ・タリーニだ」

　トビアスは隠さずに名前を出した。

　エミリヤ──ダリヤは名前から記憶をたどる。

　オルランド商会に数ヶ月前に入り、受付嬢をしている少女だ。

　蜂蜜色の髪と茶色の目をした、小柄でふわふわした感じの、かわいらしい女の子。

　背が高いだけで地味なダリヤとは、正反対のタイプに思える。

　トビアスの好みが、ああいった小動物系女子だということに、正直驚いた。

「俺は彼女と結婚するつもりだ」

「そう……」

　聞いてもいないのに宣言するトビアスに、頭痛がする。

「婚約破棄の手続きをしなくてはいけないわね」

「それは、俺と君だけの話で済むことだろう？」

　話だけで済むわけがないだろうという言葉を、ダリヤはとりあえず飲み込んだ。

　婚約してからは、商業ギルドで共同登録して仕事をしている。結婚のため、二人で費用を折半して新居も建てた。こういった契約の解消と名義の変更をしなければいけない。

「婚約証明の届けを、あなたの父と私の父とで、商業ギルドに出したでしょう。あの書類に婚約破棄をするときの取り決めがあるから。ギルドに共同登録している契約も名前を別々にしなければいけないし。あなたが結婚するなら、円満な婚約破棄にしておかないと」

「婚約証明の届け……ああ、そうだった」

「午後、商業ギルドで確認しましょう。二時からでいい？」

「ああ」

　もう出ていってもいいのに、トビアスは立ち上がりもせず、額の右を指でかいていた。

　言いづらいことがあるときの彼の癖だ。

「他に何か？」

「その……彼女が、この家に住みたいと言っている」

　この新居は、主にトビアスが考えて決めたものだ。

　ダリヤが意見を出したのは、二人で使う予定だった作業場くらい。だから思い入れは少ない。

　それでも、婚約破棄されたその日に、次の相手がこの家に住みたがっていると聞けば、胸を重くするものはあった。

「……清算後に、共同名義をあなたのものに変えましょう。あと、私の荷物は早めに持って帰るから」

「すまない」

　そう言うと、後は何のフォローもなくトビアスは出ていった。




　ダリヤは椅子に座ったまま、しばらくうつむいていた。

　前世も今世も、猫背気味である。前世では結婚はおろか、恋愛もしていない。

　今世でも十九歳まで縁はなく、ようやく春かと思えばこれである。

　父からは『何かあったら、トビアスに守ってもらえ』、そう言われていた。きっとこんなことになるとは思ってもみなかったに違いない。

　明日、役所に婚姻届を出しに行く予定だったので、確かに結婚はしていない。

　しかし、婚約期間は二年。周囲はほとんどこの婚約を知っている。同情か興味本位の噂うわさをされまくるだろう。なんとも憂ゆう鬱うつだ。

　それに今まではトビアスの実家である、オルランド商会経由で魔導具素材を仕入れていたのだ。

　婚約者でなくなれば、今後は断られる可能性もある。取引を続けるにしても、ひどく気まずいことは確かだろう。

　考えれば考えるほど、頭痛がひどくなる。




　ふと、トビアスと婚約が決まった日、挨拶の後に言われた言葉を思い出した。

『君は、ずいぶん背が高いんだな』

　女性としては背が高めの自分と、男性としてはやや低めのトビアスの身長差は三センチほど。靴の踵かかとがあれば当然ダリヤの方が高くなる。婚約後は踵のある靴はやめ、ぺったんこの靴だけをはくようにした。

　目立ちすぎると言われた地毛の赤毛は暗い茶に染め、いつも頭の後ろでまとめるようになった。

　派手な装いは好まないという彼に合わせ、銀のフチの眼鏡は、黒ブチの眼鏡に、元から地味な洋服はさらに地味に、紺や濃灰ばかりになった。

　この二年、そうして、トビアスが望むような良い妻になろうと、仕事の雑用も、気遣いもしたつもりだった。だが、彼にとってダリヤという存在に、それほどの重みはなかったらしい。




　さらに思い出した。前世の仕事。

　クレーム対応でお客様に謝ってはうつむき、対応が遅いと上司に怒鳴られてはうつむき、連絡する暇もなく友人と疎遠になり、落ち込んではうつむいていた。

　あちらの世界の最期にいたっては、うつむいて突っ伏し、覚えているのはオフィスデスクの模様だけ。




「……やめよう」

　ダリヤは、日差しの入る窓に向かって顔を上げる。

　前世は、人に合わせて無理をし続け、自分を壊した。

　今世は、相手の理想に合わせようとし、結果がこれである。

　二度目の人生だというのに、自分は何をやっていたのだろう。




　もう、うつむくのはやめる。

　これからは、嫌なことは嫌と、好きなことは好きと言おう。

　幸い、手には大好きな魔導具師という職があり、一人で生きていくこともできる。無理に誰かと一緒になる必要もない。

　頑張って仕事をし、行きたいところに行き、食べたいものを食べ、飲みたいものを飲もう。

　自分でできる限り、生きたいように生きよう。




　ダリヤは勢いをつけて立ち上がる。

　窓から見える春の空は、目にしみるほど青かった。
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　ダリヤは新居となるはずだった家を出て、通りを歩き出す。

　少しばかり汗ばむ陽気の中、王都のレンガ色の街並みは多くの人々と馬車とで騒々しかった。

　この国『オルディネ』は王政で、すでに二百年以上の歴史がある。ありがたいことに平和で治世も行き届いており、法の整備もそれなりにしっかりしている。国の中でも王都の治安は特にいいと聞く。実際、若い女性が一人で街を歩けるほどだ。他国では考えられないことだそうだ。

　異世界ではあるが、二度目に生まれた場所として感謝したいところである。

　できればその幸運が、結婚運にも欲しかったところだが──少しだけ足を早め、ダリヤは大通りから一本外れた道沿いにある、青い屋根の小さな美容室へと入った。




「こんにちは。今、いい？」

「いらっしゃい、新婚さん！　ついでにお昼も食べていきなさいよ」

　紅茶色の髪をした友人は、午前の客が終わったらしく、床の髪を箒ほうきで掃いていた。

「ありがとう、イルマ。新婚さんじゃないけど、お昼は甘えさせて。あと、マルチェラさんはいる？」

「うん、台所にいるわ。片付けてから行くから、先にお昼、食べてて」

　ダリヤは慣れた足取りで美容室の奥にあるドアを通り、台所に進んだ。

「おう、ダリヤちゃんか。オレンジジュースでいいか？　それともワインがいいか？」

　台所では、お目当てである運送ギルドのマルチェラが昼食をとっていた。

　砂色の髪を持つ、がっちりとした体型の男は、イルマの夫であり、ダリヤともそれなりに親しい。

　昼はよく家に帰って食事をしていると聞いていたので来てみたが、ちょうどよかった。

「ありがとう、マルチェラさん。オレンジジュースをお願い」

　ダリヤは、サンドイッチとオレンジジュースを受け取り、テーブルの向かいに腰掛けた。

　イルマが作るサンドイッチは、絶品である。

　今日のサンドイッチは、ライ麦パンにチーズとハム、卵と野菜の二種。ライ麦パンは大きめカット、チーズとスモークされたハム、レタスの取り合わせのバランスがとてもいい。もう一つは、卵と刻み野菜をたっぷりの新鮮なマヨネーズで合わせたものだ。

　両方のレシピをもらっているダリヤだが、なかなかこの味は再現できない。




　一つめのサンドイッチを黙々と食べ終えたとき、イルマが台所にやってきた。

　ダリヤはオレンジジュースを飲み干すと、昼食を食べ終えたマルチェラにきりだす。

「マルチェラさん、一昨日、家具を運んでもらったばかりで悪いのだけれど、前の家にもう一度運んでもらいたいの。なるべく早く」

「いいとも。今日の四時過ぎなら何人かあくよ。トビアスの用意した家具とかぶったか？」

「新居と寸法が合わなかったとか？」

　イルマとマルチェラから同時に聞かれ、つい苦笑してしまった。

「婚約破棄されました」

「は？」

「え？」

　またも二人同時に聞かれたので、ダリヤは今できる全力の笑顔で言ってみる。

「トビアス・オルランドさんは、『真実の愛』を見つけたのですって」

「………」

「………」

　二人の顔がそろって作り物のお面のようになった。

　お面といえば、こちらの世界ではあまりお面を見かけたことがない。王都には冬祭があるから、お店で子供向けにあってもいいのに。

　そういえば、王都の冬祭は恋人同士で行く、あるいは恋人を探すお祭りとして有名だが、トビアスとは一度も行ったことがなかった。自分から行こうと誘ったこともなかったのだけれど──ダリヤがそんなことを現実逃避気味につらつらと考えていると、目の前の二人が噴火した。

「あいつ馬鹿か!?　今日から新居だろ？」

「二年も婚約してて今さら!?　何考えてんのよ！」

「『真実の愛』ってなんだよ、単純に浮気だろ！」

「ホントに最低っ！」

　二人が怒ってくれるのがうれしいのは、自分の根性が曲がっているからではないと思いたい。




　ここ二年、この二人と、自分とトビアスの四人で食事をしたり、飲んだりしたことが何度かあった。四人で友人とまではいかなくても、それなりの付き合いはしている。

　マルチェラがオルランド商会の荷物を運んだときに、トビアスと二人で飲んだという話を聞いたこともある。そういった関係にヒビを入れてしまうのが、なんとも残念に思えた。

「二人とも、怒ってくれてありがとう。でも、もういいの。元々、父同士が決めた婚約だったし、その父も亡くなっているから」

　言いながら、突然、自分で納得した。

　トビアスは結婚によって、ダリヤの父というベテラン魔導具師の後ろ盾が欲しかったのだろう。

　ダリヤも魔導具師ではあるが、名誉男爵の位もなければ、制作技術はまだまだ父におよばない。

　彼にとってのメリットは、父が生きていたときよりはるかに少ないのだ。

　好きな女性ができたら、比重が一気にそちらに傾くのは当然かもしれない。

「ダリヤ、婚姻届はまだ出してないわよね？」

「うん。明日の予定だったから、まだ書いても出してもいないわ」

「運がいいと言うべきよ。ええ、そうよ、そんな男と結婚しなくてよかったわ」

　イルマは、ぶんぶんと音がしそうなほどうなずいている。

　トビアスからの婚約破棄に対し、もっと早く言ってほしいとは思ったが、確かに、婚姻届を出す前でまだましだった。

「……ダリヤちゃんを泣かせやがって……運び賃、色つけて全部あいつに回してやる……もう二度とあいつと飲まねえ……」

　泣いてはいないと言いかけたが、マルチェラの声が段階的に低く怖いものになっていたのでやめておいた。

「ねえダリヤ……無理しないでいいのよ。泣きたかったら泣いて。それとも一緒に飲む？　午後、店閉めるわよ」

「おう、鍵さえ預かればこっちで家具を運んでおくから、今日はここにいていいぞ！　新居でまたトビアスと顔会わせるのもあれだろ」

　イルマの赤茶の目と、マルチェラの鳶とび色の目が、そろって心配そうにこちらを見ている。

　そっくりな動きをするこの夫婦が、ちょっとだけうらやましくなった。

「大丈夫。早く片付けてしまいたいから、今日のうちに商業ギルドに行って全部終わらせてくる」

「できることがあったら言ってね」

「いつでも来てくれていいんだからな」

「本当にありがとう、二人とも」

　礼を言ってから食べた卵サンドは、いつもより少しだけ塩味が効いている気がした。
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　イルマの家で食後のコーヒーまでしっかりご馳ち走そうになった後、ダリヤは商業ギルドに向かった。

　商業ギルドは大通りでも目立つ黒レンガの五階建て。通りに向かって三つの大きなドアがあり、人の行き来が絶え間なく続いている。

　国外からの来訪者も多く、色鮮やかな刺し繍しゅう入りのマントを肩にかけた者や、頭にきっちりと布を巻き、長い袖と裾の衣装をまとった者もいる。建物に近づくにつれ、どこからか、香辛料と香水の香りが流れてきた。

　ダリヤは入り口の護衛に軽く挨拶をしてから中に入る。

　一階は主に依頼者の相談の場となっているので、そのまま用のある二階へと上がった。




「こんにちは」

　二階にある契約関連のカウンターにいるのは、若い黒髪の女性と、少し恰かっ幅ぷくのいい中年男性だ。魔導具関連の契約で何度も訪れているダリヤとは、すでに顔見知りである。

「あ、ダリヤさん！　ご結婚おめでとうございます！」

「やあ、新婚さんですね、おめでとうございます!!」

　二人がこちらにとびきりの笑顔を向けてくるのが、ちくりと痛い。

「……お祝いの言葉を頂いたところ恐縮ですが、オルランドさんから婚約破棄されました。なので、婚約時の契約書を出して頂きたいのですが」

　ガタガタと椅子が揺れ、受付の二人が同時に立ち上がった。

　二人組に突然の婚約破棄を報告すると、シンクロする仕組みがあるのかもしれない。

「ど、どうしてですか？」

「婚約破棄の申し込みはオルランドさんからされたので、私からは」

　さすがにここで『真実の愛』に関する説明はしたくない。もっとも、それはトビアスの名誉のためではなく、そんな相手と婚約していた自分の名誉のためかもしれないが。

「オルランドさんからということは、オルランド商会に何かあったのでしょうか？」

「私の口からはなにも。これについては、あちらにお願いします」

「すみません。オルランドさん側の都合なのにダリヤさんに伺うのはおかしいですね。わかりました」

　男性はすぐに納得してくれた。

「それで、婚約破棄に関する取り決めの履行立ち会いと、共同名義での仕事を清算するために、公証人をお願いしたいのですが」




　公証人というのは、国が定めた各種の取り決め、商売関連の契約時の見届けや確認、そして証明を行うことができる人である。前の世界だと、行政書士や弁護士をとり混ぜた感じだろうか。

　身分もコネも一切通じない試験、専門機関での五年の勉強、十人の身元保証人がいるなど、なるのがかなり難しい。

　公証人になれたとしても、一度でも不正を行うと資格剥はく奪だつの上、厳罰に処されるし、身元保証人にも責任追及としてそれなりのペナルティがある、厳しい仕事である。

　余談だが、公証人に対して嘘うその内容で手続きを進めたり、地位や金を使って公証人を悪用したりした場合、かなり罪が重くなる。

　公証人を頼む費用はそれなりに高額だが、仕事や商売でのトラブルを避けるために、立会人と共に入れておくことが多い。ありがたいことに、商業ギルドには常駐している公証人が数人いるので、他の人とかぶらなければ、すぐ頼むことができる。




「公証人は一時間で大銀貨四枚となりますが、よろしいですか？」

「ええ。私の方で出しますので」

　大銀貨四枚は、前世の感覚として約四万円。

　後々のトラブルを防ぐためと思えば、けして高くはない。

　王国の通貨は、半貨・銅貨・銀貨・大銀貨・金貨などだ。

　大体、銅貨一枚で主食のパン一個が買える値段なので、半貨は五十円、銅貨は百円くらいの感覚でいる。おおざっぱだが、銀貨は千円、大銀貨は一万円、金貨は十万円前後ぐらいだろうか。

　もっとも、食料品や生活必需品は安いが、服や貴金属は高めなので、あくまでダリヤの感覚的なものだ。

「できれば二時からの話し合いでお願いしたいのですが。もちろんご無理でしたら、こちらで合わせます」

「わかりました。確認してきます」

　男性の方が、公証人の待機する三階へと走っていった。

「あの、ダリヤさん、お引っ越しされたばかりですよね？」

「いえ、今日から新居の予定でしたが、このまま家に、『緑の塔』の方に戻ります」

　商業ギルドに登録している住所は、前の家である。

　街外れにあり、蔦つたに絡まれまくった古い塔なので、『緑の塔』と呼ばれている。

　今朝出てきたその場所にこのまま戻るのだから、住む場所に困ることもない。

「なんて申し上げていいのかわからないのですけれど……その、気を落とさないでください。えっと、魔導具師のお仕事の方は続けられるんですよね？」

　目の前の受付嬢が、はげます方向に話をつなげようとしてくれている。

　気がつけば、カウンターの後ろの職員達も、こちらをうかがっているのがわかった。

「はい。また塔の方で魔導具作りを頑張ります」

「あの、ダリヤさんの魔導具はとても好評なので、これからもお願いできれば、ギルドとしてうれしく思います」

「ありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願いしますね」

　必死にフォローしてくれている受付嬢に向け、ダリヤはにっこり笑ってみた。

　うまく笑えているかどうかに自信はないが、少なくとも、婚約破棄で生きるのが辛つらいレベルの表か情おにはなっていないと思いたい。




「ダリヤさん、ドミニク様の予約がとれました」

　先ほど確認に行ってくれた、受付の男性が戻ってきた。

　父には『大切な交渉と大きな取引のときには、公証人は必ず入れろ』と教えられていた。

　ドミニクという公証人には、ダリヤだけでも今までに数回依頼している。父とも交流がある人なので、より安心してお願いできそうだ。

　ほっとしていると、周囲の視線がダリヤの斜め後ろにずれていく。

　振り返ると、象牙色の髪の女性が歩み寄ってくるところだった。

「こんにちは、ダリヤさん」

「いつもお世話になっています、副ギルド長」

　ダリヤは軽く会釈した。

　近づいてきたのは、商業ギルドの副ギルド長である、ガブリエラ・ジェッダだ。

　年齢的には熟年といっていいだろうが、つい視線が向いてしまうような女性だ。

　仕立てのいい濃紺のドレスに、バロックパールのロングネックレスがよく似合っている。

　父が若い頃から世話になっているギルド職員であり、ダリヤも学生の頃から知っていた。

「契約についての話し合いだそうだけれど、三階の会議室は予約が入るかもしれないから、この事務所の隣を使うといいわ」

「……ありがとうございます」

　『予約が入るかもしれない』ということは、本来、予約はないのだろう。

　この事務所の隣の会議室は、安全面を考えられた場所で、防音対策がほどこされていない。

　『ようするに全部聞かせろということですね、わかりました』の言葉は声に出さないことにする。

　だが、目の前のガブリエラは、朱色の唇をゆるりとつり上げ、さらにつけ足した。

「今日は皆、とても忙しいみたいなの。商業ギルドの立会人二人のうち、一人は私でもいいかしら？」

「……はい、よろしくお願いします」

　副ギルド長に対し、駆け出しの魔導具師の自分に拒否権などあるはずもない。

　ダリヤは迷わずお任せした。
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　会議室にトビアスが入ってきたのは、二時ちょうどのことだった。

　部屋にはダリヤの他、ギルドの立会人と公証人がすでにそろっている。

　大きなテーブルをはさみ、トビアスとダリヤは対面で、その横に一人ずつ立会人が座る。公証人は席を一つあけて座った。

「これより、婚約証明の届けに基づく、契約の破棄手続きと共同名義口座の清算を進めさせて頂きます。ギルドより立会人は二名、副ギルド長のガブリエラ・ジェッダと、私、契約書管理担当のイヴァーノ・バドエルがつとめさせて頂きます」

　自己紹介をしたイヴァーノが、ガブリエラと共に軽く会釈する。ガブリエラはダリヤの隣、イヴァーノはトビアスの隣に座っていた。

「公証人は私、ドミニク・ケンプフェルがつとめさせて頂きます」

　白髪の老人も軽く会釈をした。

　ドミニクは商業ギルドに最も長くいる公証人であり、指名数は一番多い。

　ダリヤの父もトビアスの父も、いつもお世話になった公証人である。

「では、最初に契約の破棄のため、商業ギルドの受注における、お二人の共同名義口座を解消、清算させて頂きます。トビアス・オルランド様、ダリヤ・ロセッティ様の共同名義で預けられている分が金貨四十枚、こちらを全額、お二人に半分ずつ二十枚の返還ということでよろしいですね」

　ダリヤとトビアスが了承すると、イヴァーノは口座の記入書類の横に包みを広げた。

　それぞれの前に青い布が置かれ、そこに二十枚ずつの金貨が積み上げられる。

　この金貨二十枚で、おおよそ二百万ぐらいだろうか。今まで商業ギルドに登録していたオリジナルの魔導具の利益や、依頼品で作った物の売り上げなどだ。

　一般的には少し大きな金額に思えるが、魔導具制作は材料費や研究費がかかるので、どうしても多めの蓄えが必要になる。また、こちらの世界には保険などはないので、病気や怪け我がのときの非常用貯金でもあった。

「では次に、婚約証明の中の、婚約破棄に関する内容です。『婚約破棄の原因となった方より、相手に対し、慰謝料として金貨十二枚』となっています。これはどちらからですか？」

「私からです」

　いつもの『俺』を『私』に変えて、トビアスが言う。

　続けて、『金貨十二枚か』と、小さくつぶやいたのが聞こえた。

　この慰謝料が安いと思っているのか高いと思っているのか、ダリヤにはわからない。

「では、ダリヤ様に十二枚となります。トビアス様、慰謝料を返却分から移動させて頂いてよろしいでしょうか？」

「はい」

　二十枚の金貨のうち十二枚が、ダリヤの方へ移動した。

「次に婚約期間中に新築した家屋に関する契約です。家の代金が金貨百枚、トビアス様五十枚、ダリヤ様五十枚にて購入。現在、名義は共同となっております。こちらは家を売却しての利益の二分割、または以後の所有を希望する側が、相手が購入時に支払った金額を返却することとなっています。これについては、いかがなさいますか？」

「私が所有を希望します」

　トビアスが当たり前のように言うのを、無言で聞く。

「わかりました。では、ダリヤ様に金貨五十枚をお支払いください」

　イヴァーノの言葉に、トビアスは目の前にある金貨八枚の横に、持ってきた鞄かばんから金貨二十枚を並べた。そして、青い布ごと、ダリヤの前へ押し出してきた。

「ダリヤ、残りは少し待ってくれ。家の代金分が今、手元にないんだ。入り次第返すから」

「は？」

　間の抜けた声を出したのは、ダリヤでなく、トビアスの隣に座るイヴァーノだった。それを補うように、ガブリエラが言葉を続ける。

「お支払いが終わるまで、名義のご変更はできませんよ？」

「ええ、足りない分は、直接ダリヤに返していきます。ダリヤの了承があれば、役所で名義の変更は可能ですよね？」

「………」

　ダリヤは絶句した。

　どこの世界に婚約を破棄した女から、浮気相手と住む家の代金を借りようとする男がいるのか。

　しかもそれを陰でこっそりとお願いしてくるのではなく、商業ギルドで立会人と公証人をそろえた場で、さも貸してもらうのが当然のように言いきる馬鹿がいるのか。

　残念なことに、目の前にいるわけだが。

　今まで知っていたトビアスと、目の前の男がどうしても重ならない。

　同席していたドミニクが、二度ほど大きく咳せきをした。

「支払いのない状態での名義変更は大変トラブルになりやすいので、おすすめできませんが……いかがなさいますか？」

「名義の変更は支払い後でお願いします」

　ダリヤは当然、きっぱりと断る。

「それは困る！　エミリヤに、すぐあそこで暮らすと約束したんだ！」

　沈黙があった。

　思わず言ってしまったことに狼ろう狽ばいしつつ、次の言葉が出ないトビアス。

　お前は何を言っているんだという疑問符が、くっきり顔に張りついたイヴァーノ。

　口元には美しい笑みを浮かべているが、目がまったく笑っていないガブリエラ。

　表情をまったく変えないまま、書類を指が白くなるほど押さえているドミニク。

　ダリヤはその様子を視界に入れながら、婚約中の悪くなかった思い出を、全力で脳内シュレッダーにかけていた。

「オルランドさんなら信用がありますから、商業ギルドでお貸しできますよ」

　最初に沈黙を破ったのは、ガブリエラだった。

　まだうろたえているトビアスに向かい、朱の唇だけが妖よう艶えんに笑う。

　トビアスの名前ではなく、姓のオルランド呼びにしたのは、わざとだろう。

「今後のお仕事もありますから、毎月の分割でお貸ししましょう。新しい女性とお住みになるのであれば、『清算』はしっかりなさらないと、嫌われますわよ」

「……すみません、お願いします……」

　蚊の鳴くような声が聞こえた。
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　婚約破棄の関連と借金の書類を書き終えると、トビアスは逃げるように部屋から出ていった。

　受付カウンターの隣にある会議室は、かなり声が通る場所である。

　先ほどのトビアスの話は、今夜には誰かの酒の肴さかなになるだろう。

　ダリヤは痛み続ける頭を押さえつつ、ようやく立ち上がった。

　そして、その場に残った三人に礼を言い、部屋を出ようとする。

「あの、ダリヤさん。こんなことを聞くのは失礼かもしれないですけど……」

　書類を束ねる手を止め、芥子からし色の髪の男が、小声で尋ねてきた。

「いえ、イヴァーノさん、どうぞご遠慮なく」

「トビアスさんて、前からあんなバ、いや、あんな人、でした？」

　『あんな馬鹿』と言いかけたのが、完全なる以心伝心で理解できた。

　ダリヤは、つい遠い目をしてしまう。

「私も今日、初めて知りました……」

「ええと、ダリヤさんは、大丈夫ですか？」

「なんともないと言えば嘘になりますけど……どうしようもないですし、もういいかなと。これから魔導具作りを自由にしていけると思えば、それで乗りこえられそうです」

　考えつつ言ったが、それが本音だった。

「ダリヤ嬢、お疲れ様でした」

　次に声をかけてきたのはドミニクだった。

「いえ、こちらこそありがとうございました。ドミニクさん」

「残念なことではありますが、気を落とされませんよう」

「ええ、大丈夫です」

「あなたのお父さんにはとてもお世話になりましたからね。私の方が先に逝く予定だったのに、先を越されてしまって、恩を返しきれていません。困ったことがあったらいつでも相談してください。公証人の依頼でなくてもね」

「はい、ありがとうございます」

「ダリヤさん、本当に困ったときは、自分一人で抱え込んではいけませんよ。お友達も、仕事仲間もいるのですから、必ず誰かに相談してください。もちろん、私も含めてですよ」

「はい……」

　ドミニクの低く優しい声に、つい父を思い出す。彼の心遣いが今は本当にありがたく思えた。




「これで手続きは終わったけれど、ダリヤさんはこれからどうするの？」

「一度新居に行って、家具を家に運んでもらいます」

「荷ほどきを手伝ってくれる人はいるの？　必要なら人を呼ぶわよ」

「いえ。今朝、出てきたところなのでそのまま戻るだけですから、簡単に終わります」

　ダリヤの言葉に軽くうなずくと、ガブリエラは大きくドアを開ききった。

　こちらをうかがっていた職員達が一斉に視線をそらしたのが、少しだけ笑える。

　ガブリエラはゆっくりと振り返ると、ダリヤに向かって優雅に微笑ほほえんだ。

「ああ、一つだけ言わせて。よき婚約破棄を、おめでとう」
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　商業ギルドの一階に下りると、すでにマルチェラが待機していた。

　運送ギルドから来てくれた男性二人も一緒だった。

　三人とも、運送ギルド員であることを示す、鮮やかな緑の腕章をしている。「風のように早く軽く運ぶ」ので、この色なのだそうだ。

「ダリヤちゃん、手続きは終わったかい？」

「ええ。全部終わったから、すぐ行けるわ」

「じゃ、すぐ運ぶとするか」

　早速、新居となるはずだった家に、大きな馬車で移動する。

　ただし、馬車といっても、ひいているのは灰色の八本脚馬スレイプニルだ。

　馬よりはるかに力があるため、運送ギルドでの利用率は高いらしい。普通の馬の一・五倍ほど大きいが、思いのほか、温厚そうな顔と黒い瞳がかわいく見えた。




　馬車で移動すると、新居には数分で着いた。

　トビアスは新居の立地条件として、商業ギルドと自分の実家であるオルランド商会に近いことを重視していた。商品の輸送や打ち合わせを考えてのことだったが、自分にはもう意味がない。

　幸い家には誰もいなかった。ダリヤは少しだけほっとして、荷物と家具を確認する。

「廊下にある箱と、作業場にある箱と、前回運んでもらったものを、まだ荷ほどきしていないので、そのままお願いします」

　先週までは、ダリヤの家の作業場に、トビアスが来て作業をしていた。

　こちらの新居に来るにあたり、トビアスは機材をだいぶ新しくしたが、ダリヤは使い慣れている物がいいので、古い物を持ち込んでいた。梱こん包ぽうされた状態なので、そのまま持ち帰るだけだ。

「家具はクローゼットとドレッサーだったよな？」

「ええ、中にはまだ何も入れてないわ」

　クローゼットとドレッサーは、母の形見である。もっとも、自分は母の顔すら知らないので、父が大事にしていた家具という意識の方が強いのだが。

　どちらもダリヤの部屋になるはずだった場所に置いていた。

「わかった。梱包してある方はそのまま運ぼう。クローゼットとドレッサーは布を二重にかけてくれ」

　マルチェラの指示で、運送ギルドの男が布の準備を始めた。

「他に運びたいものはあるかい？」

「寝室のベッドは私が買ったものだけれど、塔にベッドはあるし……どうしようかしら」

「分解して運ぶか、売っぱらうかだろうな。トビアスに買い取らせてもいい」

　話しながら、寝室に向かった。

　トビアスの希望で大きめサイズのダブルベッドを買ったのだが、割といいお値段だったのを思い出す。

　ベッドのサイドテーブルのライトは、仕事柄の興味半分で、新型の魔導具で明度調整の機能が付いたものを注文した。どんな作りの魔導具かだけは確認しておこうと思い、ダリヤは寝室に入る。

「っ……！」

　一歩踏み込んだ途端、サイドテーブルを確認する間もなく、戻ってドアを閉めた。

　アイボリー系でまとめた寝具はすべてぐちゃぐちゃに乱れ、床には枕が落ちていた。

「ダリヤちゃん、どうした？」

「ええと、ちょっと……」

　後ろにいるマルチェラに、濁した返事をする。

「誰かいたのか？」

「いえ、その……今はもういないけど……」

「……悪いが、中を見せてもらってもいいか？　泥棒が入ったり、隠れていたりする可能性もあるから」

「あ、そうね」

　ダリヤはドアから飛びのいた。泥棒についてはまるで考えていなかったが、新居は狙われやすいとも聞く。警戒も確認も大事だろう。

「あの、私は入らなくてもいい？」

「ああ、俺が確認してくる。寝室の横に洗面台とトイレがあるタイプの部屋だよな？」

「ええ……」

　運送ギルドで、いろいろな家屋敷の間取りを知るマルチェラだ。説明しなくても大体の予想がつくらしい。

　彼は最初に耳をそばだてた後、金属棒を手に、警戒しつつ部屋に入っていった。

「……トビアス……あの大馬鹿野郎……いっぺん死んでこい……！」

　ドスの利きまくった声がドアの間から低く漏れたが、ダリヤは一切聞かなかったことにする。

「……馬鹿が一、二匹、部屋を荒らして出てったんだな」

　トビアスは、マルチェラの友人枠はもちろん、人間としてのカウントからも外されたらしい。

「ええ……鉢合わせしなくてよかったわ」




「すみません！　マルチェラさんだけ、ちょっといいですか？」

「ああ、すぐ行く」

　出てきたマルチェラを、別の部屋で作業をしていた男が呼びに来た。

　運送ギルド内の話だと思えたので、ダリヤは廊下に積まれた箱をぼんやりと見ていた。

　思ったよりも荷物は少ない。新居が片付いてから運ぼうと思い、季節違いの服や本は元の家に残してきたが、正解だったようだ。

「あー、ダリヤちゃん、ちょっといいか？」

　廊下に顔を出したマルチェラだが、その表情がひどく暗い。鳶色の瞳が陰っていた。

「なにかあった？」

「すっごく言いにくいんだが……クローゼットに女物の服がかかってる」

「……早いわね」

「悪いが、確認してくれ。あれダリヤちゃんのじゃないよな？」

「ええ、間違いなく」

　淡い黄色のパフスリーブのドレスに、色とりどりの小花柄のストール。そして、レースたっぷりのピンクのガウン。デザイン以前にサイズだけで、ダリヤのものではないとすぐわかる。

　そもそも自分は、こんな系統の服は一枚も持っていない。

「あと、ドレッサーの方にあれが入っていたそうだ」

　マルチェラがテーブルを指さす。そこにはピンクの化粧ポーチと、白いハンカチの上、銀のペンダントがあった。平たい円形のペンダントトップには、見慣れない紋章が彫り込まれている。

　ダリヤはそれを見て、眉間に皺しわをよせた。

「これ、たぶん貴族ね。子爵以上の」

「男爵とかじゃないのか？」

「男爵に紋章はあまりないと聞いているわ。大型魔物の討伐で武器を授与したとかなら、それに刻印されるそうだけど」

　直接はふれず、ハンカチの端でペンダントトップを裏返してみる。古いので薄くはなっていたが、きちんと家名が刻まれていた。

「タリーニ……うん、お相手の物ね」

　トビアスの言っていた女の名は、エミリヤ・タリーニ。

　タリーニという名前は平民にもあるので、貴族だとは思っていなかった。

「あの、その紋章、タリーニ子爵家かもしれません。王都の南街道で、四つ先の街を治めています。僕の祖母が、そこの出なので」

　一人の声に、他の全員が微妙な顔になった。

　トビアスがこの家に連れ込んだ女性は、少なくともタリーニ子爵の関係者であり、それを知らせるためにペンダントを置いていった可能性がある。

「トビアスの野郎を捕まえてくるか？」

「いいえ。そのペンダントの持ち主はオルランド商会で働いているの。こちらはもう終わったことだもの。連絡するつもりはないわ」

「わかった。ちょっとかかるが、公証人を入れて、持ち帰る物を証明してもらった方がいい。貴族が関わる可能性があるなら、その方が安心だ。最初に運んできたものも、こっちで明細書を出しておく」

「ありがとう。ちゃんと頼むことにするわ」

　余分な出費が増えるが、トラブル回避のためには仕方がないだろう。

「公証人は運送ギルドから呼びますか？　それとも商業ギルドの方がいいですか？」

「すみません、商業ギルドの公証人であいている人がいれば、呼んでもらえますか？　可能であれば、ドミニク・ケンプフェルさんをお願いしてください」

「わかりました。すぐお迎えに行って参ります」

　男が一人、馬車へと走っていった。

「ごめんなさい、皆さんにお手間をとらせてしまって……」

「恋人でも夫婦でも、別れるときには、家具と荷物でけっこうもめることが多いもんだ。公証人だってよく呼ぶし、俺達には手間でもなんでもねえよ」

「そうですよ。ロセッティさん、どうかお気になさらないでください」

　あきらかに気を使ってくれている男達に、なんとか表情を取りつくろう。それを見透かしたかのように、マルチェラが言った。

「ダリヤちゃん、なんなら公証人の費用はこっちでもって、トビアスにつけるぜ」

「いいえ、私が払うわ。なにか言われたら面倒だし」

「じゃあ、俺が『あの馬鹿の嫁にならなくてすんだ祝い』として出す」

「気持ちだけもらっておくわ。それより、塔に帰って落ち着いたら、イルマと一緒に夕食を食べに来てちょうだい。今度は私もしっかり飲むから」

「ああ、ぜひ行かせてもらう、いい酒を持ってな」

　トビアスと一緒のとき、ダリヤはグラス一杯までしか飲まなかった。

　彼はダリヤが酒を飲むのを好まなかった。『酒を飲んで女が顔を赤くするのはみっともない』、そう言われ、いつの間にか飲まなくなっていた。

　トビアス自身は飲んで気分が悪くなったり、酔いすぎてマルチェラに背負われて帰ったりしたこともあるのだが。

　今後は気兼ねなく飲めるのだから、街の酒場で、マルチェラとイルマと一緒に飲むのもいいかもしれない。




　ぽつぽつと雑談をしていると、先ほどの男と一緒に、公証人のドミニクがやってきた。

「ドミニクさん、さっきお手数をおかけしたばかりなのに、すみません」

「いえいえ、いつでも相談してくださいと言ったじゃないですか。お気になさらず」

　柔らかな笑顔のドミニクに、今回の引っ越しと、家具と荷物、自分の所有物ではない物について、一息に説明した。淡々と説明したつもりだが、周囲からの同情の気配が色濃くなっていくのが、なんともいたたまれない。

　しかし、ドミニクだけは顔色ひとつ変えることなく、家具と荷物の確認をし、あっという間に書類を作ってくれた。

「おいくらですか？　今、お支払いしますので」

「いえ、先ほどのお時間が少し余っていましたので、書類代の銀貨三枚でけっこうですよ」

「ありがとうございます」

　ドミニクに銀貨を渡し、改めて移動の準備をした。




　外の日差しは陰り、すでに夕方に近い。

　引っ越し用のこの馬車は、後ろに荷物を積む部分と人が数人乗れる座席がある。

　荷物を積み込むと、全員で後部に座って移動した。

　馬車と人とで混み合う時間になってきたため、来るときよりは時間がかかったが、十分ほどで商業ギルドに着いた。

「窓口経由で家の鍵を返すことになっているから、ちょっと行ってくるわ」

「俺が置いてこようか？」

「お疲れでしょう、お二人とも。鍵は私が持っていきましょう」

　商業ギルドの前で降りようとすると、ドミニクに止められた。

「いえ、ドミニクさんにそこまでして頂くわけには……」

「今行けば、好奇心旺盛な者に捕まるかもしれませんよ。ここは私に任せては頂けませんか？」

　確かに、ギルドに入った途端、顔見知りの者達から婚約破棄について、根掘り葉掘り聞かれそうな気はする。疲労感のひどい今、正直、それはものすごく避けたい。

「……すみません、お願いします」

「はい、確かにお預かりしました」

　ドミニクは鍵を預かると、少しうつむき、それからダリヤに視線をまっすぐに合わせ直した。

「ダリヤ嬢、こういうことを言うのは不謹慎だとは承知していますが、よい機会とよい選択だったと思います。あなたのこれからに、幸いが多いことを祈ります」

「……ありがとうございます」

　ダリヤは礼を言って、彼の背を見送るのがやっとだった。
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　馬車でしばらく移動すると、王都を囲む高い石壁が見えてきた。そこに見えてきた蔓つる草くさに覆われた塔に、ダリヤはほっとする。

　緑の塔──知っている人にはそう喚よばれる、古い石造りの塔だ。

　ダリヤは幼い頃から父とずっとここに住んでいた。

　父が亡くなってからは独りで住み、今朝、結婚のために出てきた場所である。

　この塔で暮らすこともできたが、トビアスは中央区の立地にこだわった。もっと多くの魔導具を作り、販売するには、商業ギルドや自身の実家である商会に近い方がいいというのが彼の言い分だった。

　塔の敷地の周りは、成人男性の身長より、やや高めの濃茶のレンガで囲まれている。

　その壁の切れた部分に、馬車が通れるほど広い銅色の門があった。

　ダリヤは一度馬車を降りると、門の一部に触れる。

　それだけで、門は左右にするすると自動で開いた。

「何回見てもこれ、便利だよな」

「運送ギルドの扉が、全部これだったらいいですね……」

　この門は、登録された者が軽く触れるだけで開く。倉庫の出入りでは厳重な扉ほど開閉に時間がかかる。運送ギルドの者からすれば、門自体よりも扉の自動開閉の機能の方が欲しいところだろう。

　王城や高位貴族の門でも自動開閉式のものはあるが、そちらは結構な量の魔石と管理人をおく必要があるそうだ。

　だが、ダリヤの知る限り、この門は特に魔石の供給をしたこともないし、管理もしていない。

　この門を設計、設置したダリヤの祖父は、設計図を残すことも口伝も行わなかった。仕組みと機構を確認するには門を一度解体しなければいけない。

　父はそのうちに解明しようと言いながら、その前に亡くなってしまった。

「これ作ったのは祖父なんだけど、設計図も何も残していなくて……もし、機構がわかって再現ができそうだったら、真っ先に運送ギルドに売り込みに行くわね」

「期待してる」

「心の底から待ってます！」

　真剣すぎる声に笑顔を返して、ダリヤは馬車を降り、塔の鍵を開けた。こちらは普通の金属の鍵である。

　そうして、荷物の運び入れがはじまった。

　運送ギルドの者は、魔法による身体強化を使える者が多い。ダリヤが持ち上げるのも辛い箱も、重い家具も、軽々と持ち上げて塔の階段を上る。少ない荷物はあっという間に運び終わった。

「これで全部だな。じゃ、サインを頼む」

「ありがとう、いろいろと……本当に助かったわ」

　作業確認の書類にサインをすると、運送ギルドの者達はダリヤに挨拶をし、馬車へ戻っていく。

　なぜか、マルチェラだけがその場に残った。

「今日の夕食がないだろ、家うちに食べに来ないか？」

「ありがとう。でも、保存食もあるし、今日中に荷ほどきを終わらせてしまいたいから」

「……あんまり無理するなよ」

　門の前で見送ろうとすると、マルチェラが一度馬車に戻り、大きめの手提げを手渡してきた。

　麻布の手提げの中には、ダリヤの好きなクルミパンと赤ワインが入っていた。

「これ、ダリヤちゃんが家に来ないって言ったら渡してこいって、イルマが」

「ありがとう。本当にいい奥さんね」

「いい友達、だろ」

「ええ……」

　じわり、鼻の奥が痛くなる。

　だが、ここで泣いてしまったら、きっとマルチェラは無理にでも家に連れ帰ろうとするだろう。

　これ以上の迷惑は絶対にかけたくない。

　イルマは勘がいい。

　きっと自分が今日は塔にこもり、誘っても出てこないことを予想していたのだろう。

　イルマはダリヤの幼おさな馴な染じみだ。元々はこの塔の近くの家に住んでおり、美容師になるために中央区で見習いをし、マルチェラと出会って結婚した。ダリヤが学院に行っても、イルマが嫁いでも、変わらずに接してくれる。それが、ダリヤには何よりありがたかった。

「さっさと片付けちゃうから。落ち着いたら、イルマと食事に来てね」

「ああ、そうさせてもらう」

　なんとか笑顔を作り、ダリヤは馬車を見送った。




　ここで座って落ち込んだら負けな気がして、ダリヤは荷物を片っ端から元に戻しはじめた。

　一階の研究室と倉庫に箱の中身を戻し、三階の自分の部屋、クローゼットとドレッサーに中身を入れる。

　クローゼットとドレッサーをそのまま使うのは気が引けたので、好きな香りの石せっ鹸けんの封を切り、それをいくつか入れておくことにした。数日でお気に入りの香りがつくだろう。

　物に罪はないし、父が大切にしていた家具でもあるので、後は忘れることにした。

　荷ほどきと収納をすべて済ませると、すでに真夜中過ぎだった。

　ダリヤは二階の台所とつながった居間で、遅い夕食をとることにする。

　ソファに座って、ワインを飲み、クルミパンをかじる。香ばしいクルミいっぱいのパンは、赤ワインとよく合った。

　クルミパンを食べ終えると、非常用の保存食の袋から、ナッツとドライフルーツを出す。そして、続けて赤ワインを飲む。




　なんとも忙しい一日だった。

　引っ越した当日の新居で婚約破棄。ギルドで手続きをして、また塔に引っ越し。

　今日、一番驚いたのが、トビアスの浮気である。

　真面目な彼は、結婚したらそれなりにいい夫になるだろう、魔導具師としても一緒にやっていけるだろう、そう思っていた。情熱的な恋愛表現など一度もなかったけれど、これから共に穏やかに暮らせればと願っていた。

　だが、結婚前日、新居に浮気相手を連れ込むとは。いくらなんでも、許せることと許せないことがある。まあ、おかげで未練だけは完全になくなりそうだが。




「案外、泣けないものね」

　一応、失恋でもあるはずだが、涙がまるで出てこない。

　グラスのワインをがぶりと飲み、ドライフルーツをかじった。

　飲みながら、トビアスとの思い出をたどっても、魔導具について話したこと、一緒にした作業のこと、納品や見積もりの相談──それ以外が、まるで思い出せない。

　ああ、そうだ。

　自分はまだ、トビアスを愛していなかった。




　ワインを飲み終え、少しだけ涙がこぼれたのは、別れのせいではない。

　今はもういない、父のことを思い出したからだ。

　カルロがいたら、この場で二人で怒り、飲みまくって、その後は笑い飛ばせただろう。

　ちょっと気弱になってしまったのは、赤ワインの飲みすぎに違いない。
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　ダリヤの翌日の目覚めは、最悪だった。

　門の外のベルではなく、塔のドアベルが繰り返し鳴っていた。

　門を開けられる人は限られている。おそらくは幼馴染みのイルマが来たのだろうと思った。が、眠い目をこすって出てみたら、そこにはトビアスがいた。

　深夜まで片付けをし、ワインを飲んで朝方寝たせいで、顔がぱんぱん、髪はぼさぼさである。

　朝早く来るなと思ったが、すでに太陽は空高く上がっていた。




「その……悪いんだが、婚約の腕輪を返してほしいんだ」

　それでなくても気分が悪いのに、元婚約者はさらに上乗せしてきた。

　婚約の腕輪。

　『婚約の腕輪』は、この国で基本的に男性から女性に贈られる、あるいは双方で贈りあう、前世での婚約指輪と結婚指輪を足したようなものだ。

　ただ、こちらの世界では少し意味合いが異なる部分がある。

　男性が女性に贈る場合、相手女性が二ヶ月以上生活できる値段のものを贈り、何か不測の事態があっても、腕輪を売ってしばらくは生きていける保険的な意味を含めている。婚約破棄となった場合でも、通常は受けとった側に所有権がある。

　婚約の腕輪をもらったとき、トビアスにあまり傷をつけないようにと言われたので、アクセサリーボックスにしまい、一緒に出かけるときだけつけていた。

　昨日は引っ越しだったのでぶつけるかもしれないからと箱に入れ、正直、今の今まで存在を忘れていた。




「……婚約の腕輪を返せって、あまり聞かないと思うんだけど？」

「すまない。エミリヤに婚約の腕輪を急いで作りたいんだが、時間と、その、いろいろゆとりがなくて……」

　この男と結婚しなくて心から良かった。

　新婚約者だか新妻だか知らないが、使い回しとはご愁しゅう傷しょう様です。ダリヤは内心で毒づいた。

「わかったわ」

　腕輪を売りに行くのも面倒くさい。金を請求するのも面倒くさい。

　本当に、心の底から、今、この男を見たくない。

「とってくるから、ここにいて」

　ドアを閉め、全速力で三階に上がる。

　部屋でアクセサリーボックスをあさり、婚約の腕輪とイヤリングをつかんだ。

　適当な袋に両方を入れると、そのまま戻って、トビアスに渡す。

「はい、腕輪。ついでにこっちも返すわ」

　トビアスの栗くり色の髪と、アーモンド色の目に合わせて作った腕輪。

　細身の金地に、茶が強めの紅玉髄カーネリアンを飾った、シックなデザインだった。それなりに気に入っていた。

　イヤリングは丸い一粒タイプの、橙紅榴石オレンジ・ガーネット。

　この国では、恋人ができたときに、相手の目や髪の色などのペンダントやイヤリング、ピアス、指輪などをすることがある。前の誕生日にもらったものだ。仕事中はつけないように言われ、数回しかつけなかったけれど、今後二度とつけないのは確実である。

　受けとったトビアスが小さくうなずき、上着のポケットから白い小箱を出した。

「これは、返すよ」

　昨年の誕生日、彼からイヤリングをもらったとき、ダリヤはお返しに宝石を贈っていた。

　小さいけれど曇りのない、赤い輝きがきれいな紅玉ルビー。

　トビアスに指輪にするか腕輪に仕立てるか考えさせてほしいと言われ、とりあえず石のままで贈った。けれど、それから一度も見たことはなかった。返された石は、なんの加工もされないまま、小箱で変わらずに光っていた。

　小箱を受けとりながら、ひどく笑えた。とうの昔にトビアスは冷めていたのだろう。

「……君を傷つけて、本当にすまない」

　トビアスが頭を下げる中、ダリヤは無言でドアを閉めた。




　喉の奥がひたすら熱い。

　自分が腹を立てているのか、悲しいのか、よくわからない。

　ダリヤは作業場の奥の制御盤で、トビアスの登録を消した。これで彼が門を開けることはできなくなった。ルビーの小箱は適当に棚の奥へ放り込んだ。

　次に浴室に駆け込むと、浴槽に水の魔石と火の魔石を利用した魔導具でお湯を入れる。

　服を脱ぎ、まだ少ないお湯につかりながら、何度も顔を洗う。

　もう、うつむかないと決めたのだ。

　トビアスのことで、泣く必要はない、その価値はない──そう自分に繰り返し言い聞かせた。




　少し落ち着いたところで、一度浴槽から出て、体と髪を丁寧に洗った。

　この王都では、台所に浴室に水洗トイレにと、水には不自由しない。水の魔石が安く安定供給されているからである。

　ダリヤが父から聞いたり、学院で習ったりしたところによれば、二十数年前、王家による「水の大改革」があったそうだ。

　『国のどこでも最低限の水には困らぬようにしたい』という王の言葉から研究が始まり、下水を管理していた子爵が水の魔石の大量生産体制を整えた。子爵は、その功績から伯爵に上がったという。

　今も、水の魔石の生産管理は、その伯爵家が主に行っており、その他にも、王都の下水から水の供給、浄水までを担っている。次の代になれば侯爵に上がるだろうと噂うわさされているほどだ。

　飲み水に不自由なく、望めば毎日風呂に入れ、トイレは水洗──前世が元日本人のダリヤとしては、本当にありがたい話である。




　再び浴槽に入りながら、ストックしてある水の魔石を観察する。大きさは手のひらに軽く四つ乗るくらいで、紺色の楕だ円えんの石だ。一目で魔石とわかるカッティングがなされている。小さいが、これ一つで浴槽数杯分を供給する。大量生産のため、銅貨数枚で買える。

　魔法のあるこの世界では、いたるところに『魔素』があり、手順をふんで動かすことで、魔法が発動すると教わった。

　しかし、水の魔石そのものは、空気中の水分を集めているのか、それともまさに魔法的にどこからか水を転移させているのか、ゼロから生み出しているのか──そういったことの詳しい理論と検証はされていないらしい。

　学院で魔法科の教授にうっかりこれを尋ねてしまったとき、それはそれは熱心に研究室に勧誘された。

　ダリヤは今まで、魔物の素材と共に、火の魔石、風の魔石を使うことが多かった。新居のお金も手元に戻ったし、この際、水の魔石で新しい研究を始めてみるのもいいかもしれない。

　ふと、視界の隅にいつもの石鹸が目に入る。

　こちらの世界で何気なく使っていたが、この国、石鹸も石鹸水もあるが、泡石鹸のポンプボトルがない。仕組みは大体覚えているし、分解や組み立ての経験もある。魔導具ではないが、泡ポンプボトルがあれば、お風呂も手洗いももっと便利になるはずだ。

　今までどうして思い出さなかったのだろう。これは即行でメモしておかなくては──ダリヤはすぐに浴槽から出る。

　いつの間にかトビアスのことは、泡と消えていた。
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　午後を少し過ぎた頃、ダリヤはイルマの美容室を訪れた。

　ドアをノックして中に入ると、ちょうど女性客が髪を切り終わり、帰っていくところだった。

「イルマ、昨日はありがとう。これ、よかったら夕食に食べて」

　ハムとソーセージの入った大きめの包みを、待合スペースにあるテーブルに置く。

「ありがとう、ダリヤ。遠慮なくもらうわ。でも量が多いわよ。夕飯はうちで食べていきなさいよ」

「うれしいのだけど、ちょっと仕事を片付けたいから、また次に誘って」

　ダリヤは言い終えて、ふと目の前の大きな鏡を見た。

　無造作にまとめただけの重いこげ茶の髪、化粧っ気のない疲れた顔に黒ブチの眼鏡。そんな暗い顔の女がこちらを見ている。

「イルマ、これからの予約はある？」

「今日はもうないわよ」

「お願いしてもいい？」

「もちろん。どんなふうにする？」

「ばっさりやっちゃって。あと……色も元に戻して」

　ダリヤの髪は、染めていなければ濃い赤だ。母と同じ色らしいが、確かめるすべはない。

　美しい朝焼けのような髪。かわいい紅花詰草ストロベリーキャンドルのような髪──子供の頃、面倒を見てくれたメイドに、そうほめられたことがある。正直、あまり気に入ってはいない。

　子供の頃は、父と同じ砂色の髪に憧れた。

　目は父と同じ緑だったから、髪も同じようになりたかった。

「思ったより長くなってるわね。どこまで切る？」

「作業中はまとめておきたいから、そのぎりぎりで」

　髪をほどいてみると、背中の中頃まであった。思ったよりも長い。

　店内の椅子に腰を下ろすと、イルマが髪に丁寧にブラシをかけてくれる。

「元々のカールがあるから肩より少し上……これくらいで切っていい？」

「ええ。あとは任せるわ」

　イルマはうなずくと、ダリヤに白いケープをかけ、手慣れた動作で髪を切りはじめる。ハサミの軽快な音が繰り返し響いた。

「ダリヤ、婚約してから、ずっと髪を伸ばしていたわよね」

「オルランドさんの希望だったから。髪は長い方がいい、落ち着いた色の方がいいって。長くなってからは、家で染めるのが大変だったけれど」

「元々の色の方が、肌に合ってきれいなのに」

「でも、赤って派手に見えやすいから……」

「ねえ、元々の髪の色が派手って、あたしは完全な言いがかりだと思うわよ」

　ハサミを休めぬまま、イルマは少しだけ口をとがらせた。

　ダリヤの長い髪が、次から次へ、磨かれた木の床へと落ちていく。

「うちに来る人で、婚約や結婚してから、地味に見えるようにしてくれって言うのは、たいてい婚約者か旦那さんの希望よ」

「やっぱり、仕事か家の都合が多いのかしら？」

「建前はそうだろうけど、あたしは違うと思う」

　イルマは少しだけ手を止め、鏡のダリヤと視線を合わせた。

　イルマの耳には、鳶色の石がついたピアスが光っている。マルチェラの目と同じ色だ。

「自分の女を地味にさせておきたいって、自分に自信がないからだと思わない？」

「そう？」

「きれいにしたら、他からとられるかもしれないって不安なんでしょ。男なら、自信を持ってどんと構えててほしいわ。それに、自分の女を信じてほしいじゃない」

「そうかもしれないわね……」

　ダリヤはうなずいた。

　だが、それは自分とまったく結びつかない。

　トビアスは、ダリヤをとられる心配など、まるでしていなかった。

　むしろ自分が男をとられた側になるわけだが、もう惜しいとも思っていないのでいいだろう。




　髪を切り終えると、店の端の洗髪台へ移動した。

　イルマは水の魔石と火の魔石でお湯を作り、染めていた色をとるための薬剤を溶かすと、ダリヤの髪を浸していく。その後、液体石鹸で二度、丁寧に洗い、リンスをした。

　艶つやだしの香油をつけ、風と火の魔石を使ったドライヤーで髪を乾かすと、肩先までの赤い髪がふわりと揺れた。




　前世そのままの『ドライヤー』という魔導具は、ダリヤが子供の頃、父が開発したものだ。

　正確には、ダリヤの父とダリヤの合作である。

　魔導具の勉強を始めたばかりの幼い自分は、風と火の魔石を使い、小型で温風の出せる機構を組んだ。父に内緒で作って驚かせようとしたが、習っていないため、出力計算がよくわからない。

　適当に作った結果、できたのはコンパクトながらも見事な『火炎放射器』だった。

　うっかり作業場の壁を焼き焦がし、普段温厚な父から大きな雷を落とされたのを覚えている。

　叱しかられた後、ダリヤは半泣きで、仕組みとやりたいことを必死に説明した。

　その後、理解してくれた父と二人で大いに盛り上がり、翌朝には髪を乾かすのに最適なドライヤーが完成した。ちょうど休暇から帰ってきたメイドに、幼い子供に徹夜をさせるとは何事かと、その後に父が怒られていたのもなつかしい思い出だ。




「よく似合っているわよ」

「ありがとう。軽くなって、すっきりしたわ」

　鏡の中、赤い髪の女が笑う。二年ぶりの艶やかな赤が、まだちょっと見慣れない。

「お客さんもちょうどいないし、コーヒーでも飲まない？」

　イルマの誘いにうなずいて、店から家の方へ移動した。
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「引っ越しの片付け、手伝いに行こうか？」

「大丈夫。そんなに荷物もなかったから」

　イルマからコーヒーを受けとると、いつもは入れない砂糖を少しだけ入れた。

「昨日、マルチェラから大体聞いたわ。月並みなことしか言えなくて悪いけど、あんなの、別れて正解よ」

「そうね、私も別れてよかったと思うわ」

　ダリヤもきっぱりと言いきった。

「……今日、そのオルランドさんが塔に来たの」

「オルランドさん……そうね、もうトビアスなんて呼ばなくていいわよね。で、さすがに反省して謝りに？　それとも、思い直したからやり直してくれとか？」

「いいえ。新しい婚約者に渡すから、婚約の腕輪を返してくれって」

「ばっ」

　イルマのコーヒーとテーブルが、大変かわいそうなことになった。

「ば、馬鹿、じゃ、ないの!?」

　むせながら怒るイルマに、ダリヤは慌てて背中をさする。

「ごめん！　飲み終わってから話すべきだったわ」

「いえ、それはいいけど、あの男、何考えてるのよ？　ダリヤの腕輪をどうするの？　石を取って新しいのにつけるわけ？」

「そのまま使うんじゃないかしら。時間とゆとりがないのですって」

「それこそ馬鹿じゃないの！　まさか、ダリヤ、返したの？」

「ええ、頂いたイヤリングもお付けして」

「両方とも売っぱらっちゃえばよかったのに。けっこういいお金になるでしょ」

　確かに、売ればそれなりにはなっただろう。

　お金は生きていくのに必要だ。家族なし、結婚予定なし、手に魔導具師という職はあるが、素材代と研究費がかなりかかる仕事なので、貯金はかかせない。

　だが、あのときは、とにかくトビアスとのつながりを即座に絶ちたかった。

「とにかく、つながりを切りたいとしか思えなかったのよ。もったいないかもしれないけど」

「まあ、もう顔も見たくないっていうのは本当よね。わかる気がするわ。ダリヤは魔導具師なんだから、頑張って働けばいいわよ」

　イルマはコーヒーを入れ直し、椅子に座った。

　カップに砂糖を入れ、ぐるぐるとかき混ぜつつこちらを見る。

　少しだけ、その目に暗い影が宿った。

「……ねえ、ダリヤ。トビアスの話、広めようか？　少しは仕返しになると思うから。うちのお客さんに言えばすっごく回るわよ」

「やめて。あれと婚約していた私のことも広まるじゃない。同情されまくるのも辛そうだし。もう今回の婚約は、私の『黒歴史』になったから」

「『黒歴史』……ふふ、うまいこと言うわね」

　前世での言い回しは、こちらでもうまく通じたらしい。

　イルマは笑いながら、ダリヤにも二杯目のコーヒーをいれてくれた。




「あんな男、さっさと忘れることよ。ダリヤなら、きっともっといい人が見つかるわよ」

　気を使ってくれる友人の言葉だが、どうにもうなずけなかった。

　次の恋愛、そして、結婚。どちらもぴんとこない。それどころか、ひどく面倒に感じる。

「もうその方面はいいかな……仕事の方が面白いし」

「ダリヤは本当に魔導具が好きだものね」

「ええ。いっそ魔導具師の道をきわめて、白髪老ろう婆ばになったら若い弟子をとって、自分よりすごい魔導具師を目指させるとかもいいかなって思ってる」

「友人としては止めるべきなんだろうけど、なんか、それもかっこいいわ……」

　二人は時折笑いながら、夕暮れ近くまで話し込んでいた。
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　翌朝、ダリヤは、王都の外の森へ採取に出かけた。

　採取といっても、街道近くで石や砂などを採ろうかぐらいの軽い予定だ。中身にはそれほど期待していない。

　塔にいて、またトビアスに来られるかもしれないと思うと落ち着かないし、知り合いに婚約破棄について聞かれるのもうっとうしい。

　森へ行けば人と会うこともそうないので、とりあえず今日一日は気分転換にあてるつもりだ。

　移動は馬車だが、一人なのでちょっと奮発し、訓練された八本脚馬スレイプニルに、金属扉のある丈夫な箱馬車を借りた。レンタル料はそれなりに高いが、この八本脚馬スレイプニル、移動中に襲ってきた小型魔物や賊などは一撃で蹴り倒してくれるそうだ。

　また、御者台の後ろ扉から箱馬車の中に隠れ、そこにあるホイッスルを吹けば、御者の指示がなくても勝手に王都まで戻ってくれるという。なんとも頼りがいのある護衛である。

　予約に行ったところ、ちょうどキャンセルが出たというので、迷わず借りた。




　青空の下、鳥の声が重なり、風が木々をゆっくりと揺らして流れていく。

　森への道に多少がたつきがあるものの、道幅も状態もそれなりにいい。

　なにより、いい馬車はやはり乗り心地がよかった。

　最初は八本脚馬スレイプニルをおそるおそる走らせていたが、なんの問題もなかった。

　むしろ、八本脚馬スレイプニルに気を使ってもらっているのではないかと思えるほど快適だ。

　王都近くから目的の森までは、ほとんど魔物が出ないといわれている。

　だが、父に教えられた通り、万が一に備え、魔物用の投石魔石も上着に入れているし、護身用の装備もしてきた。人間の賊が出ても対応できる形だ。

　ダリヤは誰もいないのを確認すると、袋から白ワインの瓶を出し、直接口をつけた。

　数口飲むと、大きく息を吐く。とても行儀の悪い飲み方だが、一度やってみたかったことだ。

　ここ数日のストレスは意外に重かったらしい。

　ようやく深く呼吸ができるようになった気がした。




　この道を進めば、少し開けた河原がある。そこで石の採取をしたら、川を眺めつつ、少し早い昼食にしよう──そう考えていたら、横の森から、鳥の一群が甲高く鳴いて飛び立った。

　八本脚馬スレイプニルがいなないて止まり、一番前の右足を持ちあげて森をうかがっている。警戒の構えらしい。

　進行方向の右側の深い藪やぶから、ガサガサと音がした。小さな動物の立てる音ではない。

　もっと大きな動物、もしかしたら魔物かもしれない。

　ダリヤは、魔物用の投石魔石をきつく握りしめた。

「……やっと、道……」

　かすれた声と共に茂みから出てきたのは、人間だった。ただし、頭からつま先まで血だらけの。

「ちょっ、大丈夫!?」

「……み、水……もらえ…な…？」

　両手と両膝を地面についた男はそう言った。声がかすれ、言葉になっていない。

　ダリヤは慌てて馬車から水の革袋を持っていった。

「飲んで！」

　頭を軽く下げて受け取った男は、息をつくのも惜しいとばかりに、革袋の水を一気に飲みきる。

「……生き返った……ありがとう……」

　男はその場に倒れ込んだ。

　鎧よろいの胸当て部分は残っているが、肩の部分も背中の部分もちぎれている。着ている服もぼろぼろで、左肩から上腕は複数の傷でひどくえぐれている。とにかく全身が血で真っ赤だ。

「大丈夫!?」

「平気……ほとんど、魔物の血……仲間とはぐれて……山から、二日、走って……」

　男がなんとか指をさした方向、その先の山の頂きは雪に覆われている。あの山からでは、よく生きていたとしか言いようがない。

　仲間とはぐれてということは、冒険者なのかもしれない。




「ちょっと待ってて」

　ダリヤは馬車に一度入り、荷物の中からポーションを出し、木のコップに移し替えた。

「どうぞ」

「ありがとう……」

　コップを受け取り、一口飲んだ男が目を丸くした。

「これ、ポーションじゃないか……！」

「ええ、もう開けましたので、最後まできっちり飲んでください」

　開封したポーションは保存ができない。

　ポーションだとわかると遠慮する可能性があるので、コップに入れてみたが、正解だったらしい。

　ポーション一本の価格は大銀貨五枚。ダリヤの感覚で、五万円のお薬である。

　ちょっと高いと思えるかもしれないが、怪け我がの回復にはそれなりに効く。命には代えられない。

「すまない……王都に戻ったら支払います」

　男は頭を下げて残りを飲み終えると、何度か深呼吸をした。

　上腕の傷が、時間が巻き戻るように治っていくのが、なんとも不思議だった。

「ありがとうございます。楽になりました」

　元気そうな声にはなったが、男の顔は血だらけのままだ。顔色がよくなったなどの変化が、まるで確認できない。

「名乗るのが遅れました。俺は騎士団の魔物討伐部隊にいるヴォルフレードと言います。下位貴族の末っ子なので、気を使わず、ヴォルフと呼んでください」

　男はこの国に所属する魔物討伐部隊の騎士だった。




　この世界は、あちこちに魔物がいる。

　通常は冒険者が倒し、冒険者ギルド経由で市場に肉や皮、骨などの資源として回る。

　だが、人間の活動範囲とかぶってしまい危険と判断されるときや、魔物の数があまりに多いとき、強い個体や大型の魔物が見つかったときなどは、国の魔物討伐部隊が出向く。

　この世界では、多数の魔物、あるいは大型の魔物の脅威は、災害のようなものだ。

　そんな魔物達と戦うだけあって、魔物討伐部隊はかなり強い者ばかりがそろっていると聞いていた。




「市民のダリ、です。いろいろやってます」

　ダリヤは名前をわざと男のように切って言った。

　今日の自分は、父の上着をゆるく着ている。その上に、髪をすべて隠した黒い帽子、黒ブチの眼鏡、声を低く変えるチョーカーをし、喉はガーゼのマフラーで覆ってある。

　森で女一人だと絡まれる可能性があるので、万が一の対策だ。

　貴族の場合、男性は独身女性と二人で馬車に乗るのを避けることも多い。女だという説明はしないことにした。

　少なくとも、目の前のこの騎士は、馬車で早めに王都に連れていくべきだろう。

「ダリさん、たいへん申し訳ないのですが、王都に行くなら、乗せていってもらえないでしょうか？　もちろん城に戻り次第、きちんとお支払いしますので」

「もちろんです。どうぞお乗りください」

「ありがとうございます。助かります」

　ヴォルフは何度かまばたきをした後、明るい茶系らしい目をこすった。よく見れば白目部分がかなり充血している。

「あの、目、痛みますか？」

「魔物の血が入ってから、ちょっとおかしくて……」

　先ほどのポーションで治っていないということは、怪我ではなく、魔物の毒か眼病の可能性がある。もしくは、今も顔についている血が、再び目に流れていってしまっているのだろう。

「早めに洗い流した方がいいですね。魔物によっては失明することもあったかと思いますので」

「神殿で金貨十二枚ですね……ちょっとそれは避けたいです」

　この世界、医者もいるが、重い怪我は神殿で神官に治療してもらう方が一般的だ。

　治療は有料であり、怪我が重いほど高額になっていくが、ほとんどの怪我が治せるというのはありがたいことである。

「近くに川がありますから、洗いに行きますか？」

「お願いします」

　ヴォルフが立ち上がったとき、かなり背が高いことにようやく気がついた。やや細身にも見えるが、それは一九○センチ近い身長のせいかもしれない。

「御者台ですみませんが、隣にどうぞ」

　ダリヤは御者台の半分をあけた。

「いえ、汚れますから、川まで歩きますよ」

「下に敷いているのは防水布ですので、大丈夫です」

「そうですか。じゃあ、お言葉に甘えます」

　ヴォルフは並んだとき服が触れないように、かなり端に寄って座っている。それでもすぐに濃い血の臭においとわずかな腐臭が流れてきた。

　やはり早めに全身を洗い流した方がいいだろう。水の魔石を持ってきていればよかったのだが、今日は防腐付与付きの革袋に入れた飲み水しか持ってこなかった。

「この防水布って、便利ですよね」

「そう思います？」

　ヴォルフにとっては世間話のような何気ない一言だろうが、ダリヤはひどくうれしくなった。




　防水布は学院の頃に開発した、ダリヤ発案の魔導具である。

　こちらの世界では、ビニール素材がない。父のレインコートを作るために、防水効果のある布が欲しくて、いろいろと試行錯誤したのが防水布のはじまりだ。

　結果、ブルースライムを一度粉末にし、布の片面に薬品と混ぜて塗布、その後に定着魔法をかけてできたのが、ダリヤ作の防水布である。

　おかげで一時期、屋上と庭いっぱいに、各種スライムが干されていたり、床いっぱいに置いた瓶に粉が入っていたりした。

　ちなみに、防水布の急激な普及時には、冒険者によるブルースライムの乱獲騒ぎもあったそうだ。

　ブルースライムに意思があれば、自分は間違いなく恨まれているだろう。




「騎士団に入ったばかりの頃は、野営のテントとか雨用のマントに蝋ろうを塗っていたんです。新人の仕事なんですが、これがけっこう大変で。塗り忘れると隙間から水が入ってくるので……蝋がしっかり塗れるように厚めの布を使うから、運ぶのも大変でした。しばらくしてから防水布になって、軽くなりましたし、手間がかからなくなりました」

「そうだったんですか。便利なのはいいですね」

「レインコートもいいですよ。あ、レインコートというのは、防水布でできた、腕の通るマントみたいなものです。それを使うようになって、部隊では、汗疹あせもになる者が減ったんです。それまでは夏の雨の日でも革のマントだったので……」

「汗疹、ですか」

　防水布を作ったダリヤだが、それは考えたことがなかった。

「ええ。かゆくても、鎧の下だとかくにかけないですし、野営地ではなかなか水浴びもできないので。移動中はもちろん、戦いの最中に、集中力を持っていかれることがあるので馬鹿にできないんです」

　思っていたより切実な理由だった。

　実際に使っている声を聞くと、改善するべきところが見えてくる。防水機能を保持しつつ、より通気性のいい布の開発をしたい、できればさらに軽量化も実現したいものだ。

「防水布でもっと風通しがよくて、軽いものができると便利そうですね」

「あればいいですね。ただ、耐久性はやっぱりいるので、難しいんでしょうけど」

　耐久性も保持しなくてはいけないのか。これは新しい素材も含めて、いろいろと試す必要があるかもしれない──つい考え込んでいると、ヴォルフが声をかけてきた。

「すみません、つい内輪の話ばかりを。ダリさんは、このあたりで採取を？」

「ええ、いろいろと見て回っていました」

「本当にすみません、仕事の邪魔をしてしまって」

「そんなことはないです。今日は下見のつもりでしたので」

　お互いにフォローしあっていると、川原が見えてきた。

　元々、移動時の休憩所として作られたエリアなので、それなりに平らで広い。

　平らな場所に馬車を止め、二人とも降りた。

　ヴォルフは川の浅瀬に向かい、すぐ目と顔を洗いだす。が、乾いた血もあり、なかなかとれないようだ。何度も水をかけて顔と頭を洗い続け、やっと顔をあげようとする。

　ダリヤはその手に、持っていたタオルを手渡した。

「よろしければどうぞ」

「すみません」

　彼はタオルで顔をぬぐうと、ようやくダリヤに向き直る。

　その顔を見て、言葉が消えた。

　先ほどまで血とほこりに汚れていた短髪は、艶つややかな黒こく檀たんだった。

　くすみひとつない白い肌、整いすぎた顔の輪郭、高くすうと通った鼻び梁りょう、薄く形のよい唇。

　長い睫まつ毛げの下、芸術品のごとき切れ長の目は、濃いウイスキーを光に当てたように輝く黄金で、その中央に夜を思わせる黒い瞳があった。

　ダリヤの前世今世を通し、一、二位を争う美青年だ。

　付き合いたいとは思わないが、肖像画を飾っておくならば悪くないかもしれない。




「動物が血の臭いで寄ってくるかもしれないので、水を浴びて、ついでに服も洗ってきます」

　そう言って、ヴォルフは鎧をとりながら、川の中央へ向かっていく。

　ざばざばという水音に、ダリヤはすぐ背を向けた。
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　ダリヤは馬車へ向かい、八本脚馬スレイプニルに水と紫葡ぶ萄どうを準備した。

　八本脚馬スレイプニルは野菜も肉も食べる。昼は水だけでもいいと言われたが、おやつをあげると機嫌よく仕事をしてくれると聞いた。

　おやつは何がいいかと尋ねたところ、『この子は、特に紫葡萄が好き』とのことだったので、店で多めに買ってきた。

　紫葡萄を見た途端、黒い目をぱっと見開き、ずっと視線で追ってくるのがなんともかわいい。

　今日は護衛の他、結果的に人命救助をしてくれたので、ここで全部あげることにした。

　水と葡萄を目の前に並べると、八本脚馬スレイプニルのいななきがひどくうれしげに響いた。




　馬車から荷物を持ってくると、川原でたき火を起こす。

　薪まきは積んできていたし、着火の魔導具もあるので、時間はかからない。

　風の方向を確認し、たき火の横に、自分とヴォルフが座る場所を斜め向かいにして作った。

　反対側には、たき火から少し離して木の棒二本を地面に突き刺し、ロープを張る。ヴォルフの服を干すための簡易の物干しである。

　川の流れる音と鳥達のさえずりを聞きつつ、ダリヤは昼食を作りはじめた。

　持ってきた硬く丸いパンを切り分け、山や羊ぎ乳のチーズをのせ、火のそばに置く。そのままでも食べられるソーセージは、木の枝に刺し、たき火に近づけておいた。

　余分な容器はないので、あたりで適当に大きい葉を探し、革袋に入れていたドライフルーツとナッツを盛りつける。

　幸い、食事もワインも多めに持ってきたので余裕がある。

　形だけは自分の方にも少し盛りつけたが、ヴォルフの分をできるだけ多くした。

　春といえども、さすがに外の水浴びは冷えるだろう。そう考え、赤ワインに蜂蜜を少し入れ、小鍋で温める。

　ワインがふつふつといってきたあたりで、ちょうどヴォルフが川から上がってきた。

　ダリヤはそれを音だけで確認し、振り返らずに言う。

「服はそこの枝に干してください。あと、乾くまでそこにあるコートをどうぞ。父の物なので、ちょっと小さいかもしれませんけど」

　背後でごそごそと気配がした後、黒いコートを着たヴォルフがたき火の横に座った。

　背が高いので裾が足りていないが、非常時なので勘弁してもらいたい。

「なにからなにまで、本当に申し訳ない」

「たいしたことじゃないですよ」

　赤ワインをカップに注ぎ、パンとソーセージをそろえてすすめた。

「ありあわせですけど、よかったら召し上がってください」

「ありがとう。遠慮なく頂きます」

　自分が先に手をつけないと、おそらくこの貴族の青年は気を使うだろう。そう思って、ダリヤはヴォルフの方を見ずに食事を始めた。

　ライ麦パンにかじりつくと、上のチーズはとろりと溶けており、ホットワインによく合った。少しクセのある山羊乳のチーズだが、ライ麦パンとの相性はよかったようだ。

　ソーセージは木の枝から外さず、そのままかぶりつく。ぱりっとした食感と、じゅわじゅわとたっぷり出てくる肉汁、噛かむ度に味を変えていく香辛料の組み合わせがなんともおいしい。ついエールが欲しくなりそうな味だった。

　そこまで食べてからこっそりヴォルフへ視線を向けると、とてもいい笑顔で食べていた。幸いなことに、口に合ったらしい。

　またたく間に料理はなくなったが、その食べっぷりはなんとも気持ちのいいものだった。




「こんなに食事がおいしいと思ったのは、久しぶりかもしれない……」

　すべて食べ終えて一息つくと、ヴォルフがぽつりと言った。

　二日ぶりの食事なのだから、無理もないだろう。

　風のそよぐ川原で、川音とたき火の音を聞きながら、二杯目の赤ワインをヴォルフにすすめる。

　青年は礼を言って受けとったが、飲みながら頻繁にまばたきをしていた。

「目、どうですか？」

「痛みはなくなりました。両目とも視界がぼやけた感じはありますけど」

「お城に戻って、お医者さんに診て頂いた方がいいですね」

「ええ、そうします」

　風で煙の向きが変わったので、ダリヤは視線を簡易物干しに向ける。幸い、煙はかからないようだ。濃い灰色の服が風にわずかに揺れている。

　風魔法でも使えれば乾きが速いのだが、あいにくダリヤには風の属性はない。

　視線を戻そうとして、地面にあるぼろぼろの鎧に気がついた。

　肩の部分はすでになかったが、胸当て部分は深い赤に見えた。どうやら、血で染まっているのではなかったらしい。

「……ヴォルフさん、もしかして、『赤鎧スカーレットアーマー』ですか？」

「ええ」

　彼はあっさりうなずいた。




　『赤鎧スカーレットアーマー』は、魔物討伐部隊の中で最も有名な役職だ。

　魔物討伐部隊で『赤い鎧』を身につけるのは、最初に魔物に切り込んでいく『先駆け』が役目の者だという。

　赤い鎧は最も目立つため、魔物から集中的に狙われ、囮おとりとされることも多い。討伐しきれずに退却するときにさえ、真っ先に狙われる。

　だから、危険な魔物討伐部隊の中でも、『最も死にやすい』のだと。




「それほど強くはないですが、動くのだけは速いので。魔物の目をそらすのは得意なんです」

「それは……」

　静かに微笑ほほえむ彼に悲壮感はない。それでもダリヤは言葉につまった。




　不意に、父が死んだ日のことを思い出す。

　昨年、今よりもう少しだけ緑のまぶしい時期。一緒に昼食を食べた後、商業ギルドへ一人で向かった父。倒れたと聞いて慌てて向かえば、すでに物言わぬ骸むくろとなっていた。

　昼までは元気に話していて、まったく予期しない別れだった。

　そんなことを、なぜ、今、ここで思い出すのか。

　ダリヤは苦い思い出に目を伏せ、カップの赤ワインを見つめた。




「……この黒いコートで、昨年春の流行を思い出しました」

「……流行、ですか？」

　ぽつりとヴォルフが言ったので、機械的に聞き返しながら、ワインを口に含む。

「ええ。これだけなのを忘れ、街でうっかり女性の前で脱いだら、俺、『変質者』として衛兵を呼ばれるかなと」

「ぶっ！」

　ダリヤは飲んでいたワインを見事にふき出した。

　ちなみに、春先になるとそういった人がなぜか増えるというのは、こちらの世界でも通説となっている。

「人が飲んでいるときになんてことを……！」

　思わず大きな声が出た。

「すまない。思い出したから、つい……」

　目の前の青年は、明るすぎる声で笑った。

　今までの騎士と貴族らしかったヴォルフのイメージが、音を立てて完全に崩れていく。

「赤鎧スカーレットアーマーを心配してくれるのはありがたいんだけど、噂うわさほど危なくはないんだ。君がなんだかあんまり悲しそうで、何を言っていいかわからなくなって……すまない、つい馬鹿を言った」

「いえ、こっちこそすみません……」

「俺はこの喋しゃべり方が地なんで、こっちでもいいかな？　ダリさんも、楽な喋り方でお願いできればうれしいんだけど」

「……わかった」

　ダリヤはわざとぶっきらぼうに言った。

　どうやらさっきの悪い冗談は、自分が気を使わせてしまったせいらしい。




「ダリさん、魔導具とかは好き？」

「大好き。仕事でも関わっているから」

　いきなりの質問に、思わす素で答えてしまったが、ヴォルフは的にはうれしいことらしい。

　美しい黄金の目をきらきら光らせて、ダリヤを見返してきた。

「なら、ちょっと教えてほしい。見かけたことがないのだけど、民間の魔導具で、剣ってある？」

「剣はないと思う。魔導具としてなら魔法付与の包丁とかはある。剣は鍛冶屋だし、付与するなら魔導師か錬金術師じゃないかと」




　この世界、ダリヤの知る魔導具制作者は大きく分けて三つに分類される。

　まず魔導師。

　ダリヤの感覚から言えば、魔法使いであり、攻撃魔法や回復魔法などの外部魔法に優れた者達だ。

　特に、攻撃魔法が得意な者は、国の魔導部隊や冒険者などで活躍の場が多い。治癒魔法が得意なものは神殿や騎士、冒険者としての道もある。

　人によっては魔導具を作ることもあり、魔導具師を名乗る者もいる。

　次に錬金術師。

　錬金術師は、創造魔法で様々な物を作り出すことに長たけており、ポーションや希少金属、ゴーレムなど、いろいろな物を作り出す。

　付与魔法を得意とする者も多いので、こちらも魔導具師を兼ねる者がある。

　最後に魔導具師。

　魔導具師は素材や技術を利用し、場合によっては魔法付与などで魔導具を作るのが仕事である。攻撃魔法や回復魔法などが使えない、あるいは魔力の少ない者が多い。

　残念ながら、魔導師、錬金術師より一段軽く見られがちだ。

　もっとも、これ以外でも、学術関係や趣味で魔導具を作る者もいる。この世界、魔導具作りは特別なことではない。




「包丁に付与するって魔法って、どんなものがある？」

「一番多いのは、錆さび防止。あと、研ぎいらずもあるけど、どっちかかな」

「錆防止に研ぎいらずか。剣に付与できたら便利そうだ」

「ヴォルフさんの使ってる剣の付与は？」

「部隊の剣はたいてい硬度強化が入ってる。それでも折れてしまったけど」

「あれ、そういえば、剣って持ってた？」

　ダリヤは心配になった。もしかすると森でなくしてしまったのだろうか。

「ワイバーンを刺したら根元から折れた。だからそのまま、置いてきた」

「今回の討伐って、ワイバーン？」

　ワイバーンといえば、手て強ごわい龍りゅう種であり、強きょう靱じんな翼と鋭い爪のある足を持った魔物だ。

　ダリヤはヴォルフの肩の生々しい傷を思い出した。あれがワイバーンの爪痕だったのだろう。

「ああ、赤のワイバーンだった。一匹倒したらもう一匹いて。手負いにしたら、俺を爪でひっかけて空へ逃げた。俺がいたおかげで、魔導師は魔法が撃てないし、騎士は強化弓が使えなかったし、城に帰ったらたぶん説教と反省文になると思う……」

「うわぁ……でも爪でひっかけられてって、よくご無事で……」

「いや、下から思いきり刺したら、あっさり落ちたから。落ちるときの方があせった。身体強化はしていたし、木がクッションになったから、なんともなかったけど」

「やっぱり危ない……」

「いや、身体強化していればそうそう怪我もしないし、治癒魔法のうまいのもいるし、滅多に人死にはないよ」

　滅多にない、それでもゼロではないのだと、ダリヤは理解した。




「話を戻すけど、ダリさんは『魔剣』って見たことはある？」

「商業ギルドで『炎の魔剣』を見たことがある。誰も抜けないから、外側だけだけど」

　この世界がファンタジーと感じられるアイテムのひとつ、魔剣。

　精霊や聖霊、英霊などが武器や防具に宿ることがあり、そういったものは通常よりはるかに強く、特殊な力を持つのだという。

　以前、商業ギルドに売り物として入ったのは、炎の魔剣だった。

　鞘さやも持ち手も赤く、金を加えた豪華な模様で飾られていた。残念ながら誰も抜けないため、刃を見ることはできなかったが。

　その後、オークションにかかることが決まり、開始値から金貨百枚と、すばらしく高かったのを覚えている。大いに盛り上がったオークションの末、買ったのは高名な冒険者だと聞いた。

「炎の魔剣か、それは見てみたかった……」

「ヴォルフさんは魔剣をよく見るの？」

「一番見るのは魔物討伐部の隊長の魔剣かな。『灰手アッシュハンド』って言うんだけど、刺すと焼けて一気に灰になるんだ。血族固定の魔剣で、隊長の一族がずっと継承してるから、この国では有名だね。他には誰も抜けないし、抜いているときに触ると隊長以外は火傷やけどするんだけど」

　その剣は、炎の剣の上級ヴァージョンではないだろうか。

　そして、おそらく目の前の青年は、灰手アッシュハンドの火傷経験者であろう。

「他にも城に主あるじ無しの有名な魔剣が二本あるんだけど、相性が悪くて誰も抜けないんだよね。俺も騎士団に入ってから試したけど、どっちも抜けなかった」

「やっぱり魔力の相性？　それともなにか特別な資格がいるとか？」

「城にある魔剣は、魂の高潔さとか、強い使命感とかを見るって言われている。俺はどっちもまったくないから、抜けなくて当たり前なんだけれど」

　そう言いきって、からりと笑うヴォルフは、いっそすがすがしい。




「俺は見たことがないけど、他国には『喋る魔剣』っていうのがあるらしいよ」

「『喋る魔剣』っていうと、孤独な一人旅にも、友達のいない人にも便利そう……」

「ダリさん、それは何気にひどくない？」

「いっそ道案内とかしてくれたら便利なのに」

　前世の喋るカーナビやスマートフォンのマップを思い出し、つい言ってしまった。

「それ、魔剣じゃなくて『喋る地図』の方がいいよね？」

　まさにその通りである。ヴォルフは案外、開発者に向いているかもしれない。

　ダリヤは興味半分で他のものについても聞いてみる。

「喋る盾とか、鎧とかはないの？」

「盾は聞いたことはないな。誰かが隠して持っていればあるかもしれないけど。あと、鎧で喋るとしたら、首無鎧デュラハンじゃないかな。さすがにあれを着たいとは思わないけれど」

「ヴォルフさん、首無鎧デュラハンを見たことある？」

　首無鎧デュラハン。ファンタジーならではの魔物だ。うっかり遭遇はしたくないが、安全なところからならすごく観察してみたい。どういう原理で動いているのだろう。

「討伐に出向いたとき、洞窟に一人いたよ。『命ガ惜シクバ帰レ』って警告されて、かなり迫力はあったけど、大神官が同行していたから浄化一回五分で終わり」

「五分って……なんかちょっと切ない。で、首無鎧デュラハンてどんな形状？　中身は？」

「兜かぶとなしの、大きい黒い鎧で長剣を持っていた。どちらもそれなりにいいものっていう感じだった。あと、中身はカラだったよ。神官が浄化した後、城の魔導師が大事に持って帰ってきていたけど、鎧にも剣にも、何も仕掛けが見つからなかったって、とても残念がっていた」

「そうなんだ……」

　その魔導師の気持ちがすごくわかる。仕掛けや仕組みは、やはり理解したいものだ。

　動力はやはり魂こん魄ぱく的なものだろうか、それとも純粋に魔法で人格ならぬ『首無鎧デュラハン格』を作っているのだろうか。

　単なる鎧と剣になっても、全部分解して裏表をくまなく見てみたい。できれば素材も詳細にチェックしたいところだ。

「俺がダリさんに、その鎧を見せてあげられる立場だったらよかったのだけれど……」

　自分が考え込んでしまったので、青年を困らせてしまったらしい。

　本日二度目の失態に、ダリヤは首を横に大きく振る。

「ううん、話だけでもすごく面白いし、ありがたい。仕事の種になるから」

　そこではっとした。

　話に夢中になっていたが、ヴォルフの目のことを考えれば、早めに医者にかかる方がいいだろう。

「そろそろ移動しよう。ここから王都まで、けっこうあるから」

「すまない、話に夢中になってた」

「こっちこそ、長く話し込んでごめん」

　たき火を完全に消し、上から土をかけた。

　地面を来たときと同じ状態にし、出していた荷物を馬車に手早く片付ける。

　ヴォルフの服はまだ半乾きなので、とりあえず馬車にひっかけて風にあてておき、鎧は箱馬車の後ろに積むことにした。




　二人で御者台に乗ると、ヴォルフが大きく伸びをした。ずっと寝ていないのだ。かなり眠いのだろう。

「時間がかかるから、王都まで寝てて。王都の壁近くで起こすから、そこで着替えればいい」

「大丈夫。ポーションのおかげかな、そんなに眠くないんだ。邪魔でなければ、もう少し話しててもいいかな？」

「もちろん」

　手綱を握り直したとき、ダリヤは来るときに飲んでいた白ワインを思い出した。

　袋を開けてみると、馬車の移動で少し泡だってしまっている。昼はこちらを自分が飲み、ヴォルフに赤ワインを全部渡すのだったと、ちょっと後悔した。

「どうかした？」

「白ワインの飲みかけ。すっかり忘れてて」

「一口、もらってもいい？」

　ヴォルフに水や赤ワインは渡したが、二日飲まず食わずだったのだ。本当はまだ喉が渇いていたのかもしれない。

「飲みかけでごめんなさい！　喉が渇いてるなら全部飲んでいい」

「俺こそタカってすまない！　じつは……白ワインは俺の弱点なんだ」

　真面目な顔でそう言って、瓶からワインを飲みはじめた男に、ダリヤはたまらず吹き出した。




　それからの移動時間、二人はずっと魔導具と魔剣の話を続けた。

　ダリヤは王都で庶民向けに出回っている魔導具の話をし、ヴォルフは王城にある魔剣や魔導具のことを話した。

　お互いに知らないものを紹介しあう形で盛り上がっていると、時間はあっという間に過ぎた。

　王都の門が近くなったところで、一度馬車を止め、荷台で着替えてもらう。残念ながら服はまだ半乾きだった。少し寒そうなので、コートはそのまま着ていてもらうことにする。

　結局、ヴォルフは一睡もしなかった。

　やはり騎士だけあって、楽しそうに話していても、ずっと周囲を警戒していたのだろう。ダリヤはそう納得した。

　門の内側には、兵が常駐している建物があると言う。

　ヴォルフはまずそちらに行き、確認を受けてから王城に行くそうだ。

　さすがに、庶民の馬車があっさり王城に行けるわけはないので、ここでお別れである。




　建物の前に馬車を止めると、いきなり雨が降ってきた。

　ヴォルフが御者台から下り、コートを脱ごうとしたので、慌てて止める。

「服が乾いてないんだし、風邪ひくと悪いから、そのまま着てって。砂蜥蜴サンドリザードだから、雨通さないし」

「すまない、借りるよ。今日はありがとう。本当に助かった。住所を教えて。後で支払いに行くから」

「いいって。魔物討伐でお世話になってるから、一庶民の応援とでも思って」

「せめて、店で酒でもおごらせてよ」

　これは友情構築のお誘いだろうか。

　ヴォルフとの話はとても楽しかった。できるならばまた会って話したいとかなり思う。

　だが、理由があっても、男のふりで騙だましたのはやはり失礼なことだ。

　残念ではあるが、このまま終わらせるべきなのだろう。

「街で見かけたら声かけて。そうしたら、しっかりおごってもらうから」

　わざと明るくそう言ってみた。

　広い王都、貴族で騎士のヴォルフと、庶民の自分が再会する可能性は、限りなく低い。

「………」

　雨脚がさらに強くなった。ヴォルフが何かを言ったが、聞き取れない。

　そのときちょうど、後ろから馬車が来た。

「後ろがつかえてるから、これで！」

　ヴォルフに申し訳なかったが、馬車を理由に話を打ち切り、八本脚馬スレイプニルを進ませる。




「……またね、ダリ！」

　自分へ呼びかけた声だけが、はっきり聞こえた。

　ヴォルフの美しい笑顔だけが、なぜかひどく目に残る。

　ダリヤにとっては、有意義な休日だった。
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　王都の北、広大な白く高い石造りの防壁に囲まれた中、王城はある。きらびやかではないが、防衛と利便性を優先させた造りのそれは、時代の先端を感じさせる場所だった。

「ヴォルフ！　生きててよかった！」

「スカルファロット殿、無事だったか！」

「まさか幽霊じゃないよな！」

　王城の巨大な石門をくぐってすぐの場所で、魔物討伐部隊の数十人が雨に濡ぬれながら待ち構えていた。ヴォルフがその場に立った瞬間、飛びついてもみくちゃにされる。どさくさに紛れ、膝の後ろを蹴った者までいた。

　魔物討伐部隊には、貴族騎士もいれば平民騎士もいる。

　身分差はあるが、毎回が命がけの任務であることもあり、全体での結束は固い。みせかけではなく、お互いのことを親身に心配する者の方が多かった。

　部隊の背後には、少し距離をあけて見ている騎士や兵士達、メイドなどの女達の姿もあった。

　それぞれがヴォルフの無事を確認に来てくれたらしい。

「ご心配をおかけして、すみませんでした！」

　ヴォルフは仲間達に取り付かれた状態のまま、周囲に声を大きくして謝罪した。

　ワイバーンに連れ去られて丸二日。

　魔物討伐部隊の一部の者が交代で捜索に出ていたが、ほぼあきらめられていたそうだ。

　あと三日で騎士団の名誉葬儀の準備をしていたと聞かされ、ひたすらに謝罪を続けた。




「ヴォルフ、どうやって戻ってきたんだよ？」

　隊の友人が肩を強くつかんで尋ねてくる。

　そこにあった傷は、ダリからもらったポーションのおかげで、まったくなくなっていた。

「空中でワイバーンの腹を刺したら、そのまま落ちた」

「無謀すぎることを淡々と言うな！　ワイバーンはどうなった？」

「死んだのを確認してから、身体強化して街道まで走った。そこからは人に助けられて、ありがたいことにポーションも飲ませてもらえたし、王都まで送ってもらえた」

「よかったな。今回は本気でダメかと……皆、心配したんだからな……」

　紺色の髪の友人は、ぐすりと鼻をすすると、勢いよく顔を上げた。

「とにかく！　無事でよかった！」

「本当に。ヴォルフレード殿とワイバーンが心中なんて、洒落しゃれにもなりませんからね」

「お前がもってかれるのを見たとき、やっぱり色男は辛つらいもんなんだと思ったよ」

「俺はあのワイバーンが雌なんだと納得してたぜ」

　どうしようもない冗談に、部隊の者達はどっと笑う。

　ヴォルフはそちらこちらの隊員から、肩や頭を叩たたかれ続けた。

「探しに行ってる者に無事を連絡してもらうよう伝えてくる。ああ、ヴォルフ、家には連絡したか？」

「まだ」

「ワイバーンに連れてかれたんだ、心配してるだろう。家に使いを頼んでおくぞ」

「助かる、ありがとう」

　ヴォルフは言葉を返しながら、ようやく気づく。ずっと別のことを考えていたので、家に連絡することを完全に忘れていた。

「見た目はともかく、本当にどこも怪我はないのか？」

「魔物の血で目がかなりかすんでる。隊長に報告に行って、その後で医務室に行こうと思う。あとはシャワーを浴びて、とにかく寝たい」

　川で体は洗ったが、石せっ鹸けんは使っていないので、いまだに髪が少し生臭い気がする。水洗いしかしていない服にも、血の臭いが残っている気がした。

「……まずいな、コートに魔物の血の臭いがついたかも」

「城できれいにしてもらえばいいだろって……ん？　そのコート、支給品じゃないよな？」

「うん、貸してもらった。砂蜥蜴サンドリザードのコートだって」

「砂蜥蜴サンドリザード？　折り返しの襟のところは違うだろ。ちょっと見せてみろ」

　目を細めた隊の友人が、ヴォルフのコートを脱がせた。裏返してじっと見ると、大きくため息をつく。

「……表に砂蜥蜴サンドリザード、裏にワイバーン皮じゃねえか。なんつう贅ぜい沢たくだよ、普通、逆だろ」

「さすが、スカルファロット家ともなると違うのだな」

「いや、これ借り物なんだ」

「お前は城に帰る前にどこ行ってるんだよ？　まあ、付き合ってる女でもいたら俺もきっと先にそっちに行くが」

「いないものを仮定で話すな、むなしいだけだぞ」

　話が脱線しはじめたとき、商家出身の隊員がコートの表裏を確かめ、ヴォルフに言った。

「きちんとお返しした方がいいですよ。これ、ワイバーンを細かく切って、付与魔法で張っています。かなりお高い品だと思います」

「そうなんだ……」

「ヴォルフ、このコート、女に借りたのか？」

「いや、王都に送ってくれた人だよ。お父さんのだって言ってた」

「おい、大丈夫なのか？　お前、その『お父さん』から刺されても文句言えねえぞ、それ」

「送ってくれた人は、そのコートの値段を知らなかったんじゃないですか？」

「そうかもしれない……」

　ヴォルフの脳裏に、少しぼやけて見える、ダリの顔が浮かんだ。




　ダリが乗っていたのは、普通の馬ではなく、八本脚馬スレイプニル。

　気楽に話してくれと言ってからも、喋り方にはすれたところがなかった。

　いろいろな魔導具のことに詳しかったから、おそらくはそれなりにいい商家の生まれなのだろう。連絡先も告げず、一銅貨も受けとらないままに行ってしまった。

　今頃、コートの持ち主である父親にひどく怒られているのではないだろうか。そう思うと、とても心配だ。

「このコートをあっさり貸す相手って、貴族だろ？」

「いや、庶民だって言ってた」

「庶民とはいっても、ひとかどの商人か、そのご家族だと思いますよ」

「家名はわからないけど、名前はわかるから、商業ギルドで聞いてみるよ。きちんとお礼もしたいし」

「お前が魔物討伐部隊ってことは言ったんだろ？」

「ああ、説明してる」

「そのうち向こうから連絡がきて、お前と親密になりたいってオチかもな！」

　友人がからかうような口調で、ヴォルフの肩を叩いた。

「そうだったらいいな……もっと話したかった……」

　かすかなつぶやきとともに、夢見る少年のようにふわりと笑む。

　『魔物の宿敵』『黒の死神』『女泣かせ』などのあだ名とは、完全に真逆の表か情お。

　今まで一度も見たことのないヴォルフのその有様に、仲間達が固まった。

「大丈夫か、ヴォルフ！」

「ヴォルフレード殿がおかしい……」

「隊長にはお前、先に言ってこい！　こいつはすぐ医務室に連れていく！　魔物の血の悪影響か、打ちどころが悪かったかだ！」

「これ、中身がヴォルフじゃねえ！」

　その後、ヴォルフは医務室に直行させられた。
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「ヴォルフレード、無事で何よりだ」

「グラート隊長、たいへんご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした」

　医務室からようやく解放されたヴォルフは、魔物討伐部隊の隊長室に来ていた。

　岩のようにがっしりとした体たい躯くの男が、執務机の向こうから、赤い目でこちらを見つめている。

　魔物討伐部隊長であるグラート・バルトローネ侯爵。

　すでに五十歳近いが、隊長職だけではなく討伐にも参加する、現役の騎士である。

「先に医務室に連れていかれたそうだが、怪我は？」

「問題ありません。魔物の血による目の軽い炎症だけです」




　あの後すぐ、ヴォルフは医務室にひきずられていった。

　診断は軽度の疲労と貧血。目については、軽い炎症とのことで、すぐ洗浄をしてもらい、目薬を渡された。

　たいしたことはないと言ったのに、仲間がついてきて騒いだために医者が怒り、ヴォルフ以外は全員廊下に叩き出されていた。




「そちらに座れ。経緯報告を受ける」

　部屋の来客用スペースを顎あごでさし、二人とも移動する。

　艶やかな黒のテーブルをはさんで、ソファーに向かい合わせに座る。広い部屋にいるのは二人だけだ。

「ご報告します。ワイバーンに捕獲された後、空中でワイバーンを剣で刺し、森に落下。ワイバーンの死亡を確認しました。その後、二日間、王都方向へ走り、街道にて市民に助けられ、ポーションと食料を援助され、王都まで馬車で移動。西門より王城へ連絡後、帰城しました」

「運が強くて何よりだ。ワイバーンは確実に仕留めたな？」

「はい、二度、死亡確認を行いました」

　ヴォルフの言葉に、グラートはよし、とうなずいた。

「ワイバーンは龍種だ。捕まって運ばれたとはいえ、一人で落としたのだから、お前は名誉ある『龍殺し』ということになるな」

「いえ、先に部隊で手負いにし、弱っていたから落ちただけです。ワイバーンに捕獲されるという失態、二日間にわたる隊での捜索の責、いかなる処分もお受けします」

　ダリには反省文と言っておいたが、あのままワイバーンが人里に向かいでもしたら、まちがいなく大惨事である。処分を受ける可能性は高いと、ヴォルフは考えていた。

　だが、目の前の隊長は首を横に振る。

「きっちり仕留めたんだ、問題ない。むしろ、せっかく『龍殺し』になったのだ、近衛隊への推薦状でも書くか？」

「ご遠慮致します」

「近衛の推薦から逃げるのはお前ぐらいだぞ」

「……推薦されたら退団を考えます」

「本人が望まぬのならば仕方ないな」

　ヴォルフの顔から表情がなくなるのを見て、グラートは苦笑する。

　以前に大物を仕留めたときにもすすめてみたが、この男は同じ一言で断った。

　騎士の憧れであるはずの近衛隊が、この男には逃げ出したいだけの場所らしい。

「さて、ワイバーンが戦闘中にお前を持っていった点だ。お前を捕らえたワイバーンは、人間を『盾』にする気はあったと思うか？」

「わかりません。しかし、人を盾にしていれば、魔導師が魔法を撃てませんし、騎士の強化弓も使えませんから、効果的な方法だとは思います」

「隊の討伐では初めてのケースだな。トカゲどもが面倒な知恵をつけていないといいんだが……」

　薄くなった濃灰の髪を手でかき、グラートは渋い顔をした。

「もし次に私が捕まったら、遠慮なく撃つように言っておきます」

「馬鹿者。それじゃあ、私が捕まっても撃たれるだろう、許さんぞ。それより、誰が捕まってもワイバーンぐらいは落とせるように訓練しておけばいいだけだ」

「申し訳ありません」

　グラートはヴォルフに気がつかれぬよう、内心でため息をついた。




　目の前の整いすぎた顔の男──ヴォルフレード・スカルファロット。

　十七歳で入隊し、すぐ危険な『赤鎧スカーレットアーマー』を希望、わずか半年でその役目を担うようになった。

　今日まで、危険な場面には何度も遭遇しているが、大怪我をしたことは一度もない。

　最初の数年は無謀者と陰口を叩かれていたが、今では、隊の内外から『有能で勇気ある騎士』として高く評価されている。

　ヴォルフには、貴族であれば持つことの多い攻撃魔法も治癒魔法も一切ない。

　ただ、魔法による身体強化のみである。それだけで、平然と魔物に向かい、駆け、斬り、避よけるをただ繰り返す。

　そして、討伐に有効、あるいは隊のためとみると、平然と捨て身の行動に走る。勇気があるというより無謀、あるいは死に急いで見えるほどに。

　最初はよほど武勲が欲しいのか、自己犠牲に酔うタイプかと考えたが、共に戦っていて、そうではないとわかった。

　この男は気負いがない。恐怖がない。功績を求めることもない。

　ただ、役目上で「こうあるべき」と思ったら、無心でそれをまっとうしようとするだけなのだ。

　魔物討伐部隊だから、強い魔物と当たり前に戦う。

　赤鎧スカーレットアーマーだから、危険な先陣も囮も殿しんがりも当たり前に引き受ける。

　彼にとってそれは役目であり、それ以上でもそれ以下でもない。

　ヴォルフが役目優先で、自分自身の重さをまるで持たないことが、グラートには心配だった。




「目が完全に治るまで休暇をとれ。とりあえず明日から六日休み、医師の診断を受けてから復帰しろ。治らないようなら神殿へ行け。かかる分はこちらで出す」

「わかりました。ありがとうございます」

　ヴォルフは軽く咳せきをし、一度姿勢を正した。

「グラート隊長、ひとつお願いがあるのですが」

「なんだ、『龍殺し』になったから、魔剣でも欲しいか？」

「その話ではありません」

　ヴォルフが唯一、自分の話にのってくるのが、魔剣の話である。

　グラートは、灰手アッシュハンドという魔剣を持っているため、討伐以外でも、何度かヴォルフに見せていた。

　入ったばかりの年は、『灰手アッシュハンドは自分以外が触ると火傷をする』と再三言ったにもかかわらず、試させてくれと願われ、見事に火傷をしていた。

　魔剣関連の話をしていれば、ヴォルフと一晩、語らい酒が飲めそうである。

　もっとも、今日はそれとは違う願いがあるらしい。

「森で助けて頂いた方が商人らしいので、商業ギルドへの紹介状をお願いしたいのです。ポーションの支払いもしておりませんので」

「店の名を聞き忘れたか？」

「いえ、本人は支払いはいらないと。魔物討伐で世話になっているから、一庶民の応援とでも思ってくれと言われました。続けて話そうとしたときに、後続の馬車が来てしまい……」

「逃げられたか。その者は訳ありだったのではないか？」

　グラートの言葉に、ヴォルフがわずかに眉を寄せた。

「訳ありとは、どんなことが考えられますか？」

「不法採取や他国の間者……西の森にいる意味があまりないな」

「そんな人ではないとは思います」

「あと……ありえそうなのは、家や店に来られて、奥方や妹をお前と会わせたくないとか？」

「ないと……思います」

　残念ながら、ヴォルフの一度止まった声は、完全に肯定になっていた。

　半分冗談で言った言葉が、案外当たってしまったかもしれない。

　この男の容貌はとにかく目をひく。高めの身長と、黒髪に黄金の目という珍しい組み合わせ。

　『嫌みなほどに整いすぎ、むしろそこまではいらない』と隊員達にからかわれるほどの顔。

　本人が望まずとも、とにかく女達の視線を奪うことに長けている。

　隊員から聞いた話では、親族女性や友人からヴォルフを紹介しろと言われたときの、断り方マニュアルなるものがあるそうだ。

　正直、自分に娘がいたら、できれば会わせたくない男ではある。




「……やはりお願いします。できるなら、お礼はしておきたいので」

「わかった、今すぐ書くからこのまま待て」

　微妙に暗い気配を漂わせはじめた青年にわずかばかり同情しつつ、グラートは机に戻ってペンを走らせる。羊皮紙のインクは、ドライヤーを使ってすぐ乾かした。

「お前の恩人が見つかることを祈っておく」

　差し出された紹介状を受け取り、ヴォルフは頭を深く下げた。

　そして、来たときよりも少し遅い歩みで、隊長室を後にする。




「……ダリさんに恋人がいたら、どこかの食堂か酒場で会えば、大丈夫だよね……」

　黒髪の青年のつぶやきは、廊下だけが聞いていた。
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　ダリヤは魔導ランタンの火の魔石を入れ替えると、作業場につるした。

　外はまだ雨だ。

　魔導ランタンは、祖父が最初に作った魔導具だという。

　油の代わりに火の魔石を使い、ランタンそのものを小型化、高性能化した。魔石ひとつで長時間もつので、旅や夜警にも重宝されている。

　祖父が作った当時は油の方が安かったが、魔石が普及した現在は維持コストは同じぐらい。購入価格は油のランタンの方が安いが、安全や手入れを考えれば魔導ランタンがいいと、それぞれ使い分けられている。




　この国で魔導具が最も発展している分野は、生活魔導具だ。ダリヤの感覚では『家電』である。

　家電関連の魔導具は、祖父の時代から一気に発達したらしい。魔石の研究と普及の影響ではないかと父は言っていた。

　ファンタジーのような世界といえど、人が生きていれば、生活のための魔導具は発展する。

　氷の魔石を利用した冷蔵庫や冷凍庫、風の魔石による送風機、火の魔石による暖房や、暖炉の補助など、様々なものがある。

　もちろん、魔法のある世界、前世とはまったく違う感覚の魔導具もある。

　たとえば、貴族の盗聴防止器や、魔物の攻撃による石化や混乱防止など、仕組みが気にかかるものも多くある。

　なかでも驚いたのは、解毒関係の魔導具だ。これは魔物の毒への対策だけではない。

　解毒の魔導具を身につけ、グルメとして、毒のある動植物を食べる。食材にある毒の種類にもよるが、的確に合わせたものであれば問題ないという。解毒の腕輪を店でつけ、赤いキノコや真っ青な魚をおいしそうに食べる様を最初に見たときは、かなりひいた。

　それでも、人間の食欲は研究開発につながるのだと、とても納得した魔導具だった。




　ダリヤは作業場の机に様々な部品を並べ、生成りの紙にメモをとりつつ、考えをまとめていく。

　この国では植物から作った紙も、鉛筆に似た筆記具もやや高めだが普通に流通している。筆記具の方は、中心に細い炭の芯があり、周囲が硬い紙で覆われたものだ。

　契約書などは今までの慣習から羊皮紙が多いが、このところは紙の書類の割合が増えていると商業ギルドで聞いた。

　婚約破棄の翌日から作ろうと考えていたのは、石鹸水用の泡ポンプボトルである。

　魔導具ではないが、気分転換となつかしさもあって作ることにした。

　泡ポンプボトルの主なつくりは、容器本体、蓋ふたの上のプッシュ部分、蓋、そして、蓋側につけるポンプだ。

　蓋部分を押すことによって本体内部に圧力をかけ、ポンプ部分の管を通して引き上げ、網状のフィルターを通して泡にし、外に押し出す。押すだけだと戻らないので、バネを入れ、押した部分を元に戻す機構も必要だ。

　幸い、学校の授業で実際に分解や組み立てをしたので、おおまかなところは覚えていた。会社に入ってからも泡ボトルの設計は見たことがあるので、とりあえず試作をしてみることにする。




　作業を始めると、こちらの世界で便利なのは、やはり魔法だと痛感する。

　魔導具の部品関係は、魔力によって硬度や形状をある程度変えることができる。

　金属の種類は様々で、前世のものはもちろん、ミスリルや魔銀、オリハルコンといったものもある。また、プラスチックはないが、それなりに代替可能な、スライムやクラーケンといった魔物素材がそろっている。

　高等学院の魔導具科で、どう組み合わせるかの基礎は習ったが、意外な組み合わせや加工が功を奏すことも多い。

　ひたすらに試し、自分の求める答えを見つける作業──ダリヤにはそれがたまらなく楽しかった。

　メモをとりながら部品を作り、魔法で調整、つくりを確認しつつ、組み立てる。

　加工をするときに出る虹色の光、独特のその輝きが夜の作業場に何度も光る。

　分解しては作り替え、合わせ直し、メモを取る。ただ無心でそれを繰り返した。




　ちなみにダリヤの魔力は庶民にしては多めである。これは代々魔導具師をしている先祖と、貴族出身だった母のおかげだろう。もっとも、自分は母の顔すら知らないが。

　母は押しかけ女房のごとく父と結婚したものの、ダリヤを産みに実家に帰り、そのまま戻ってこなかった。自分だけが父の元に返され、こうしてここにいる。

　その経緯は、メイドの遠回しな説明だけで、詳しく聞いたことはない。

　ただ、父は死ぬまで再婚しなかったし、一度も母の悪口を言ったことはなかった。




　魔力は平民にしては多めでも、高等学院では中程度、高位貴族には到底及ばない量だ。

　魔導師の派手な魔法の話を聞き、せっかくの転生なら『魔力チート』が欲しいと思ってしまったこともある。

　だが、幸いにして、弱い魔力を長時間安定して出せるという特技はあった。

　これは細かな部品を作り、修正していくのには大変便利で、魔導具師向きだ。今は深く感謝しているところである。




　試行錯誤を繰り返していると、あっという間に時間は飛ぶ。

　ポンプ部分とバネの調整で手間取り、ほぼ徹夜になってしまったが、とりあえず試作品が二本できた。あとは石鹸水の濃さによる泡の状態を浴室で確認し、また修正を繰り返すだけである。

　ダリヤは一息入れるため、サイドテーブルに出していたワインのグラスに、ようやく手を伸ばした。

　残念ながら、すっかりぬるくなってしまっている。

　馬車を返却した帰り、赤ワインを買うつもりで店に行き、つい白ワインを買ってきてしまった。

　ワインが喉を滑り落ちるとき、魔剣について夢中で話す男が思い出された。

　たった数時間だったが、二人で話すのはとても楽しかった。

　つい、今も反はん芻すうして笑ってしまうほどだ。

　自分が男だったら、あるいは、ヴォルフが女だったら、きっと連絡先を教えていたに違いない。




　この広い王都、彼と再会する確率は限りなく低い。

　もし、再会したところで、視界がずっとぼやけていたヴォルフは、ダリがダリヤだとはわかるまい。

　二度と会うことはないだろうと思いつつ、ダリヤは彼の回復をそっと神に祈った。

「……ヴォルフさんの目が、ちゃんと治りますように……」







[image: ]兄弟子




　翌日の昼過ぎ、ダリヤは商業ギルドを訪れていた。

　今まではトビアスと共同登録で仕事をしていたが、これからは一人である。結婚後はしばらく休暇をとるつもりだったが、それも必要なくなった。

　まずは登録魔導具の利益契約の収益を確認し、できる範囲で新しく仕事を受けよう──ダリヤはそう考えつつ、人々のざわめきの中、二階への階段を上がった。

「あ、ダリヤさん。ちょうどよかったです」

　二階に上がるなり声をかけてきたのは、受注担当の男性職員だった。

「ダリヤさん宛てで、運送ギルドから馬車の幌ほろ用の防水布十枚の依頼が来ています」

「わかりました。内容を確認させてください」

「こちらになります」

　依頼書を見て、前と同じ仕様の防水布であることを確かめた。

　運送ギルドからということは、おそらくマルチェラが気を使ってくれたのだろう。

　幌用の布は支給されるし、納期と金額にも問題はないので、そのまま受けることにする。布に関しては、数日後に緑の塔へ届けてもらうことになった。




　仕事が入ったことにほっとしつつ、ダリヤは契約関連のカウンターに向かった。

「こんにちは、ダリヤさん」

「先日はありがとうございました。イヴァーノさん」

　商業ギルドの契約関連のカウンターにいたのは、先日、立会人をしてくれたイヴァーノだった。

　ダリヤの笑顔を見てか、ほっとしたように微笑ほほえんでいる。

「いえいえ。今日はどのようなご用件ですか？」

「登録魔導具の収益確認をしたいので、契約書をお願いします」

「わかりました。今、ダリヤさんの利益契約書を持ってきます」

　イヴァーノは一度奥に消え、平たい茶色い木箱を持ってきた。

　中には、ダリヤと、父カルロによる登録魔導具の利益契約書が入っている。




　商業ギルドに登録した魔導具は、売上利益があがる度、一定の金額が開発者に入る。細かいところはいろいろと違うだろうが、前世の特許に近い仕組みだ。

　登録期間は登録した日から七年。それが過ぎると収益は入らなくなる。

　ダリヤが開発した防水布は、十八歳のときの登録なので、二十五歳までは続くことになっている。

　以前、父とダリヤが開発したドライヤーは、十年以上前の登録なのですでに利益契約は終わっている。

　もっともダリヤの名前は十五歳以上という年齢制限にひっかかり、契約書に残されることはなかったが。




「カルロ様の利益契約品の二点と、ダリヤ様の防水布、レインコートの二点の利益契約の方は、この金額で上がってきています」

　書類を確認し、ダリヤは首を傾かしげた。

「先月登録した、小型魔導コンロの契約書の方はどうなっていますか？　こちらにないようなのですが」

「小型魔導コンロの利益契約書は……申し訳ありません。箱から抜けていますね。手違いだと思いますので、確認してきます」

　イヴァーノが椅子をかたりと動かして立ち上がった。書類が他の箱に紛れるというミスでもあったのかもしれない。




　ダリヤが椅子で一息ついていると、奥の方が騒がしくなった。

「すみません！　小型魔導コンロの利益契約書を担当したの、私です！」

　若い女性職員が走ってきて、ダリヤの前で深く頭を下げる。

「私、利益契約書の名義を、トビアスさんで受けました」

「は？」

　涙目でしどろもどろになっている職員の後ろから、イヴァーノが書類を持って走ってきた。

　それに目を通すと、ダリヤが作った小型魔導コンロの利益契約書が、トビアスの名前になっていた。小型魔導コンロはダリヤが発案と制作をすべて行い、トビアスには完成図面に抜けがないか見てもらっただけだ。

　作業が立て込んでいるときに、商業ギルドに用があったトビアスに登録を任せた。その際に、彼が自分の名前に書き換えたらしい。

「その、先月、契約にいらしたトビアスさんが、ダリヤさんは了承済みだと。それで、てっきり夫の名義を使う形かと……」

　本来であれば、仕様書を書いた本人と契約者の名前が違う場合、必ず本人に確認をするか、委任状をとらなければならない。だが、婚約の書類も出し、共同登録で商業ギルドに契約していたので、結婚後は夫の名義にするのだと勘違いしたという。

　その説明に、ダリヤは以前と同じ頭痛を感じた。

　確かに管理や利益の面から、夫婦どちらかの作ったものを共同名義にしたり、相手の名義にするケースもある。だが、そういったことは、トビアスから一度も言われた覚えはない。

「内容と経緯はわかりました。それで、私はオルランドさんに権利を譲渡していません。次に、オルランドさんとは婚約を破棄したので、現在は他人です。こういったときの利益契約書の名義変更は、どうすればいいか教えて頂けますか？」

　ダリヤはただ淡々と、誰も責めることなく尋ねた。

「申し訳ありません。私からも謝罪します。早急に上の指示を仰ぎますので、お時間を頂けますか？」

　イヴァーノが女性職員の隣で頭を下げた。




　人の手に渡る魔導具を開発したならば、自分の名を刻み、責任を持ってその先を見届けるように──そう教えたのは、ダリヤの父だ。

　兄弟子であるトビアスは、それを忘れてしまったのだろうか。

　それだけがただ、悲しかった。
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　少し時間をあけ、ダリヤはイヴァーノと共に、副ギルド長のガブリエラの執務室に来ていた。

　豪華な幾何学模様付きの絨じゅう毯たん、彫刻の美しい白のテーブル、白い革の応接セット──ゆったりとした時間がすごせそうな雰囲気ではあるが、部屋の空気はひどく硬い。

「内容は聞いたわ。ダリヤ・ロセッティさん、ギルド長不在のため、商業ギルドの代表として私よりお詫わびします」

　ガブリエラが立ち上がり、深々と頭を下げ、その体勢のまま動かない。

「副ギルド長、頭を上げてください！」

　ガブリエラの美しい象牙色の髪がテーブルにつきそうに思え、ダリヤは慌てて止める。

　それでも数秒そのままだったガブリエラは、ゆっくり頭を戻すと、隠さずにため息をついた。

「本当に申し訳ないわ。あなたにこんな迷惑をかけるなんて。次からは確認を徹底的にさせるようにするわ」

　ガブリエラにすすめられ、ようやく三人でテーブルについた。

　すでに疲労感の漂うイヴァーノが、書類を広げながら説明を始める。

「小型魔導コンロの書類を確認しましたが、図面、仕様書ともすべてダリヤさんの筆跡で間違いありません。担当者の証言もありますので、こちらですぐトビアスさんに対して正式抗議の上、書き換えます。ペナルティとしてトビアスさんは商業ギルドへの一定期間の契約禁止、担当者も降格処分を……」

「私は、契約書の名義さえ変えて頂ければ結構です」

　言葉を途中で遮る形になってしまった中、イヴァーノは目を丸くしてダリヤを見る。

「ダリヤさんは、それでいいのですか？」

「ダリヤさんが望むなら、契約詐欺行為として訴えることも可能よ。婚約期間内だから、言った言わないの論争になる可能性もあるけれど。訴えたいなら、こちらで代理人を立てるから任せてもらってもかまわないわ。もちろん、かかる分はすべてこちらで支払うわ」

「お気遣いありがとうございます。でも、そうなると、オルランドさんは『魔導具師』としては終わりですよね」

「ええ。契約詐欺となれば、少なくとも商業ギルドでは、二度と『魔導具師』として取引をすることはできなくなるわ」

　ガブリエラはその紺色の目を少しだけ細める。

「ダリヤさん、まさか彼に未練なんてないでしょう？」

「婚約者としての未練はないですし、むしろマイナスと言ってもいいんですが……彼は、私の『兄弟子』なんです」




　トビアスは学院卒業後、十九歳でダリヤの父に弟子入りした。

　トビアスに最初に会ったとき、父は『兄弟子だ』と紹介した。

　片手に時計、片手に金属板を持ったまま、彼はぎこちなく会釈してきた。

　自分の方が小さい頃から父に教わっていたのに──そうも思ってしまったが、ダリヤが正式に父の弟子となったのは、学院卒業後、二年ほど学院教授の手伝いをしているときだ。

　確かに兄弟子ではあった。




「……本人が利益契約を自分の意思で解約、その後に私が再登録すれば、オルランドさんも職員の方も、ペナルティはなしにできるでしょうか？　もちろん、この一ヶ月分に関しては、登録期間から外して頂いてかまいませんから」

「ダリヤさんがいいと言えば、この件は、我々は何も言えないわ」

「では、これからオルランドさんに会って、すぐ解約するよう話してきます」

「こちらに呼びつけてもかまわないのよ。なんなら、私も同行しましょうか？」

「一人で大丈夫です。でも、いろいろと……駄目だったときはご相談させてください」

「いろいろと、ね。わかったわ」

　ダリヤが一礼して出ていくのを、イヴァーノとガブリエラは黙って見送った。




「……未練もなく、本当なら、殴ってもいいような相手なのに、魔導具師の『兄弟子』って、そういうものなのでしょうか？」

　ぽつり、こぼすように男が言った。それに向かって、ガブリエラは力なく笑う。

「違うわね。あの子は自分で気がついていないでしょうけれど、かばおうとしているのは、たぶん、カルロよ」

「亡くなったカルロさんを、ダリヤさんがかばうんですか？」

「ええ。兄弟子であるトビアスが魔導具師をやめるか、なにかしらの罪になれば、カルロの名前が傷つく、あるいはカルロが悲しむ──無意識にそう思っているんじゃないかしら」

「ああ、なるほど、そういうことですか……」

　イヴァーノは頭をそらし、一度目を閉じた。

　思い出すのは、砂色の髪をした温厚そうな笑顔の、壮年の魔導具師。

　初夏のある日、ギルドの廊下で突然倒れたとき、最初に駆け寄ったのは自分だった。ほんの数回の荒い呼吸だけで、ただの一言も残さず、目の前で動かなくなった男。

　医者が来たときにはすでに事切れ、何ひとつとしてできることはなかった。




「カルロさん、まだ若かったのに。心残りだったでしょうね……」

「まったく……あと二十年、せめて最低あと十年は生きてから逝くべきだったのよ、あの男は」

　外の風を入れようと、ガブリエラは執務室の窓を開けた。

　外から入り込む風はまるでなく、ただ歩いていくダリヤの背中だけが見えた。
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　ダリヤは、歩いてオルランド商会に向かった。

　商業ギルドから数分ほど歩いたところに、オルランド商会はある。木造だが、三階建てのそれなりに大きな建物であり、今まで何度も来たことがある場所だ。

　トビアスの父が死んでしばらくは、帳簿や計算確認の手伝いにも来たことがあった。

　一歩中に入ると、複数の視線が自分に向いた。

　ダリヤの顔を確かめた瞬間、視線の色合いが、好奇心と同情、嘲あざけりめいたものに変わる。

　逃げ出したくなる思いを踏みつけ、ダリヤは姿勢を正した。

　婚約破棄の日に決めたことだ。こんなことぐらいで、うつむくものか。




「あら、こんにちは。ロセッティさん」

　数日前まで、自分をダリヤと呼んでいたトビアスの母が、硬い作り笑顔で呼びかけてきた。

「急なことでごめんなさいね。エミリヤさんは子爵家のつながりもあるから、商会としては止めようがなくて……トビアスのことは仕事の上のことだったわけだし、あなたにはきっと、もっといい人が見つかると思うわ」

　かわいそうだが、こちらには貴族との関わりがある、あくまで、うちのせいではないというのが、透けて聞こえた。自分の表情筋を応援しつつ、なんとか普通の顔を作る。

「ええ、もう済んだことですので。それとは別で、商業ギルドの件で確認がありますので、トビアスさんを呼んで頂けますか？」

「商業ギルドの件？　ああ、まだトビアスとの仕事で途中のものがあるのね、すぐ呼ぶわ」

　ダリヤの落ち着いた態度に安心したらしい。トビアスの母はすぐ事務員に呼び出しを告げた。

「……ダリヤ、俺に何か？」

　奥から出てきたトビアスは、少しばかりきまりの悪い顔をしていた。

　さすがに婚約破棄をした相手に呼び出され、笑顔で出てこられるわけはないのかもしれないが。

「小型魔導コンロの利益契約書の件で来たの」

「それは……！」

　茶色の目がひどく泳ぎ、見る間に顔から血の気が失うせていく。

「すまない。それについては……ちょっと応接室に来てくれ」




　ダリヤは一番近い応接室に案内された。

　テーブルをはさんで向かい合わせで座ると、トビアスは深く頭を下げる。

「すまない。説明するのを忘れていた、行き違っただけなんだ」

「どういうこと？　小型魔導コンロの契約担当者が、あなたから私の了承をとったと言われて、私への確認をせずに受けたと、そう聞いたのだけれど」

「その……、結婚後に、二人の商会を新しく起こすつもりだった。だから、名義については、俺にまとめた方がいいかと思って……」

「それって、結婚後に私が作るものも、あなたの名前にするつもりだったということかしら？」

「ああ、商会として出していくから、俺の名前か共同にするつもりだった」

　婚約破棄から今日まで、いろいろと頭にきたり、情けなさに脱力したりしたことは多かった。

　が、怒りで頭が冷えきったのは、今日が初めてだ。

「人の手に渡る魔導具を開発したならば、自分の名を刻み、責任を持ってその先を見届けるように──私はそう父に教わったわ」

　冷えた翠玉エメラルドの目が、まっすぐトビアスを見つめた。

「二人の共同名義であれば、まだよかったわ。あなただけの名義の魔導具で、不具合や事故が起こったら、その情報は私のところには来ないのよ」

「それは、俺が伝えればいいと思って……」

　言いかけてトビアスは固まる。婚約を破棄して他人である今、あまりに軽い言葉だった。

「小型魔導コンロの利益契約書を、今日中に解約してちょうだい。その後に私が再登録するから」

「いや、それは……」

　自分の不正を認めに行くことになる。今後、商業ギルドで仕事を受けづらくなることは確実だ。

「婚約中のことだったんだ。俺の名義での契約を了承していたということにして、名義は残して、小型魔導コンロの権利を買い取らせてもらえないか？　もちろん、ダリヤの言い値で、うちの商会の方から支払う」

「断るわ。商業ギルドの方から抗議がきてからの解約は処分対象になるそうよ。私が望むなら、契約詐欺行為として訴えることも可能だと言われたわ」

「君はそんなことはしないだろう？　……やっぱり、婚約破棄のことを恨んでいるのか？」

　ダリヤは視線を下げ、ただ深くため息をついた。

「婚約破棄より、魔導具師として、名義を変えていたことの方が残念ね。あなたのことは『兄弟子』だと思っていたから」

「……そうか、婚約者より『兄弟子』か。確かに君にとってはそうだな。ずっとそれだけだったんだから」

　トビアスは、視線を外し、両手をきつく握りしめた。

「どうしても、俺に魔導コンロの名義を売ってくれる気はないか？」

「ないわ」

「……今後、オルランド商会は君と取引はしないとしても、か？」

「ええ」

　ダリヤは即答した。

　元々覚悟していたことだ。仕入れは他を探せばいいし、商業ギルドで別の商会を通せるように相談すればいい。それで駄目ならば、防水布の関連業者に片っ端から売り込むか、素材加工そのものの販売に回ればいい。

　利益が大幅に減る可能性はあるが、一人でも、生きてはいける。

　一人前の魔導具師として、こんなことでうつむくわけにはいかない。




「それに、私とのつながりが残るのは、新しい婚約者さんにもよくないでしょう？」

　先ほどの事務所では見かけなかったけれど、ここにはトビアスの新しい婚約者がいる。

　二人に会いたくはないというのも、自分の本音だ。

「ダリヤ……」

「商業ギルドの手続きは本日中にお願いします」

　ダリヤはそこで話を打ち切り、席を立った。

　肩先までの短い髪が、トビアスの目の前で大きく揺れる。

　トビアスの目には、部屋を出ていく見慣れぬ赤い髪が、どうしても馴な染じまなかった。
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　ダリヤが出ていった部屋で、トビアスは椅子の背もたれにだらりと体を預けた。

　どうしてこうなってしまったのか。自分が悪いのはわかっているが、なんともやりきれない。




　ダリヤは、自分の魔導具師の師匠である、カルロの娘だった。

　最初に会ったのは、緑の塔の作業場だ。カルロが自分を兄弟子だと紹介すると、おずおずと自分に一礼してきた。よくいえば落ち着いた、悪く言えば地味な女だった。

　話すようになったのは、彼女が防水布を作りはじめた頃だ。屋上と庭にスライムを干し、多量のスライム粉末にむせていた。子供のように研究に熱中する姿を兄弟子として微笑ましく見ていた。

　だが、そのダリヤは十代で、防水布とレインコートという魔導具を登録、利益契約を果たした。

　当時の自分に登録魔導具はまだ一つもなかった。

　兄弟子という言葉が、少しばかり重くなった。




　婚約はお互いに想おもい合ったわけではなく、両方の父のすすめだ。

　カルロから話を持ちかけられたとき、自分はすぐ受けた。ダリヤと結婚することよりも、魔導具師カルロの後継者になりたい、そちらが先だったかもしれない。

　婚約者として隣に立ったとき、彼女の背の高さに初めて気がついた。

　落ち着かなさから、つい『君は、ずいぶん背が高いんだな』と言ってしまった。

　けれど、彼女は何も言わなかった。




　婚約後、自分がこうしてほしいと言えば、ダリヤはほとんど従ってくれた。自分が頼んだことで、内容を尋ねられたことはあっても、感情的に言い返されたことは一度もない。

　兄弟子としての自分に、後ろからついてきてくれるような妻になってくれる──そう思えた。

　その後、自分の父が急死し、一年後にカルロも続いた。

　自分の父が亡くなったとき、ダリヤはオルランド商会の雑務や自分の仕事を手伝ってくれた。

　だが、カルロが亡くなっても、彼女は自分に弱音ひとつ吐かなかった。

　いつしか、ダリヤにいらだつ自分がいた。一方的な願いも繰り返した。落ち着いた装いをしてほしい、二杯目以降の酒を飲むのをひかえてほしい、そんなことを、彼女はすべて受け入れてくれた。

　だから、今回の利益契約書も、事後承諾でも了承されるとばかり思っていたのだ。

　振り返れば、ダリヤには、甘えられたことも、頼られたことも、ただの一度もなかった。

　簡単な話だ。ダリヤにとって、自分は『兄弟子』という存在だけだ。

　兄弟子だから、父であり師匠であるカルロに言われたから、自分と婚約した。

　たぶん、ダリヤは自分以外でもよかっただろう。そして、自分もそうだったのかもしれない。




　そんな中で、自分はエミリヤに出会った。

　商会に入ってきた小柄な少女。明るい蜂蜜色の髪、明度の高い茶の瞳。仕事では失敗もするが、いつも一生懸命に見えた。

「魔導具師なんて、トビアス様はすごいですね」

　最初に話したとき、エミリヤは目を輝かせてそう言った。

　貴族の父を持つも母は日陰の身。婚姻は許されず、別れさせられた。母の病のために高等学院をあきらめ、亡くなってからは細々と一人で暮らしている。これから仕事を覚えて頑張りたいのだと言っていたエミリヤ。そんな彼女に、気がつけばひどく惹ひかれていた。兄のように支えになりたいと、相談にものった。

　婚姻届を出す数日前、『貸し部屋暮らしで、家族で住む家というものを見たことがない』そうぽつりと言ったエミリヤを、新居に誘った。彼女に泣きながら告白され、そのまま逆にプロポーズしてしまう事態になったのは、完全に自分が悪い。

　わかってはいるが、何度戻れたとしても同じことになっただろう。

　エミリヤが、エミリヤだけが、自分が本当に心から好きになった女だった。




　トビアスが部屋で長く考え込んでいると、ためらいがちなノックが響いた。

　どうぞと一言返事をすると、明るい蜂蜜色の髪を持つ女がおずおずと入ってきた。

「あの……失礼します」

「エミリヤ。ダリヤが来たから、奥にいろと言われていただろう」

　ダリヤが来たとき、ちょうど部屋から出ていたエミリヤは、そのまま奥にいるように他の者から言われていた。帰ったのを確認して出てきたのだとは思うが、鉢合わせはさせたくなかった。

「ごめんなさい。どうしても心配になってしまって……トビアスさん、あの……ダリヤさんと、どんなお話だったのか聞いてもいい？」

　明るい茶色の目はうるみ、不安げに自分を見つめてくる。

「魔導具師の仕事のことだよ。婚約破棄はもう済んでいるんだ。君が気にするような話はないよ」

　トビアスは作り笑顔で彼女に答える。

　エミリヤは目を伏せて、手をきつく握った。その腕には、自分の瞳と似た色の紅玉髄カーネリアンを飾った、婚約の金の腕輪が光っている。

　元はダリヤの腕輪だが、それでもエミリヤはとても喜んでくれた。

「……ごめんなさい」

「君が謝ることは何もないよ」

「でも、トビアスさんは婚約していたのに、それも知っていたのに、私が好きになってしまったから」

　震える声と共に、その白い頬ほおを流れる涙を、トビアスは指で優しくぬぐう。

「君は何も悪くない。悪いのは全部、俺なんだ」




　抱きしめた少女の体は細く、柔らかで──絶対に自分が守らなければいけない。

　この気持ちは、この愛情だけは真実だ。

　その思いと同時に、内で小さく昏くらい声がはじけた。




　ダリヤ、俺はただの一度も、お前の『兄弟子』以外にはなれなかったんだよ。
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「ダリヤさん、どうでした？」

　商業ギルドに戻ると、イヴァーノが心配そうに駆けよってきた。

「今日中にオルランドさんが来ると思いますので解約手続きをお願いします。その後に再登録させてください。お手数ですが、その際に公証人をお願いします」

「わかりました」

「あと、今後、オルランド商会は私と取引はしないと言われてきましたので、仕入れのために、どこか別の商会をご紹介願えませんか？」

「は？　それ、トビアスさんが言ったんですか？」

　イヴァーノの口が開いたままになった。

「はい、オルランドさんから言われましたので、確定です」

「すみません。ちょっと副ギルド長に確認してきますので、お時間頂けないでしょうか？」

「こちらこそすみません。重ねてお手数をおかけします……」

　イヴァーノが階段を駆け上っていくのを見送り、ダリヤは吐息をつく。どうやらまだしばらくは家に帰れそうにない。




「おう、ダリヤちゃん、こんにちは」

　後ろからの声に振り返れば、マルチェラだった。

「やっぱり、ダリヤちゃんは赤い髪の方が似合ってるな。こっちはちょうど配達で、今日の分が終わったところだ」

「ありがとう、イルマの腕がいいおかげよ。ねえ、運送ギルドの幌ほろって、マルチェラさんが口を利いてくれた？」

「いいや、ちょうど在庫が少ないって言われたんで、すすめといた」

「ありがとう。頑張っていいものを届けられるようにするわ」

「そうしてもらえるとこっちも助かる。荷物が濡ぬれるのは本当に厄介だからな。ダリヤちゃんはこれから打ち合わせか？」

「ええ、仕入れのために、新しくお付き合いできる商会を探しているの。オルランド商会とはこれからは難しそうだから」

　商業ギルドでは、個人でも仕事は受けられるが、一回の取引金額の上限が低くなる。

　また、信用問題があり、商会でないと魔導具の素材の仕入れ先が限られてしまう。そのために、ダリヤは新しい商会を探すつもりだった。

「馬鹿と顔合わせるのも面倒だしな」

　最も早はや、マルチェラに名前で呼ばれないトビアスだが、ついさっき顔を合わせたばかりというのは、伏せておくことにする。

「ダリヤちゃん、もう、『ロセッティ商会』作れよ。そうすれば、仕入れ放題じゃないか」

「商会を？　保証金はともかく、保証人四人は無理よ」

　ダリヤは苦笑しつつ、マルチェラに言い返す。




　一人でも新しく商会は作れるが、保証金に金貨十五枚と、保証人四人以上がいる。

　保証人は成人であること、それぞれ金貨四枚以上の預け金を行うこと、商業ギルドに登録している商会長・または副会長を三年以上やっているか、商業ギルドまたは運送、服飾などの関連ギルドに三年以上勤めているギルド員、もしくは子爵以上の貴族である必要がある。

　この保証人の責任が重く、新商会が違法行為をしたときは、たとえ知らなくても、保証責任として高額な罰金をくらう。

　預け金は二年後に収益に応じて利息がついて返ってくるが、二年以内につぶれたときには、保証人も負債を埋めなければいけないなどのペナルティもある。そうそう気軽になれるものではない。




「『ロセッティ商会』はいいわね。私も賛成よ」

　どこから聞いていたのか、廊下を歩いてきたガブリエラがいい笑顔で言った。その後ろから、イヴァーノと公証人のドミニクが続いている。

「ダリヤさん、この際だから、『ロセッティ商会』立てない？」

「立てるんなら、俺が保証人の一人になるぜ」

「ちょっと、マルチェラさん！　何を言っているの、イルマに相談もしないで」

「イルマなら、なんでその場で決めてこないのって怒るぞ、間違いなく。あと、言っとくけど、俺もそれくらいの貯金は軽くあるからな」

「僕も保証人になれるのであれば、ぜひお願いしたいです。あ、名乗ってませんでしたが、メッツェナ・グリーヴと言います」

　マルチェラと一緒に荷物を運んでくれた、栗くり色の髪の男が言った。

「私なんかに、どうしてですか？」

「純粋に投資としてですよ。運送業は雨との戦いでしたからね。防水布の幌もレインコートも本当に助かってます。ああいったものが増えるかもしれないなら、仕事が楽になるんで、喜んで出しますよ。あと、できれば門の自動開閉も期待しています」

　メッツェナの笑顔に続き、イヴァーノが手を挙げる。

「私も保証人になりたいです。別にダリヤさんに気を使っているわけじゃないですよ。私も純粋に収益狙いですので、ぜひ、二年後に儲もうけさせてください」

「これで三人ですか。私も立候補させて頂きたいところですが、公証人は保証人になれないので、家に帰ったら、息子と孫達にすすめてみましょう。息子は一人、孫は三人がギルド関係者ですから、きっとそろいますよ」

　ドミニクが楽しげに言うが、ダリヤはここまでの皆の早さに、頭がついていかない。

　こんなうますぎる話はおかしい、皆で自分をかついでいるのではないかとつい考えてしまったほどだ。

「ドミニクさん、その必要はないわ。あと一人は私が出すわ。夫の名前だけど」

　副ギルド長であるガブリエラの夫は、ギルド長であるジェッダ子爵である。ダリヤは思わず、息を飲んだ。

「ギルド長が保証人ですか、それはいい。ただ、ジェッダ子爵は今、隣国に出ているとお伺いしましたが……委任状はお時間がかかるのでは？」

「大丈夫よ。委任状はいつも私の机に入れてあるの」

　副ギルド長、なぜに旦那さんの委任状をいつもお持ちなのですか、そして、それはいろいろといいのですか。

　共通した疑問を皆が頭に思い浮かべたが、ガブリエラの完璧な笑みに、誰も口に出せなかった。




「じゃあ、会議室でさっくりとつめましょうか」

「そうですね。公証人は私でよろしいですよね、ダリヤさん」

「待ってください、皆さん、本当にいいんですか？　急なことで私はなんの準備もしていませんし、駆け出しの魔導具師で、二年で思うように利益が上がるとは……」

「何言ってやがる、防水布作った時点で十分一人前だろ。研究資金が欲しいなら、保証人をもっと増やすか？　運送ギルドで『防水布の開発者が商会を立ち上げるので保証人にならねえか！』って、声をはりあげてくれば、かなり増えると思うぜ」

「なんでしたら、今、商業ギルド内で聞いて回れば簡単に増えると思いますけど、行ってきます？」

「お願いですからやめてください！」

　これ以上は話が早すぎてついていけない上に、自分の胃も絶対についていかない。

「商業ギルドでの預かり金をそのまま保証金扱いにして、足りなければ保証人の預け金が使えるわ。仕事場は緑の塔で登録、書類は八枚、わからないことは私を含めて職員に聞き放題、あとはダリヤさんのやる気だけね」

　言い終えたガブリエラが、ちらりとマルチェラとイヴァーノに視線を送った。

「ほら、ダリヤちゃん、いつか使ってみたいって言っていたものが、仕入れで手に入るかもしれないだろ？　炎龍ファイヤードラゴンと風龍ウィンドドラゴンのウロコとか、大海蛇シーサーペントの皮だっけ？」

「隣国ですが、先日、鷲獅子グリフォンの討伐があったと聞きましたからね。もしかしたら少しは入ってくるかもしれませんよ。流通も増えてますし、仕入れ先で他にも珍しい素材が増えていくと思いますよ」

　聞かされている素材は、そう簡単に入手できるものではないことも、かなり高額であることもわかっている。
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　だがしかし、魔導具師ならばやはり夢見るはずだ。

　炎龍ファイヤードラゴンのウロコで、耐熱性のすごく高い魔導具を作ってみたい。

　風龍ウィンドドラゴンのウロコで、飛行関連品は作れないものだろうか。

　大海蛇シーサーペントの皮で、水流変化があるという説を確かめてみたい。

　鷲獅子グリフォンなどという夢素材、ほんの一部でも手に入ったら、性質チェックからフルで楽しめるだろう。

　まだ見たことのない素材には、さらに胸が高鳴ってしまう。




「……じゃ、商会の契約をしに会議室に行きましょう」

「はい」

　ダリヤはあっさり陥落した。
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　魔導具師の欲望に流されるがままに商会を起こすことになったダリヤは、翌日も商業ギルドに来ていた。

　昨日、自分がいる間にトビアスが来なかったため、小型魔導コンロの再登録が今日になってしまったのだ。もし、まだ来ていない場合は、商業ギルドが動く可能性も出てくる。

　ダリヤは少しだけ足早になりながら、二階への階段を上った。

「おはようございます、ダリヤさん。昨日、あれからトビアスさんがいらして、小型魔導コンロの利益契約書の解約を行いました」

　先手を打って説明してくれたイヴァーノに、ダリヤはほっとして挨拶を返した。

「ありがとうございます、イヴァーノさん」

「今、書類をお出ししますね。ドミニクさんは昼にいらっしゃるので、本日中に再登録できるかと思います」

「よろしくお願いします」

　再登録は簡単なもので、それほどの書類は必要ない。公証人であるドミニクにはダリヤの名義を確認し、証明書類を作ってもらうだけだ。今回は同席の必要がない。

　これで魔導具師としてのトビアスに、ペナルティになる履歴は残らない。

　もっとも、商業ギルドでどう噂うわさをされるかは別だが。




　書類を確認していると、事務所の隣の会議室に五、六人の男達が入っていった。

　織物関係の商会の打ち合わせらしい。遅刻者がいるようで、雑談で盛りあがりはじめた。

「そういやな、さっき下で聞いたが、オルランドのところの次男、結婚間近で新しい女に乗り換えたとか」

　まさか、ぎりぎり聞こえる事務所の隅に、噂の人であるダリヤがいるとは思うまい。

　耳もふさげないので、何事もないかのように書類をめくる。

「オルランドのところの次男……ああ、防水布のトビアスか。まだ結婚しとらんかったのか？」

「婚約してたのはカルロのとこの娘だろ。ターニャだったか？　まあ、師匠の娘だからな、そのときは断れんかったんだろう」

「新しい女の方は商会で受付やってる子だと。見たことはあるが、そりゃあ若くてかわいい子だ」

「捨てられたターニャはかわいそうになぁ。カルロが生きていたら、そんなことにはならなかっただろうに」

　噂とはまあ、よくねじ曲がるものだ。

　防水布はトビアスか、自分の名前はターニャか、ダリヤはそちらにつっこみを入れて冷静を保とうとしていた。それでも、指先は次第に冷たくなっていく。




「……年のいった雀すずめどもがうるさいようね」

　横から肩を叩たたかれて顔を向けると、ガブリエラがいた。

　今日は薄紫に同色のレースをポイントであしらったワンピースだ。後ろでまとめた象牙色の髪には、銀色に青い石の入ったバレッタがきらりと光っていた。いつもながら、ついみとれてしまう装いだ。

「予定がないなら付き合わない？」

「お仕事はいいんですか？」

「私、今日は休暇なの。夫がいないから暇でここに来ただけ」

　気を使ってくれているのか、それとも商会のことで話があるのかもしれない、ダリヤはそう考えて了承する。

　商業ギルドの外に出ると、すでに馬車が待っていた。

「さて、ダリヤさん。ちょっと『商会長らしく』なるお勉強をしましょうか？」

「あの、商会長っていっても、私一人ですよ？」

「ええ、だから。見た目でなめられないよう、きっちりやっちゃった方がいいと思うの」

　ガブリエラは、獲物を見つけた猫のように笑った。
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　最初に連れていかれたのは服飾店だった。庶民向けだが、それなりに上質な服を扱う店だ。

　この世界は、前世よりも服飾関連品のお値段は高めである。ダリヤはついガブリエラの袖をしっかりとつかんでしまった。

「あの、ガブリエラさん、私、予算が……」

「大丈夫。足りないなら、保証人になってる夫の財布が払うから」

　意味不明な返事の後は、何を聞いても笑顔が返ってくるだけだった。

「ようこそ、お待ちしておりました」

　店員が挨拶をしてすぐ、ダリヤはいつも着ている濃灰の服をはがされた。

　慌てている間に採寸が終わると、ガブリエラと店員に、下着のサイズがまったく合っていないとなぜか叱しかられた。学院の頃からそう体重は変わっていないので、同じサイズのものを試着せずにそのまま買っているだけだと伝えたところ、さらに強く叱られた。

　店員にがっちりと捕まって採寸され、その後に下着まで試着した。そうしながら、『サイズの合ったランジェリーをつけるのは、絶対にお客様に必要なことです！』と三度ほど繰り返された。

　結局、サイズを合わせた新しいものを三組買うことになった。




　次に、ダリヤの顔に布をあて、似合う色と似合わない色を確認する作業にうつり、確認したものを紙に貼られて渡された。その中から色を選べということらしい。

　服の好みを聞かれたので、『動きやすいもの、汚れが目立たない色、洗いやすいもの』と答えたところ、店員が無言になり、ガブリエラは額を手のひらで押さえていた。

　その後、試着部屋に通されると、両手にあふれんばかりの服をかかえた店員が入ってきた。

「すべてご試着なさってください」

　笑顔が怖い店員に何と言うべきか、ガブリエラに助けを求めようとしたところ、彼女は店員の倍近い服を持って試着部屋に入ってきた。

　店員とガブリエラが選考、ダリヤはとりあえず着ては脱ぐという作業を果てしなく繰り返した後、十パターン二十着ほどがハンガーにかけて並べられた。

　三パターン以上選べと言われたので、安い順に選ぼうとしたところ、あっさり気づかれた。

「ダリヤさん、あのね、こういった服は、他の人に自分を紹介する『紹介状』になるの。商会長をやるのだから、打ち合わせやお客に対応するときにも信頼感がいるわ。最初にいい印象を与えるためにも服は大事なの」

「そうです、服は大事です！　お客様は絶対に、もっとお似合いの服に切り替えるべきです！」

　二人の説明にとりあえず納得したが、どういった服が信頼感やいい印象につながるかがわからない。正直、似合っているかどうかも見慣れなさすぎて自信がない。

　二人にそれを伝えてアドバイスを求めた末、ようやく二パターンが決まった。

　一パターンめは、艶つやのあるランプブラックのワンピースに、バニラベージュの上着。

　二パターンめは、涼やかなヒヤシンスブルーのアンサンブルに、レースで装飾が少しだけ入った紺色のロングスカート。

　ダリヤ自身も気に入った組み合わせだ。




「ゆるくてサイズが合わない服は、結局は動きづらいですよ。今は伸縮性のいい生地も増えているんです。特に一角獣ユニコーンの毛を混ぜた生地は、リラックスできていいですよ」

　三パターン目で迷っているとき、店員の『一角獣ユニコーン』の言葉に思わず顔を上げる。

　悩んだ末、追加でオリーブグリーンのロングパンツを選んだ。

　もちろん、一番伸縮率のいい生地で、一角獣ユニコーン入りである。

　上に合わせる服として、白地にわずかに緑の色味の入ったホワイトリリーのサマーセーターと、白いシャツを購入することにした。

　記憶にある限り、今世で白い服を買うのは今回が初めてである。

　どの組み合わせにも対応できるようにと、靴も探すことになった。靴だけは二足までと言いきったダリヤに、店員とガブリエラが協議、えんえんと試し履きすることになった。

　その結果、ダリヤの肌に合わせたベージュの靴と、艶のある黒の靴が選ばれた。歩きやすさを考えて、ヒールは低めにした。

　ようやく服と靴の選択が終わると、ダリヤは灰になりそうな思いだった。




　ワンピースやパンツの調整は、店内に専門の裁縫職人がいるので、すぐ行えるという。

　待っている間に会計をすることになったが、店員はダリヤではなく、ガブリエラに請求書を手渡した。

「ダリヤさん、大銀貨五枚は出せる？」

　大銀貨一枚はダリヤの感覚では一万円。

　購入するのは、それなりにいい服七枚と下着三組、靴二足。絶対に足りる値段ではない。

「支払いは自分でします。絶対にもっと高いですよね？」

「じゃ、そのゆとりは次の店に回してね」

　ダリヤの目の方が回りそうだった。
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　次に馬車が向かったのは、化粧品店だった。

　ダリヤは服飾店でランプブラックのワンピースに着替え、艶ありの黒い靴に履き替えて出てきた。今までずっと踵かかとのない靴だったので、少し高くなった視界が見慣れない。

「いらっしゃいませ、ガブリエラ様」

「こんにちは、上客予定の女性を連れてきたわ。ロセッティ商会長のダリヤさんよ」

「ダリヤ様、初のご来店、ありがとうございます」

　涼やかな目元の女性店員に対し、いきなり商会長として紹介され慌ててしまった。が、ここで騒いだら、ガブリエラに迷惑がかかってしまう。ダリヤはひきつりながらも、なんとか笑みを作って挨拶をした。

　化粧品とメイク用品がずらりと並び、鮮やかな色の花々が飾られた店内は、どうしても気後れする。

「本日はどのようなものをお探しですか？」

「十分以内でできる初級のメイクを教えてほしいの。あと、それに使ったメイク用品を一式お願い」

「わかりました」

「じゃ、私は横で手順をメモしておくから」

　ダリヤは、大きな三面鏡前の椅子をすすめられた。サイドテーブルにはいくつかのメイク用品が並べられ、真横には店員、斜め後ろにはソファーに腰掛けたガブリエラが並ぶ。

「今までのメイクはどのようになさっていましたか？」

「白粉おしろいと口紅は以前したことがあるのですが、どうも合わなくて。それきりです」

　実際は、トビアスが化粧の匂いが嫌いだと言ったので、全部やめてしまっただけなのだが。

「肌がおきれいですので、眉を整え、簡単なアイライン、口紅、チークの四点でいいかと思います。できればアイシャドウと白粉もおすすめしますが、省略してもかまいません」




　ダリヤは前世でも今世でも、化粧に関しては知識も技術も薄い。

　あせっているうちに、店員はさくさくと説明をしながらダリヤの眉を整え、化粧の仕方について教えながら実践していく。

　太めで垢あか抜ぬけない眉は、細く流麗な形にカットされた。それだけで雰囲気の野暮ったさが一気に消える。顔の産毛を全部そられたところ、色合いはワントーン明るくなった。

　アイラインを入れられると、ダリヤの二重だが地味な目はすっきりと切れ長に見え、アイシャドウで奥行きもついた。チークは白いだけの顔を血色良く、元気に見せてくれる。

　口紅を塗りおえて鏡を確認したとき、ダリヤはこの店のメイク用品に、何らかの魔法効果があるのではないかと疑いはじめていた。

　店員は満足げに説明と実践を終えると、ダリヤを部屋の端にある洗面台に案内した。ここで一度メイクを落とし、今度はダリヤ自身に化粧をさせるためである。

　こんな短時間でできるようになるわけがない、そう叫びそうになった。

　が、アイラインの筆を持ったとき、ふと高等学院の実習を思い出した。

　魔導具科の実習で、いくつかの素材を合わせて指定の色彩を出し、魔導具に指定通りに塗りつけるというものがあった。難しいがとても楽しい作業だった。

　メイクの場合、自分を魔導具と考え、すでに教えられた順番で、指定の通りに塗ればいいのかもしれない。そう思うと気が楽になる。

　実際、細かな染色や調整作業は、魔導具作りには欠かせないのだ。




「素晴らしい、しかもよくお似合いです！」

　ダリヤが自分でメイクを終えると、店員はたいへん喜び、様々なメイク用品について話しはじめる。ダリヤは失礼にならぬよう、聞き役になろうと耳を傾けた。

「白粉はシルクを混ぜたパウダーの方が乾きません。アイシャドウは植物性がほとんどでしたが、最近は、魔物素材も増えてきたんですよ」

「魔物素材とは、どんな種類ですか？」

「レッドスライムを利用した、透明感のある赤の染料ですね。完全無毒化に成功したとのことで、今回使っているものは、その染料と今までの口紅染料を合わせたものなんです」

「レッドスライムですか。ジェル素材なので、いい透明感と奥行きが出そうですね」

　スライムの魅力は、やはりあの透明感であるとダリヤは思う。店員も大きくうなずいた。

「ええ、透明感があるので、より自然な感じになりますね。先月、クラーケンの外皮部分を加工した口紅コート剤が出ましたが、こちらを上に使うと塗り直しが少なくて済みますよ」

「なるほど、クラーケンの外皮だとカバー力が強そうですね。コーヒーカップやグラスに口紅がつきにくくなりそうです」

「そうなんですよ！　食事やお茶のときにも便利になりました」

　店員は再び大きくうなずいた。

「あと、うちの店にはまだ一度も入ったことがないのですが、世界樹の葉を砕いて作ったというアイシャドウは、緑ではなく美しい薄い青、いわゆる天あま色いろになるそうなんですよ」

「世界樹で空の色になるなんて……素敵ですね」




　二人の話はメイクに関してなのか、魔物素材に関してなのか、その後も大いに盛り上がる。

　ガブリエラはすでにメモをやめ、生暖かい目で見守っていた。

　店を出るときには、メイク用品の基本一式を買い、おまけを大量にもらったダリヤだった。
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「本当ならワインで乾杯したいところなのだけれど、時間が微妙だから、今日はここで我慢して」

　すでに昼をとうに回り、午後のお茶の時間である。

　喫茶店で向かい合わせに座る二人のテーブルには、フルーツと生クリームをたっぷりそえられた分厚い二段のパンケーキと、紅茶が並んでいた。

「今日からダリヤと呼ばせてもらうわね。私のこともガブリエラと呼んでちょうだい。商会長は基本、お互い呼び捨てにさせてもらっているから」

「ええと……」

　子爵夫人でギルド長の奥様で副ギルド長を呼び捨て。ダリヤには恐れ多いの一言しかない。

「せっかくお似合いの服が、猫背で台無しになるわよ、ダリヤ」

「ガブリエラ、さ……気をつけます」

　つい、さん付けで呼びそうになっているダリヤに、目の前の女が大きく笑った。

　冷めないうちにとすすめられ、分厚いパンケーキを食べはじめると、ふわふわの生地が口の中でほどけた。いい卵と牛乳を使っているのだろう。味がしっかりしている。

　一枚目はそのままで少し食べてから、あとは生クリームで食べる。甘さはひかえめだが、素材のやわらかさとバニラの香りがなんともよかった。

　二枚目は残りの生クリームとフルーツを合わせて食べた。フルーツの甘みとジューシーさが加わって、さらにおいしい。

　空腹だったせいもあり、二人とも会話もあまりないままに食べ終えた。




　おいしいパンケーキの満足感にひたっていると、追加の紅茶が運ばれてきた。

「ダリヤ、今日は突然でごめんなさいね」

「いえ、いろいろ教えて頂いた上に、お支払いまで……本当にありがとうございました。自分ではわからなかったですし、今まで考えたこともなかったので」

　こちらの服装とメイクに変えてみてよくわかる。

　今まで服飾関係にあまり興味がなかったが、必要なものとそうでないもの、そして、似合うものと似合わないものが、まるでわかっていなかった。

　商会長として仕事をすすめるときには、やはり相手に信頼される努力をしたい。これからは服装もメイクも気をつけていかなければと、そう思う。




「ああ、言い忘れていたわ。神殿で目を診てもらって、できるなら眼鏡を外しなさい」

「眼鏡を、ですか？」

「ええ、あなたに眼鏡は邪魔よ」

　ほぼ命令だった。

　確かに泡ポンプボトルを試作しているとき、浴室で眼鏡が曇って不便だった。神殿で治してしまった方が、今後の作業が楽になるだろう。

　かかる金額を聞いてみたが、両目で金貨一枚、それに気持ち分の寄付くらいだと教えられた。それぐらいであれば問題なさそうだ。

　ちなみに、基本的に眼病は主に医者で、視力を戻すのは神殿だという。

　病気に関しては医者、怪け我がに関しては神殿。それがこちらの世界の基本だ。

　腕や足をなくしても、七日以内であれば神官による再生治療が可能と聞いて、魔法のすごさに感心した。逆に、病気に関する治療技術は前世より低い。治癒魔法でなんとかできないものかと思うが、万能ではないらしい。このため、突然の怪我よりも病気を心配されることが多い。




「わかりました、行ってきます。すみませんガブリエラ、いろいろとお気遣い頂いて……」

「気にしないで。カルロへの借りを、あなたに返そうと思っただけだから」

「父への借り、ですか？」

　ダリヤはきょとんとして聞き返す。

　自分が覚えている限り、父がガブリエラに対して貸しになるようなことをした記憶はない。

「うちの夫に私を紹介したのは、カルロなのよ。だから夫婦ともカルロに借りがあるの」

「初耳です……」

「カルロに口止めされていたの。皆、玉たまの輿こしを狙って自分に頼ると困るから、俺が死ぬまで黙っていろって」

　ガブリエラの夫は、貴族であるジェッダ子爵である。名誉男爵だった父と、どこかで付き合いがあったのだろう。

「それともう一つ。カルロが『ダリヤが魔導具師か女として困りそうなことがあったなら、アドバイスしてやってくれ。なかったら死ぬまで内緒にしておいてくれ』って」

「父が、ですか……」

「別にそう困ってはいなさそうだけれど、オルランドと切れて自由にやるなら、ダリヤの商会があった方がいいし、商会をやるのなら、あなたが看板になる必要があるわ。ついでに、貴族の名前が入っていれば狙われにくくはなる、だから夫の名前を無理に入れたの」

「ありがとうございます……」

「気にしないで、借りを返したかっただけよ。ねえ、ダリヤ、もう遠慮はいらないわ。これから仕事も男も多く寄ってくると思うけれど、見極めて、選んで、自分の望む方に行きなさい」

「……はい」

　ダリヤはうなずいて返事をするのが精いっぱいだった。

「カルロは、いろいろな人の相談にこっそりとのっていたわ。とても頼りにされていたのよ」

　ダリヤの知らない父の一面だった。

　よく帰りが遅いときがあり、飲みに行っているとばかり思っていたが、あれは誰かの相談にのっていたのだろうか。




「ねえ、ダリヤ。カルロの趣味って知ってた？」

「いえ、魔導具以外には……お酒ぐらいでしょうか？」

「ああ、確かに酒豪だったわよね。でも一番の趣味はきっと……」

　象牙色の髪の女は、ひどく真面目な顔でダリヤに向き直る。

「人に貸しを作って口止めすることよ」

　二人は同時に笑い、父カルロの思い出話が始まった。







[image: ]騎士との再会




　空が本当に美しく青い。

　街並みの風景が眼鏡なしではっきり見える開放感に、ダリヤはうれしさをかみしめる。

　今、自分が着ているオリーブグリーンのロングパンツとホワイトリリーのセーター、その色合いの微妙な美しさもよく見えた。

　ダリヤは、今朝早くから乗合馬車で神殿に行った。視力を戻し、眼鏡を外せるかどうかの確認である。

　神殿は王都の北東、王城の近くにある。前世の教会とフォルムが似ているが、白い水晶のような素材が使われ、陽光がきらきらと跳ねる美しい建物だった。

　治療に関しては、神殿ではなく、その隣の『治療館』と呼ばれる建物で行われた。病院を思わせるような白く四角い建物の中、怪け我がや病気の内容、程度により、案内される場所が変わる。

　寄付については、両目で金貨一枚と最初に言われたので、金貨一枚に数枚の銀貨を足してお願いした。

　かなり緊張したが、治療館の案内人には、眼鏡からの視力を戻すのは簡単だと笑顔で言われた。

　実際、待ち時間は二時間半と長めだったが、神官の施術は両目わずか五分で済んだ。

　それ以降、子供の頃以来のすっきりした視界である。

　帰りは乗合馬車に乗らず、風景を楽しみながら、ゆっくりと中央区まで歩いてきた。




　今日は商会の開設記念に、一人でおいしいご飯を食べに行く──ダリヤはそう決めていた。

　ここ数日、婚約破棄だの、血だらけの騎士との遭遇だの、自分の商会起こしだのと、ダリヤの平和的日常は崩れまくりである。

　今日はおいしいご飯を食べ、帰りに面白そうな魔導具関連の本と甘めの赤ワインを買って、家に帰る。そして、長風呂をしてからごろごろと本を読んですごし、明日からは魔導具制作に全力を注ぐ──ダリヤはそんな完璧なプランを心に描いていた。




　入る店で迷ったが、昨日ガブリエラとの話にあった、大通りの少しおしゃれな店を選んだ。

　こういったお店は初めてなので少しばかりドキドキしたが、気合いを入れて入る。

　ダリヤに明るく挨拶をしてくれた店員は、笑顔でテラス席へ案内してくれた。

　外のテラス席は、テーブルの横に大きな麻色のパラソルが設置されている。

　午後の陽光を柔らかくするパラソルの下、初夏のさわやかな風が吹くのは、とても気持ちがいい。

　店員から渡されたメニュー表を上機嫌で見つつ、どれにするか迷っていると、奇妙な感じがあった。

　少し離れたテーブルの人々の視線が、ひきずられるように道側へずれていく。それはその場の者達に次々と連鎖していった。

　不思議に思って道側へ視線を向けると、こちらに歩いてくる背の高い青年と目があった。

「……あ！」

　こういった偶然は、一体どのぐらいの確率か。

　ダリヤは相手が自分に気づかないであろうことを予想し、失礼にならぬように視線を外した。

　しかし、黒髪の青年は一切の迷いなく、まっすぐ隣にやってきた。

　相変わらず人目をひく美しい顔に、シルクタフタの白いシャツと、黒のトラウザースが嫌みなく似合っている。

「おくつろぎのところ失礼致します。もしかして、ダリさんのご家族の方……じゃなくて……本人？」

「……はい」

　先日、森で出会ったヴォルフだった。その黄金の目をうれしげに細め、自分を見つめている。

「よかった、本人で。あのときは、目がかすんでいて、よくわからなかったから」

「すみません。森で女一人はあまりよくないので、あの格好にしてました」

「いや、こちらこそ、いろいろと気を使わせて申し訳なかった。あの日は本当にありがとう」

　ヴォルフはダリヤが性別を隠していたことを怒らなかった。それどころか、会釈して丁寧に礼をのべてきた。

「あの……森でもわかっていました？」

「よくわからなかった。声は完全に男だったし。でも、帰りの馬車で、匂いが女性のようにも思えたから」

　匂い──身体強化魔法で嗅覚は強化できるのですか、そう聞きたくなるのをとりあえず我慢する。

「声は魔導具で変えていましたので。でも、ここでよくわかりましたね、私だと」

「目があったときのそらし方が不自然だった。あと目の色と気配かな。ぼやけてたけどその翡ひ翠すい色は同じだし、気配が似ていた。それで、もしかしてと思って近づいたら、匂いが一緒だったから、本人かなと」

「嗅覚、いいんですね……」

　香水もつけておらず、毎日お風呂に入っているのに、自分はそんなに匂うのだろうか。これについて、ダリヤは本気で不安になってきた。

「でも、ダリさんが女の人で、一応よかったかもしれない」

「なぜですか？」

「あの姿でも、ちょっとかわいいと思えたから、俺はもしかして、今までと違う方向に進みはじめたのかと」

「どの方向ですか!?」

　思わずつっこみを入れてしまったダリヤに、ヴォルフはにっこりと笑った。

「にぎやかな立ち話もなんだから、相席させてもらってもいいかい？　恋人と待ち合わせなら、日を改めるけれど」

　周囲の女性の視線がちくちくどころか、ぐさりぐさり痛い。知り合いに見られたら何か言われそうで面倒だが、これだけ視線を集めた時点で、もう手遅れな気がする。

「……どうぞ。一人で来ていますので」

　ダリヤはいろいろとあきらめてうなずいた。

「ありがとう。これから商業ギルドに行くところだったから、ちょうどよかった」

「騎士団のお買い物ですか？」

「いや、ダリさんを探しに」

「私ですか？」

「商業ギルドで該当する人がいないか、聞いてみるつもりだった。この前のお礼を言いたくて。やっぱりポーションの代金も支払いたいし、借りたコートも返したかったから。隊長に紹介状を書いてもらったんだ」

　危なかった。

　一人で森に行ったことへの注意から始まり、なぜ偽名を使ったのかと聞かれたかもしれない。ギルドの女性からヴォルフについて、根掘り葉掘り聞きまくられる可能性もかなり高そうである。

「この前のお礼に、今日は俺におごらせて。あと、ポーションの代金も支払いたい」

「ええと……」

「ああ、ナンパではないから安心して。『街で見かけたら声かけて。そうしたら、しっかりおごってもらうから』って、約束だからね。お礼をしたいのと、できれば前の続きで、魔剣とか魔導具の話ができればうれしい」

「……わかりました。じゃあ、遠慮なしでおごって頂きます」

「うん、そうして」

　騎士というものは、仕事的に義理堅いのかもしれない。ダリヤはそう思いつつ、シーフードスパゲッティとトマトの冷製スープを選んだ。

　ヴォルフは、鶏肉の香草パン粉焼きに、チーズとハムの盛り合わせ、スープはビシソワーズ、それに加え、少し高めの白ワインとグラスを二つ頼んでいた。

「ワイン、白でよかった？　苦手なら赤を追加するよ」

「いえ、白も好きです」




　ありがたいことに、この王都の食文化はかなり恵まれている。

　他国からは「食の都」と呼ばれているそうなので、この世界の中でもとりわけおいしいものがそろっている場所なのだろう。

　穀物は小麦がメインで、料理は前世の洋食系に近い。ほかにも和食そのものはないが、近いものならばある。また、魔物の肉なども出回っているので、ダリヤの知らない料理も多い。

　小さい頃から、父と月二回の外食に行くのが楽しみだった。二人で新しいメニューに果敢に挑戦し、敗北したときは、家で食べ直した。

　思えば、父が亡くなってからあまり外食に行く気になれず、新しい店を探すこともしなかった。

　今日がちょうどいい機会かもしれない。

　これからは誰に遠慮することなく、新しい店を探し、おいしい物を食べ、おいしいお酒を飲むのだ。




「森で会ったときは、こんなに美しい人だとは思わなかった」

「初回の会話前ご挨拶をありがとうございます。で、森が素顔です。今は化粧で作ってますので」

　父が男爵だったため、これは聞かされている。貴族男子というのは、原則、初めて話す女性に対し、本格的な会話前に一度はほめなければならないそうだ。

　ちなみに父は、貴族関係の集まり前後によく胃を痛め、胃薬を飲んでいた。

「……もしかして、ダリさんも貴族？」

「いいえ、庶民です。父が名誉男爵でしたので、社交辞令の挨拶は聞きました。会話前によく知らない女性をほめるって、大変そうですね」

「そうだね。ほめ忘れても、下手にほめても大変なことではあるね」

　雰囲気が少しばかりよどんだヴォルフに、なんとなく想像ができた。

　これだけの美形だ。誤解と曲解に巻き込まれたことも十回や二十回ではないだろう。




　話を切り替えようとしたとき、白ワインとチーズとハムの盛り合わせが届いた。

「まずは乾杯を。あと、チーズの皿はシェアしよう」

　グラスにはヴォルフがついでくれる。限りなく薄い金色の白ワインだった。

「では、再会を祝して」

「再会を祝して」

　カツンとグラスを合わせた。

　前世ではワインで乾杯というとき、グラスをぶつけてはいけなかったが、こちらでは、『魔を祓はらう』ということでグラスを必ずぶつける。ワインでもエールでも、他の酒でもだ。

　ちなみに、一人で飲むときは酒の瓶にグラスを合わせる。

　ガラス屋の策略ではないかと真面目に考えたが、農家の木のコップや、貴族の銀のグラスでも必ずやるそうである。

「どう？」

「おいしいです」

　飲んだ白ワインは少し辛いが、渋みはなく、しっかりとブドウの風味がある。ダリヤの好みの味だった。

「よかった。森で飲んでいるとき、なんだか赤ワインの方が好きそうだったから」

「普段は赤の方です。甘い方が好きなので」

「じゃあ、次は赤の甘いのを頼もう」

　昼間から、一本目のワインを開けたばかりで二本目の話をしている。

　早すぎないかと思う心とは裏腹に、飲み心地のいいワインはついと喉を過ぎていく。

　その後に料理が運ばれてきたので、食べながら話すことにした。

「目の方は、もういいんですか？」

「おかげさまで、はっきり見えるよ。念のため、しばらく大人しくしていることになったけど」

「あの、もしかして始末書の件が……？」

「いや、純粋に休暇。ありがたいことに、始末書も出さなくてすんだよ」

「それはよかったです」

「でも、隊の仲間が二日間ほど探し回ってくれてたから、復帰したら酒をおごらなきゃと思ってる」

「やっぱり、今日は割り勘にしませんか？」

「それに関しては全力でお断りするよ。討伐隊ってそれなりに給与は出ているから大丈夫」

　話しながら、シーフードスパゲッティを口にする。小さめに切られたシーフードに、塩と香辛料で強めに味がついている。汗ばむ季節によさそうな味だ。

　王都は海が近いので魚介類はそれなりに入ってくる。

　ただし、前世と違い、似た種類でも様々な大きさがある。つるされたイカが二メートルほどあったり、拳大のエビ、三十センチ近いホタテがあったりするので、実物を見ないで注文するときにはかなり気をつけなければいけない。

　トマトの冷製スープの方は思ったより甘めだった。それでもバジルの風味も効いていて、さっぱりとしたいい感じだ。こちらも夏にあう味である。

　ヴォルフは、鶏肉の香草パン粉焼きをきれいに切りわけ、ワインと交互に口に運んでいる。満足げな表情を見る限り、おいしいようだ。

「よかったらこちらもどうぞ」

「ありがとうございます」

　ワインと共にチーズとハムの盛り合わせの皿をすすめられた。

　皿の上、なんだか妙に赤に近いチーズが二つある。カットされた面も赤いので、コーティングされたものではなさそうだ。前世でもここまで赤いチーズは見たことがない。

「この赤いチーズ、初めて見ました」

「紅牛クリムゾンキャトルだね」

「紅牛クリムゾンキャトル、ですか？」

「ああ。隣国で、牛の魔物を家畜化させたものだよ。赤と白のまだらの牛で、牛乳もピンクらしい。最近人気があるらしいよ」

「一つ頂きます」

　食べてみると、意外に硬めだ。味はミモレットチーズに似ているが、一段甘くて味が濃い。

　これは白ワインより赤に合いそうな味だ。

「このチーズに追加で頼むなら、やっぱり赤かな……」

　ヴォルフが同じことを考えていたので、つい笑ってしまった。




「借りたコートだけど、お父さんに怒られなかった？」

「大丈夫です。父はもう亡くなってますから」

「申し訳ない、形見を貸してもらっていたなんて」

「いえ、今は私が時々雨よけにしているくらいなので。飾っておいても仕方がないですから」

「洗いの業者に出してから返すよ。その、砂蜥蜴サンドリザードじゃなくて、裏がワイバーンだとは思わなくて」

「クリーニングなら家でできるので気にしないでください。あと、ワイバーン素材の余ったのを貼り合わせて、定着させただけですよ。よく父がひっかけてくるので、補強に貼っただけなので」

「補強でワイバーン……」

　ヴォルフが口を少し開けてこちらを見ている。

　ワイバーンといっても、廃棄用素材をさらに細切れにし、ブルースライムの粉を少し混ぜ、薬剤と魔法を使って定着魔法をかけただけである。大きいワイバーン皮を貼るのでは高すぎるからだ。

「ええ、ワイバーンでもほとんど廃棄用の素材です。肘の裏とかは定着が甘くてぼろぼろなんですけど」

「ダリさんて、もしかして服飾か素材関係のお仕事？」

「すみません、きちんと自己紹介していませんでしたね。ダリヤ・ロセッティと言います。駆け出しの魔導具師です」

「魔導具師か。道理で魔導具に詳しいわけだ。俺は防水布の話を本職にしてしまっていたのか……恥ずかしいな」

　青年は片手で顔半分を隠す。そんな仕草までもいちいち絵になるのに感心してしまう。

「実際に使っているお話が聞けてうれしかったです。防水布を制作したのが自分ですから」

「防水布を、ダリヤさんが？」

「はい。お話を伺ったので、次にもっと風通しがいい、軽いものを作れたらと思ってます」

「ありがたい。そうなったら野営が楽になる……神よ、ダリヤ・ロセッティとの出会いに心よりの感謝を」

「やめて」

　突然、両手を組み、目を閉じて祈りはじめたヴォルフに、思わず素でつっこみを入れてしまった。

　本日二度目である。

　目の前では、悪戯いたずらが成功した子供のように笑っている青年がいる。見た目と行動がまったく合っていない。一緒にいて、ペースが乱されているのか巻き込まれているのかがわからない。

　それともワインが思いのほか回っているだけなのだろうか。




「そろそろワインがカラだね。追加で頼もうか」

　店が少し混んできたせいだろうか、店員がなかなかテラス側に来ない。

「ちょっと追加を頼んでくるよ」

　自分が行くとダリヤが言う前に、ヴォルフが立ち上がっていた。

　騎士団の上下関係で慣れているのか、女性に関して慣れているのかは、あえて考えないことにする。

　おいしいご飯とお酒。テンポよく話せる相手。

　ゆるりと吹いていく風がなんとも気持ちよかった。
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「……ダリヤ？」

　残念ながら覚えのある声がした。

　気分のいい自分の名を呼び捨てたのは、会いたくない男ランキング第一位だった。目を見開き、呆あきれたようにこちらを見ている。

　ダリヤは気がつかなかったことにして、ついと視線をずらした。

「ダリヤさん！」

　声と共に駆け寄ってきたのは、トビアスではなく、まさに小動物のような少女だ。

　明るい蜂蜜色のふわりとした髪、少し下がり気味のやわらかな茶色の目。背は低めで、細身の肢体がより庇ひ護ご欲をかきたてそうである。

　化粧をほどこされた、少しあどけなさの残る顔は、男達の視線をひく程度にはかわいい。

「ごめんなさい！　あなたを傷つけてしまって。私、ずっと謝りたくて……」

「エミリヤが悪いわけじゃない！　俺が悪いんだ」

　周囲の視線が一斉にこちらに向く。ダリヤの気分的不快指数が一気に上がった。

　なぜ、知らぬふりで素通りしない？

　なぜ、わざわざここでそれをやる？

　目をうるませて謝る少女に、気持ちがまったく動かない。興味もわかない。

「私のせいでダリヤさんに婚約破棄をさせてしまって、本当にごめんなさい！」

「終わったことですから」

　謝罪はしているが、これはむしろ言葉に出して周囲に説明と宣伝を行い、傷口をえぐってくるというスタイルではなかろうか。真面目にそう思える。

「本当にごめんなさい……どうか、許して……」

「ダリヤ、エミリヤを責めないでやってくれ」

　ダリヤが答えた『終わったことですから』の一文十文字。

　このどこに責める部分があったのかを、ぜひ教えてほしい。

　なんなら高等学院の頃の論文専用用紙に書いて、詳しく解説してもらってもかまわない。




　自分がこの二人に時間をとられる意味も必要性もなさそうだが、ヴォルフに迷惑がかかるのは困る。げんなりしながらそう考えたとき、彼が戻ってきたのがわかった。

　トビアスとエミリヤだけではなく、周囲の視線が、ダリヤの後ろから歩いてくる彼に向かって、すうっとずれる。

　視線をひく程度ではなく、視線も声も奪っていくほどの美形なのだから仕方がない。

　その持ち主が、背後から、ダリヤだけに聞こえるささやきで問いかけた。

「未練は？」

「全然」

　短く、最小限の声で返した。




「……ダリヤ嬢。婚約破棄をなさっているなら、今はお一人ということですね」

　ヴォルフはダリヤの真横に立ち、急に口調を変えた。

　売られている絵画のような笑みを浮かべると、雰囲気が一気に胡う散さん臭い芝居の王子になった。

「幸運の女神に心より感謝を。ダリヤ嬢には以前からお食事をご一緒にとお願いしていたのですが、一度も受けて頂けなくて残念に思っておりました。今日、お一人になったときに再会できたことを、心よりうれしく思います」

　独特の言い回し、砂糖菓子のその上に、たっぷりと蜂蜜をかけたような甘すぎる声。

　ダリヤの顔は引きつり、背筋は思いきり冷える。

「ダリヤ、そっちは？」

　トビアスが眉をよせて尋ねてきた。もう、名を呼び捨てにされる覚えも、同席者を聞かれる筋合いもないだろうと思ったが、自分が答える前にヴォルフが答えた。

[image: ]

「王城騎士団所属のヴォルフレード・スカルファロットと申します。そちらは？」

「っ」

　ダリヤの方が驚きに声を飲み込んだ。

　何が下位貴族だ。

　スカルファロット伯爵家の名を、王都で知らぬ者はない。

　二十数年前、王家による「水の大改革」において、スカルファロット家は、水の魔石の大量生産体制を自分たち一族のみの力で確立した。それにより、子爵から伯爵へと上がったという。

　初等学院の歴史の教科書にまで載っている、輝かしい功績だ。

　スカルファロット家は、現在も、水の魔石の安定供給から下水の浄水までを担っている。

　水魔法に関しては王都随一、次世代では伯爵から侯爵に上がると噂うわさされているほどだ。




　トビアスもエミリヤも、表情が完全に固まった。

「た、大変失礼しました！　トビアス・オルランドと申します。オルランド商会の者です」

「わ、私は、エミリヤ・タリーニと申します。オルランド商会の受付です」

「そうですか」

　ヴォルフは一言返しただけで、あとは二人に言葉をかけず、視界にも入れなかった。

　ただ優雅にダリヤに歩みよると、その手のひらを差し出す。

「ダリヤ嬢。空気も変えたいですし、おすすめのお店にご一緒しては頂けないでしょうか？　お話ししたいことがたくさんあるのです」

　食事は三分の二ぐらいしか終わっていないが、せっかくの茶番脱出のお誘いである。

　完璧な動作で差し出された手に、ダリヤは迷いなく手を重ねた。

「ええ、喜んで」

　ヴォルフの手は、あたたかだった。
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「先ほどはありがとうございました」

　店を出て少しだけ歩いたところで、ダリヤはヴォルフに礼を言った。

「いや、礼はいらない。あの場を切り上げたかっただけだから。ただ、さっきの俺の対応で、君の仕事や生活で不利になることはある？　もしあれば──」

「いえ、まったくありません。ただ、あまりにすらすら言われたので、驚きました」

「でも、嘘うそは言ってないよ。城門で飲みに誘ったけど流されたし。馬車が来たとき『また話したい』とも言ったんだけど」

　後ろから馬車が来たとき、聞き取れなかった青年の言葉は『また話したい』だったらしい。

　同じ事を考えていたダリヤとしては、それがとてもうれしかった。

「すみません、雨で聞こえなかったんです。あと、男のふりで騙だますことになったのが申し訳なかったので……」

「その罪悪感は全部なしでお願いしたい。あのとき君が女性だとわかっていたら、俺は水浴びをせず、よけい目を痛めていただろうし、食事を味わうこともできなかっただろうし、白ワインも飲めなかったわけだから」

　ヴォルフは立ち止まり、少し眉をよせてダリヤを見た。

「ただ、その……一人でいたいときに、俺が無理に付き合わせてしまっただろうか？」

「いえ、ただの食事でしたから。婚約破棄といっても、父親同士が決めたもので、結婚前に、彼が『真実の愛』を見つけたそうなので」

「『真実の愛』……それ、俺にはまったく理解できそうにない」

「私もです」

　ヴォルフの呆れを隠さない声に、一度だけうなずく。

　世の中、こういった形で主張される『真実の愛』というものは、おおむね不評らしい。

「道理で、未練も全然ないわけだ」

「ええ、まったく」

「婚姻届を出さないうちでよかったと思うよ」

「はい、すでに心から思っています」

　ダリヤはうなずきつつ、本心から笑って言えた。




「正直、さっきのでおいしい酒が邪魔された気分なんだ。まだ話し足りないし、飲み足りないから、もしよかったら、もう一軒付き合ってくれないだろうか？」

　親しくもない男性、しかも貴族。

　今までのダリヤなら、婚約をしていなくとも、おそらく断っていただろう。

　わずかにうつむきそうになったとき、もっと話したいという気持ちが背中を蹴り上げた。

　顔をしっかり上げ、ヴォルフに答える。

「ええ、私も食べ足りなかったところです」

　二人は再度歩みはじめ、思い出したように、つないでいた手を離した。
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　ダリヤとヴォルフは少しばかり長く歩き、中央区の南へ進む。

　ヴォルフのすすめで、庶民向けで酒の種類が多く、重めの料理も出るという店に向かった。

　赤い屋根の店に入ると、ヴォルフは店員に一番奥の個室を頼んだ。

　個室といっても三面は壁で、一面は衝つい立たてが立っているタイプだ。

「さて、今度こそしっかり食べよう。お酒はどれがいい？　赤ワインもいろいろあるよ。さすがにワイン樽だるは勘弁してほしいけど」

　渡されたメニュー表がひどく厚い。この半分が酒だというから驚いた。

「ワイン樽……ありますね」

　メニューの一番後ろに、赤・白・ロゼと三種類のワイン樽があった。

「大人数のお祝い向けだね」

　こちらの世界では、庶民がドレスを着て結婚式をするという風習はない。

　親戚や友人と集まって、家や店で食事をして飲む、そういったパーティが、婚姻届を出してしばらくした頃の休みに行われることが多い。

　まあ、自分はそのイベントを体験することなく終わったわけだが。

「では、白エールでお願いします」

「じゃ、俺は黒エールで。食事はどうする？　もしよかったらだけど、いくつか頼んで分けない？」

「そうですね、いろいろ食べられますし」

　店員が注文を取りに来たので、メニューを広げながら答える。

「エールの白と黒を一つずつ、魚介焼きの串セット二つと、豚肉と野菜のフリッターセット、蒸し鶏を。ダリヤさんは？」

「ポテトの黒コショウ揚げと、焼きそら豆をお願いします」




　店員が去っていくと、ヴォルフが一度椅子に座り直した。

「すまない。盗聴防止にこれをかけさせてもらっていいかな？」

　ポケットから取り出されたのは銀色の小さな三さん角かく錐すい。貴族や大きい商人が使う、盗聴防止の魔導具だ。

「どうぞ。ただ秘密にするような話は別にしないと思いますが」

「俺の場合、秘密の話をするとかじゃなくて、隊の友達と気軽に喋しゃべりたいときに使ってる」

　ヴォルフが手をふれると、銀色の三角錐が淡く青く光った。

「先にお願いがある。俺が万が一つぶれたら、王城の兵舎に着払いで送り馬車を頼んでほしい」

「わかりました。私がもし動けなくなったら、西区の緑の塔に送り馬車をお願いします」

　つぶれること前提かと言いたくなりそうな話だが、親しい仲ではないのでこれは必須だ。

　家がわからなければどこに送り届けていいかもわからない。商店街や繁華街の近くにはタクシーのような仕組みの『送り馬車』があるので、それで家に送ってもらった方がいい。

「俺、酒でつぶれた経験はまだないんだけど。ダリヤさんは？」

「つぶれたことはありませんが、度を超して飲んだこともありません」

「どの程度まで飲んだことがある？」

「とりあえず、赤ワイン四本飲んで普通に仕事はできました」

「それ、一般的には十分、王蛇キングスネークじゃないかな？」

　王蛇キングスネークとは、前世で言う、ウワバミのたとえである。

　王蛇キングスネークは砂漠の魔物の一種で、アルコールの匂いでおびき出せ、しかもいけるクチらしい。大きな壺つぼに酒を入れておくと飲み出すので、泥酔したところを捕まえると聞いたことがある。

「それを超えて飲んだことはあまりないので。ヴォルフさんはどのぐらいですか？」

「とりあえず、白ワインで桁上がりまで平気なのは経験済み」

「桁上がり……完全に大海蛇シーサーペントですね」

　桁上がりというのは、十本以上。

　大海蛇シーサーペントはウワバミより上。『基本、酔わない』人達を指す言葉だ。

　この世界、体質的なものの差なのか、魔法のせいなのかわからないが、アルコールにとても強い人が多い。ダリヤ自身も前世よりずっとアルコールが飲めるようになってはいるが、この世界においては酒に強いとはとても言えない。

「騎士団は大海蛇シーサーペントが、うようよいるから」

「その方達におごるのは大変ですよ。やっぱりこの店は割り勘にしましょう」

「なんだか藪やぶから蛇が出てきたようだけど戻させてもらうよ。ああ、もし君が樽酒を飲むなら割り勘にしよう」

　なんとしてでも今日はおごってくれる気らしい。ダリヤは素直にお願いすることにした。




「では、改めて再会を祝して」

「再会を祝して」

　酒と料理が届きはじめたので、最初にエールで乾杯する。

　冷えたエールの白は味が薄めだった。それでも、ホップの香りがとてもよく、わずかな苦みとともに、喉にさわやかな流れを残して過ぎていく。炭酸は少なめだが、それもこの酒の味にちょうどいい気がする。

　黒エールを飲んだヴォルフの方は、乾杯で一杯目のコップをすでにカラにしている。瓶の中身もすぐなくなりそうだった。

「さて、遠慮なしで話してほしいっていうのは難しい？　盗聴防止をかけておけば、周りに聞かれる心配もないし」

「伯爵家の方を相手に、さすがにまずいのではないかと……」

「俺、スカルファロット家に名前だけはあるけど、一番末の子供で、家から護衛も尾行もつかないくらいには放任されてる。母は身分なしの第三夫人で俺は別邸育ち、今は兵舎暮らし。だから、かしこまったのは苦手なんだ。ダメかな？」

　黄金の目が、わずかにうるんでこちらを見ている。

　これだけの美青年を前にして、前世で飼っていた中型犬を思い出すのはなぜだろうか。

「……わかりました。私は庶民で貴族的な礼儀はわかりませんし、それなりに楽に話させてもらいます。で、この盗聴防止の魔導具って、どういう作りです？」

「城の魔導師は、音に音をかぶせて相殺させるって言っていた。会話全部じゃないけど、不規則に音がなくなるから、離れていれば聞き取れないって。さすがに隣のテーブルとくっついている場所とかじゃ不自然で使えないけど」

「なるほど。読唇術にも対応できないわけですね」

　完璧な盗聴防止ではなく、あくまで自然に聞きづらくするだけのようだ。

「あれ、ダリヤさん、もしかしてそっちの仕事もあるの？」

「そっちがどっちかわかりませんが、私は商業ギルドで生活関係の魔導具だけですね。ドライヤーとか、防水布とか。盗聴防止の魔導具というと、おそらく魔導具師より魔導師の範はん疇ちゅうなので」

「そういうものなんだ。こういう魔導具は、ほとんど魔導具師なのかと思っていたよ」

　できたての焼きそら豆を半分ずつ分け、エールを飲みながらつまむ。熱くてむくのは少し手間がかかるが、ほくほくと香ばしく、後味はふわりと甘い。焦げ目があり、塩を多めにふられた焼きそら豆は、前世と共通の味だった。




「ヴォルフさん、さっきとても雰囲気が変わったので、驚きました」

「話を打ち切るのに多少使えるかなと思って。あれが貴族らしくしているとき。もしかして、ああやって話す方がいい？」

「やめてほしいです。私としてはこう……全力で遠ざかりたくなります」

「よかった。地がこれだから続けていると疲れるんだ。見た目ももっとこう、性格に合った大雑把な感じになりたかったのだけど」

　一般男性が聞いたら、全力で抗議されそうな台詞である。

　だが、美形には美形の悩みがあるのは本当だろう。

　ダリヤが学院の頃によく一緒にいた友人も、美しい容姿のおかげでなにかと苦労していた。

「声をかけられることは多そうですね」

「今日、兵舎からあそこまでで三回つかまった」

「歩くのも大変ですね……」

「一人で歩くときはフード付きマントを着ているか、眼鏡をかけてる。今日は、その……もしかしたら、君が見つけてくれないだろうかと思って、わざと目立つつもりで歩いていた」

「すみません……少なくともきちんと名乗って、商業ギルド経由で連絡がつくようにしておくべきでした」

「こっちこそ情けない話ですまない。君を責めてはいないし、本当にもう一度話したかっただけなんだ……」

　ヴォルフは片手で頭をかいた。

「せっかくの再会なんだ、切り替えて、食べよう」

「ええ、そうですね」

　魚介焼きの串セットを半分渡されたので、順に食べていくことにする。

　大きめのエビ、小魚、ホタテ、そしてクラーケンだった。どれも塩焼きである。

　くるりと丸いエビは、身がぷりぷりとしており、拳ぐらいの大きさで、かなり食べ応えがあった。

　魚は丸ごとでシシャモと少し似ているが、色は真っ赤である。魚の白身の甘さと、内臓のほろ苦さがなんともいえない。もしかするとこれも魔物系なのかもしれない。

　ホタテはそれなりの大きさだが、焼いても甘みが強く、柔らかかった。

　不思議なのはクラーケンだった。

　魔物であるクラーケンは、定期的に漁師と傭よう兵へいが大型船団で捕獲するので、安く大量に出回る食料であり、素材である。

　食べやすく切られているのであくまで部分だが、見た感じ片面に少し赤茶色があり、タコっぽい。しかし、食べてみると歯ごたえがあり、香ばしいイカという感じだ。

　クラーケンは臭みがあると言われるが、ここのは処理がいいのか調理がいいのか、まったく気にならない。

「クラーケンってタコとイカ、どっちに近いのかと悩んだことはありませんか？」

「ああ、見た目はタコ、味からするとイカに近いかな。これだけ食べているとわからないけど、一匹で何人前あるかを想像すると、すごいよね」

「そうですね。この季節ですし、氷魔術の魔導師さんを全力で応援したいです」

　クラーケンの大きさにもよるが、倉庫数個分にはなるだろう。海でもある程度は解体するが、市場に流すためにはさらに細かくしなければならない。

　真冬以外は氷魔術の使える魔導師が倉庫に氷を出しまくり、冷蔵庫状態にして解体する。高等学院にいた頃は、氷魔術の使える学生がそれをいいバイトにしていた。

　続けて、フリッターのセット、ポテトの黒コショウ揚げを食べつつ、追加のエールを頼む。今度は二人そろって赤エールにした。

「……本当に赤い」

「赤大麦を使っているからだね」

　ルビーのようなその美しい色合いを、ついグラスの角度を変えて眺めてしまう。

　飲んでみるとかなりフルーティーで、炭酸が強めだった。油物にはとてもよく合う味だ。

　特に、ざく切りにしたポテトを揚げ、塩とたっぷりの黒コショウをかけたものは、とにかく止まらなくなる組み合わせだった。

　そろそろ腰のベルト穴を気にした方がいいかもしれない。




「そういえば、魔導具の魔法付与は、通常一つまで？」

「ええ。普通、一個体に一つが基本です。重ねがけができるとしたら、腕のいい魔導師や錬金術師の領域です」

「高位の魔導師が複数かけるときにはどうするんだろう？　ダリヤさんは聞いたことある？」

　ヴォルフは、頭のない丸ごとの蒸し鶏を、ついてきたナイフで縦に真っ二つにし、皿に取り分けながら言った。内臓は抜かれているが、なかなか豪快な料理である。

「たぶん、その魔導師や錬金術師ごとの秘密のやり方があると思うんですが、一度魔法付与した後に、魔法をはじかれない処理をして、その上からかけるとかになるんじゃないかと。その処理が魔法なのか、薬品なのかはわかりませんが」

「そうか。やっぱり簡単にはいかないんだろうな。この前の包丁の話を聞いて、討伐隊の剣に、硬質強化と洗浄がつけられればと思ったんだけど。あと、持ち運び時の軽量化とか」

「……ん？」

　ダリヤはじっと蒸し鶏をカットし終えたナイフを見た。

　しばらく額に手を当て、剣の形状を考えつつ、ヴォルフに尋ねる。

「ヴォルフさん、部隊で使っている剣の、鍔つばと、鞘さやって、交換するものですか？」

「ああ、普通にするよ。割れることもあるからね」

「思ったんですが、交換できるってことは、別個体扱いでは？　可能かどうかわからないですし、もうすでにやってダメだったのかもしれませんけど……分解して、刃に硬質強化かけて、鍔つばに水魔法か風魔法で浄化機能つけて、刃をしまうときにきれいにして、鞘さやに軽量化をつけてから組み立てるといったことはできないでしょうか？」

「それ……」

　黄金の目が大きく見開かれた後、その口元がきれいにＵの字を描いた。

「できたらすごくいい。うちの部隊も楽になるし、完全に人工魔剣だよね！」

　どうやら、一番後が本音らしい。声が大きくなって、慌てて口を押さえている。

　魔剣を語るとき、彼は時々、子供のような表情になる。その目は好奇心と冒険の色に強く染まって、見ているとなんとも面白い。

「すまない、つい一人で盛り上がってしまった……」

「ヴォルフさん、魔剣が本当に好きなんですね」

「うん、魔剣とか、魔法付与した武器は夢があるから。自分では付与できないけど、考えていること自体が楽しい……」

「私も魔導具が好きで、新しいものを考えること自体が楽しいので、よくわかります……」




　この男と自分はこれに関してだけは似ている──ダリヤは理解した。

　そして、おそらくは目の前の男も理解したのだろう。黄金の目がひどく楽しげに笑っている。




「今日、まだ時間はいい？」

「ええ、大丈夫です」

「つくづく酒がうまくなりそうだ」

　ヴォルフはグラスの酒の残りを一気に空けた。

「とりあえず、蒸し鶏を食べながら話しましょう」

　二人そろって、話しながら蒸し鶏を食べはじめる。

　冷めてしまったが、身はしっとり柔らかく、口の中でのほぐれる感触もいい。臭みはまったくなく、そのままでも、タマネギと香辛料で作ったソースをかけてもおいしかった。

「お酒の追加をしようか。俺はアクアビットに氷で頼むけど、何にする？」

「アクアビットって、どんなお酒ですか？」

「ジャガイモの蒸留酒だよ。キャラウェイとかで香りが少しついてて、飲みやすい」

「じゃあ、同じでお願いします」

　ヴォルフが注文しに行き、店員がすぐに瓶とグラス、アイスペールいっぱいの氷を持ってきてくれた。




「じゃあ、新しい酒でも乾杯を。ありきたりだけれど、明日の幸運を祈って」

「明日の幸運を祈って」

　よくある乾杯の言葉をかけあい、本日三度目の乾杯をする。

　氷を入れて冷やしたアクアビットは、マイルドで飲みやすい。味もいいが、喉に流す瞬間、キャラウェイの緑の香りがすうと抜けるのがたまらない。

　しかし、これは飲みすぎるといきなり膝にきそうな強さである。

「……失礼を覚悟で言うんだけど、ダリヤと呼ばせてもらってもいいだろうか？　俺はヴォルフと呼んでもらいたいのだけど」

「呼ばれるのはかまいませんが、呼ぶのは難しいです。私は庶民なので」

「わかった。『市井で対等なる友人として扱うために』とかで、何を言っても不敬にしないという内容の書類を、公証人を入れて書くよ」

　なんという恐ろしい冗談を言うのだ。

　こんなことに貴重な公証人を使えるわけがないし、ついでに問題の意味合いが微妙に違う。

　主に女性、次に伯爵家などの貴族、次に仕事に影響するのが怖いのだ。

「しかしですね」

「俺は、四男末っ子で母は男爵家出身。母はもういないし、母の実家も平民に下がって後ろ盾なし。スカルファロット家なのに水魔法どころか、五要素魔法も使えない。いずれは貴族籍を抜けて市井に出る予定。だからその準備とでも言えば通るよ」

　五要素魔力とは火魔法・水魔法・風魔法・土魔法・治癒魔法のことである。

　貴族では基本的に重要視されやすい魔法だ。

「どこかの貴族の家に、お婿さんとして入るんじゃないんですか？」

「子爵以上の貴族で五要素魔力がないのは、決定的にダメだね。結婚そのものはいいけど、後継には養子か、別の男の子供が必要。五要素魔力がないと家が継げないところが多いから。婿に行っても飾り物にしておかれるのが目に見えている。ああ、中には娘が生まれるのに期待するっていうのもいるね、次世代に玉たまの輿こしを狙わせるとか」

「私の知らない世界でした……」




　それからヴォルフに話を聞いたが、貴族籍から離れるということはそれなりに多いのだそうだ。

　高位貴族では、長男か優秀なものが跡取りとなり、スペアとして一人は残される。それ以外は、基本、婿に行くか庶民に下る。

　女性は玉の輿のケースもあるが、やはり貴族に嫁に行くか、裕福な商人や、役職のある市民に嫁ぐことがほとんど。貴族の全体数は増えるわけではないので、そうするのが基本だという。

　父は名誉男爵だったが、一代限りであり、自身は庶民のダリヤには知らないことばかりだった。

「貴族の方も大変なんですね」

「気楽でいたいから、既婚婦人の愛人という人もいるね。うちの国は一夫多妻も一妻多夫もあるけど、旦那さんの方と違って、夫人が第二夫、第三夫というのは少ないから、ツバメという形の方がはるかに多い」




　ちなみに、今世で驚いたことの一つに結婚の制度……この場合は婚姻届だが、その違いがある。

　この国では、役所に出す婚姻届は、一夫多妻・一妻多夫・同性婚などが普通に認められている。

　もっとも、庶民は一夫一婦が最も多く、裕福な商家などで一夫多妻が次に多い。

　貴族で、一夫多妻の他、一妻多夫があるのは、希少魔力の受け継ぎのためや、後継者、あるいは領地や財産を守るといった意味合いからくるものらしい。

　貴族は一見、華やかだが、実情はなかなか大変そうだ。




「話がおかしい方にそれてすまない……」

　二人のグラスにアクアビットをなみなみと注つぎ足しながら、ヴォルフが苦笑した。

「ねえ、ダリヤ。もし隊の剣を持っていったら、さっきの魔法付与を試せる？　もちろん、かかる費用も手間賃も言い値で払うよ」

　いつの間にか自然に呼び捨てにされているが、不思議と不快感はなかった。

「名前の方は……とりあえず、二人でいるときだけならいいです。で、魔法付与は失敗すると使い物にならなくなるので、まずは安い短剣あたりからこっそりやりましょうか、ヴォルフ」

　ダリヤの返事に青年は一度だけ黄金の目を見開き、そして、光がこぼれるように笑った。

「ああ。どうぞよろしく、魔導具師ダリヤ」
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　アクアビットの瓶を完全に空にし、二人は店を後にした。

　ちょうど夕暮れから夜へと変わりつつある時間だ。

「送り馬車を呼ぶよ」

「いえ、酔い覚ましに歩いて帰ります」

　初夏のこの時期、夕食の時間帯であれば、のんびり歩いて帰るのもよさそうだ。幸い、今日のダリヤはパンツスタイルなので、歩くのも楽である。

「じゃあ、家近くまで送らせて。家に入れろとかは言わないから」

「西の城壁に近いので距離がありますし、王城とは方角が別ですよ？」

「この時間でも、女性の一人歩きは危ないよ」

　ヴォルフは真面目に心配してくれているようである。ダリヤはごそごそとバッグをあさった。

「お気遣いありがとうございます。で、この腕輪、護身用の氷結フリージングリングです。これをつけていくので大丈夫です」

「それって、氷の魔導具？」

「ええ。市販で出回っているタイプだと、人の手足くらいが凍ります。私のはちょっと強度をあげているので、二、三人ぐらいならほどほどに凍ります」

　氷結フリージングリングは、魔導具師仲間が作ったので、本人の許可をとって自分用に作り変えてみた。

　結果、引き出し一段が凍るくらいの出力が、軽く大型冷蔵庫一台ぐらいまで出せるようになった。

　基本、魔導具の能力として、最大値と限界値を一度は確認したいダリヤである。

　ドライヤーを作るつもりで、火炎放射器を作ってしまった過去を思い出し、己に納得したのは内緒だ。

「なるほど。氷で足止めして、その間に逃げるっていうことか」

「衛兵を呼ぶか、ご近所に駆け込むか、氷が溶けるまでには時間がかかりますからね。ちなみに、凍ったところを殴ると砕けます。襲われかけた女性では、二度と痴漢ができないようにバリッといった人が何人かいると聞きました」

「うわぁ……」

　思いきり笑顔で言ってみたら、何かいろいろと想像したらしいヴォルフが顔をふるふると横に振っていた。

　以前の彼の『春のコート発言』のお返しができた気がして、ダリヤはさらに笑う。




　この王都は、かなり治安がいい。

　それでも、女性が夜の一人歩きをするのはさすがに危ないので、送り馬車を使うことがほとんどだ。

　他にも、氷結フリージングリングを持ったり、護衛術を習ったりする者もいる。

　魔導師の女性を丸腰だと思って襲い、犯人が半焦げにされたなども聞く話だ。

　なお、この国では、強盗や痴漢で捕まった犯人は、怪我があれば簡易治療を受けた後、犯罪奴隷として荒野開拓や鉱山へ回される。厳しい場所で死ぬまで働かせられる、貴重な労働力だそうだ。




「ダリヤを送るのではなくて、歩きながら話したいという理由ではダメだろうか？」

「こちらはいいのですが、ヴォルフはすごく遠回りになりますよね？」

「休暇で鍛錬してないからなまりそうで……このまま戻っても少しは動くつもりだったから」

　夕焼けがようやく赤を一筋残す道を、話しながら歩きはじめる。

　ところどころに設置された魔導具の街灯はまだついておらず、行き交う人の顔ははっきりと見えない。

「魔物討伐部隊の鍛錬って、やっぱりかなり厳しいんですか？」

「それなりじゃないかな。ひたすら走って、腹筋とか腕立てとか一通りして、剣や槍やりで打ち合いしての繰り返し。時々、魔導師にふっとばされる」

「最後に不穏な言葉が聞こえてきたんですが……」

　走るのも打ち合うのも訓練だろう。が、魔導師にふっとばされるというのは何なのか。

「魔物で炎を吐いたり、風を起こしたりするのも多いから、その想定訓練。魔導師数人がかりで大きい魔法を当ててもらって、回避したり、向かってみたりだね。そのまま医務室送りになったりするのもいるけど。でも前もって練習できるのはありがたいよ」

「想定訓練でしたか。ちなみに、今までの討伐で、一番大変な魔物ってなんでした？」

「やっぱりワイバーンかな。とにかく、翼のあるヤツは厄介だね。飛ばれるとそうそう追いかけられないから」

「大きい魔物も、大変じゃないですか？」

「ほどほどなら大きさはあまり気にならないよ。むしろ当たる面積も大きいし」

　なんだか、恐ろしい魔物が良い的まと扱いされているのは気のせいだろうか。

　そして、その『ほどほど』とは、どのぐらいの大きさなのか、知りたいような知りたくないような微妙な気持ちになる。

「ああ、大変だと言えば、大おお百足むかでとか足の数が多い魔物、あれはどう進むか、どこから来るかわからないから嫌だ」

「それ、見るだけでも私は避けたいですね……」

「一つ目巨人サイクロプスなんかは、腕二本足二本は固定だから、追いかけられても避よければそんなに危険じゃないし」

　ヴォルフは簡単そうに話しているが、それは普通の人には絶対に勝ち目のない鬼ごっこである。

　本当に魔物討伐部隊の人達はすごいとしか思えない。

「今日は全部おごってもらいましたし、やっぱりポーションの分はいいです。魔物討伐部隊って本気で大変そうですから」

「また藪から蛇を出してしまったみたいだけど、戻しておく。剣の付与もお願いしたいから、むしろ『全力で貢ぐがよい』ぐらい、言っていいよ」

「そんな縁のない言葉は言いません！」

　本日何度目のつっこみになるのか。

　この先の会話でも続きそうなそれに、ダリヤは数えるのをあきらめることにした。
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　結局、いろいろと話しながら一時間近くかけ、塔の前まで送ってもらった。

　すでに白い月がはっきり見えるほど暗くなっている。

「ここなんだ。遠征で西門から出るとき、遠目で見たことがある。魔法使いが住んでいるのかと思ったら、ダリヤの家だったんだね」

　塔を目にしたヴォルフが、不思議そうにまばたきをした。

「ええ、『緑の塔』って言われています」

「なんだか、魔導具師らしい家だよね」

「そうですね。昔、このあたりが王都の外壁だった頃があって、それを壊すときに祖父が石をもらって造ったそうなので」

「研究のためとか？」

「いえ、祖父が魔導ランタンで火の魔石を大量に扱っていたことがありまして、市井でも安全に研究をするために造ったのが、この塔らしいです」

「そうか。火の魔導具を作るのに、木造はまずいよね」

「ええ、火事が怖いですから」

　実際は火事が怖いだけではない。

　そもそも、炎の魔石をちょっとまとめて加工するだけで、爆弾に似たものができる出力である。うっかり作り間違えると、ドライヤーが火炎放射器になるくらいだ。

　ただ、魔導具が兵器方面に進むということは、あまりないと父には教わった。

　その理由は『魔導師』の存在である。

　魔導師はその力の種類も威力も様々だ。たとえば、水魔法といっても、風呂いっぱいの水を出す者から、プールほどの水を出す者、氷を出す者、風魔法と複合してブリザードを起こせる者までいる。

　力のある上級魔導師は、ある意味では兵器のような存在だ。

　王国のパレードで、たった一人の魔導師が炎を打ち上げたのを見たときには本当に驚いた。巨大な炎の龍りゅうが空いっぱいに描かれるほどの威力なのだ。

　今が戦時ではなくて本当によかったとダリヤは思っている。




「ここだね」

　門の近くまで来ると、ヴォルフは足を止めた。

　その場で、持っていた革袋を渡される。中身には、ポーション分の大銀貨五枚に加え、さらに五枚入っていた。

「多いです」

「いや、それは食事代と馬車代。本当に助けられたんだから、お願いだから受けとって。でないと俺が隊から叱しかられる」

「……わかりました」

「ああ、忘れるところだった。もしよければ、明後日にコートを届けてもいいだろうか？」

「あ、はい」

「昼前に届けに来てもいいかな？　もし時間がもらえるようならなんだけど、北区の魔導具屋を見に行くから、一緒に行かないかい？」

　北区といえば貴族向けのお店が並ぶところである。

　そちらの魔導具屋は父と数回しか行ったことがない。ここ一年は一度もない。

　もしかすると見たことのない魔導具が出ているかもしれない、そう思うとダリヤの胸が高鳴った。

　返事は反射的に声に出ていた。

「ぜひ、ご一緒させてください。お待ちしています」

「じゃあ、また明後日に」

　軽く会釈をし、ヴォルフは来た道を戻ろうとする。




「あ、少し早いですが、おやすみなさい、よい夢を」

　おやすみなさい、よい夢を──それはこの国で家族や友人に寝る前に言う、当たり前の言葉。

　ダリヤにそれを言われたことが意外だったのか、振り返った彼は、少しはにかむように笑った。

「……ダリヤも、おやすみなさい、よい夢を」
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　トビアスは、婚約破棄の翌日からこの新居に来ていた。

　新居には、一日遅れてエミリヤも住むようになった。

　婚約破棄の騒動は、商業ギルドの方から周囲に広まってしまった。彼女がオルランド商会の受付にいると噂うわさの種にされてしまうので、この新居にいさせることにした。

　急な婚約破棄を責められることは覚悟していたが、大きな反対はなかった。

　むしろ、タリーニ子爵と縁が結べるかもしれないと、母はダリヤよりエミリヤを推した。今まで母はダリヤと仲がいいと思っていたため、内心驚いた。

　ちょうど兄は隣国へ仕入れで出ていたので、反対されることはなかった。もっとも、帰ってきたらさすがに叱しかられるとは思っている。




　ダリヤとの結婚後は、しばらく休みをとるつもりだった。

　だが、婚約破棄で慰謝料を渡す形になった上、エミリヤの引っ越しなどでかかる費用もある。そのため、仕事をなるべく早めに引き受けようと、作業場で書類を見ていた。

　今まで、仕入れ値のまとめはダリヤに任せていたが、今後はそういうわけにもいかない。

　もっとも、そう面倒な計算ではないから、エミリヤに頼めばいいだろう。そうすれば一緒に仕事場にいることもできる。そう考えて、自室にいた彼女を呼んだ。

「この表の集計を頼みたい。上から足していくだけだから」

「……ごめんなさい、トビアスさん。私、計算が遅くて、こういうの苦手なんです……」

　ひどく困った顔で言う彼女に、自分は任せるのをあきらめた。

「じゃあ、そちらのレインコート用のラベルを書いてもらえないかい？」

「あの、私、字が下手で……見本のようにきれいには綴つづれないと思います」

　見本のラベルを書いたのはダリヤだった。

　少しだけ右上がりの丁寧な字。確かにきれいな字ではあるのかもしれない。

　エミリヤの書く文字は、やや癖字だ。比較されるのが嫌なのだろう。

「魔導具師のお仕事は私には難しくてわからないから、邪魔しないよう、あちらの部屋で待っています……」

「わかった。じゃあ、夕食でも作っていてくれ」

「夕食？　料理は人を雇うか、外に食べに行くのではないのですか？」

　エミリヤは茶色の目を丸くして聞き返してきた。

　一緒に暮らすようになって数日、お茶は何度もいれてもらったが、一度も夕食を作ってもらったことはなかった。いつもどこかの店へ食べに行っていた。

　子爵家に連なる者なのだから、もしかするとこれが結婚後の普通の感覚なのかもしれない。母に相談して、家事手伝いを頼むしかないだろう。トビアスはそう思いながら、部屋を出ていくエミリヤを見送り、書類をまとめた。




　魔導具のドライヤーを作りつつ、ぼんやりと作業をしていたら、仕上げ用の磨き粉が少なくなっていることに気がついた。

「ダリヤ……」

　振り返りながら言いかけ、愕がく然ぜんとした。トビアスは無意識に、ダリヤの名前を呼んでいた。

　二年も婚約していて、ここ一年は二人で一緒に仕事をしていた。

　いて当たり前、いつの間にかそんな感覚になっていたのかもしれない。

　苦く深いため息がこぼれた。




　気を取り直して作業を続けようとしたとき、遠慮がちなノックの音がした。

「すみません、お仕事の邪魔をして……あの、トビアスさん、荷物の方で琥こ珀はくのブローチを見ませんでしたか？」

「いや、見ていないが……」

「クローゼットに入れていたと思うんです」

「すまない、クローゼットの方はわからない」

　エミリヤ用に急ぎで買ったクローゼットはあるが、トビアスは中身を見たことがなかった。

「お引っ越しのときに紛れてしまったのかしら……？」

「ダリヤのクローゼットかい？」

「とても安いものだし、ダリヤさんの家具に間違って入れてしまった私が悪いんです。一緒に住もうって言われたから、うれしくて、すぐに入れてしまって……だから気にしないでください」

　彼女はそう言うと、肩を落として仕事場を出ていった。

　ダリヤのクローゼットは、婚約破棄の数日前に家に届いていた。

　エミリヤを家に入れた日がかぶってしまったため、うっかりして、そのまま運んだのだろう。

　ダリヤのところまで行って話をするしかない。

　トビアスは本日二度目の深いため息をついた。
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　同じ日の夕方、トビアスは緑の塔の前に来ていた。

　以前のように門を開けようとして触れたが、自分を拒否するかのようにまったく動かない。

　門の横のベルを二度鳴らし、しばらくしてから、ようやくダリヤが出てきた。

「オルランドさん、ご用件は？」

　トビアスとはもう呼ばれない。門の向こう、『オルランドさん』と他人行儀に呼ぶダリヤがいる。

　婚約破棄の後、彼女はすべてが変わった。

　濃い茶色の髪は赤に戻されて短くなり、ノーメイクだった顔は艶つややかに品よく彩られている。

　ゆるく大きめだった灰色の服は、サイズのあった仕立てのいい白シャツと黒のロングスカートに変わっていた。

　何より、黒ブチの眼鏡は消え、うつむきがちだったまなざしを遮るものはなくなった。鮮やかな緑の目は、まっすぐに自分を見ている。

　今までとはまるで反対のダリヤを見ていると、どうにも落ち着かない。

　そして、彼女から目が離せなくなっている自分が、ひどく情けない。




「ダリヤ、エミリヤのブローチを持っていっていないか？」

「は？」

「クローゼットの中に琥珀のブローチが入っていなかったか？」

　ダリヤはその翠玉エメラルドの目を猫のように細め、自分を見た。

「ブローチなんて持ってきてないわ。家具は私が持ち込んだものだけしか持ってきていないわよ」

「じゃあ、ブローチはエミリヤの勘違いだと？」

「そうね。クローゼットの服とドレッサーの中身なら、あの家にそのまま置いてきたわ。嘘うそだと思うなら、商業ギルドで公証人を立てているから確認して。公証人はドミニクさんよ」

「こんなことで公証人を立てたのか？」

　公証人を立てるのには短時間でもけっこうな金額がかかる。トビアスには、あまりにダリヤが用意周到すぎるように思えた。

「マルチェラが言ってたわ。別れるときに家具と荷物でもめるカップルは多いのですって」

　自分の考えを見透かしたかのように、彼女はそう言った。

　確かに、ぎりぎりで、急すぎる婚約破棄だった。

　マルチェラがすすめてくれたのであれば、仕方がないことなのだろう。

「他に何か？」

「いや、これで全部だ、ダリヤ」

「オルランドさん、私の名前を呼び捨てにするのはもうやめてちょうだい。次からは、ロセッティと呼んで。あなたの新しい婚約者さんにも、周りにも誤解されたくないから」

「……わかった」

　ようやく言うと、ダリヤはそれじゃと、短く言って塔へ戻ろうとする。

　が、なぜかその途中で足を止めた。

　振り返り、こちらを見つめる緑の目に、一度だけ暗い影がさした。

「思い出した。使用済みのベッドは、結婚祝いにさしあげるわ」

　彼女はひどく冴さえた笑顔でそう言うと、振り返らずに塔へ戻っていく。

　その背中に声をかけることが、トビアスにはどうしてもできなかった。
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　エミリヤ・タリーニ。

　彼女が物心ついたのは、労働者用の集合住宅アパートメントの一室だった。

　母と二人暮らしで、周囲の子供と遊んだり、家の手伝いをしたりしながら、ごく普通に暮らしていたと思う。

　ただ、小さい頃から、母に「お前は本当なら貴族だったのよ」と繰り返し言われた。

　父には一度も会ったことがないが、子爵だという。平民である母との恋は認められず、別れさせられたのだと聞いた。

　母はいつも大事そうに、父からもらったという紋章入りのペンダントを持っていた。

　幼いエミリヤには貴族がどういうものかわからなかったし、優しい母がいれば、それでよかった。




　少し大きくなると、初等学院へ行くように母に懇願された。

　母は貴族の父と一緒になれなかった。だから、自分に幸せな結婚を望んでいたのだろう。

　だが、学院に入って知った。貴族がいるのは、境界線の向こう側だ。

　学院内は名目上は平等だが、貴族と豊かな者達、そして、庶民の区分ははっきりしていた。

　結局、母が病気になったのを理由に、高等学院へは進まないことにした。

　その後、病気の母を看み取とったが、父は葬儀に来なかったし、自分にも会いには来なかった。




　生活のため、仕事を探していたときに紹介されたのが、オルランド商会だ。

　そこで、エミリヤはトビアスに出会った。

　柔らかそうな茶色の髪に、落ち着きのある整った顔。

　みとれてしまったその男は、商会員であり、魔導具師だった。いつも優しく、礼儀正しかった。

　貴族ではないけれど、きっとこの人は妻を幸せにするだろうと思えた。

　そのトビアスの婚約者が、ダリヤだった。

　トビアスとは似合いそうにない、とても地味で、目立たない女だった。彼の仕事を手伝う彼女は、婚約者というより、まるで助手か秘書に見えた。

　そして、ダリヤがトビアスの師匠の娘と聞いて、納得した。魔導具師という仕事の関係で決まった婚約なのだろう。いつしか、自分はトビアスに同情していた。




　トビアスが間もなく結婚すると聞いた日、仕事の相談で食事を共にした。

　『家族で住むような大きな家を見たことがない』そう話したら、彼は今後の参考にと新居を見せてくれた。

　だが、その家に入って、気がついてしまった。

　トビアスが好きだった。彼のような男に守られ、幸せにされたかった。

　泣きながら告白した自分を、トビアスは受け入れてくれた。

　彼は『ダリヤと別れるから、結婚してこの家で暮らそう』と言ってくれた。そして、そのまま一夜をすごした。

　自分はなんと幸運なのだろう。ずっとトビアスに幸せにしてもらえる、そう思えた。

　クローゼットに服、ドレッサーに父の形見である、タリーニ子爵家の紋章の入ったペンダントを入れたのは、わざとだ。貴族である父の名が守ってくれるのではないか、そんな思いもあった。

　だが、トビアスとダリヤの婚約破棄は、もめることもなく、あっさりと決まったと聞いた。

　それからすぐ、彼とここで暮らしている。トビアスはずっと優しかった。




　けれど、トビアスと食事に行ったとき、彼は店のテラス席にいる女に向かい、当たり前のように「ダリヤ」と呼びかけた。

　なぜ、トビアスがダリヤをわかるのか、理解できなかった。そして、理解したくなかった。

　自分には、その女が誰だか、まるでわからなかったから。

　椅子に座っているのがダリヤだとわかったとき、ひどく驚いた。

　地味なこげ茶の髪は赤く染められ、だぼだぼだった服は、持ち前のスタイルのよさをひきたてる、高そうなものになっていた。野暮ったい眼鏡もなくなり、顔も品のいい大人の化粧をしていて、まるで別人だった。

　ダリヤが、前よりきれいに、華やかになった。もしかしたら、トビアスはまた彼女のところへ行ってしまうかもしれない──そう思ったとき、体が動いていた。

「ごめんなさい！　あなたを傷つけてしまって。私、ずっと謝りたくて……」

　言葉は半分本心で、半分は嘘だ。

　謝りたい気持ちもあるけれど、それよりも嫉妬が強い。

　そして、それと同じくらい、トビアスをとられるのが怖い。

「エミリヤが悪いわけじゃない！　俺が悪いんだ」

　だから、かばってくれる彼の声に、ひどく安あん堵どした。

　婚約破棄をさせてしまったことを謝っても、彼女はもう終わったことと言うだけで、顔色ひとつ変えなかった。

　トビアスに捨てられ、幸せな家を失ったはずの彼女なのに、うつむくことすらなかった。




　その後に現れた男は、まるで物語に出てくる王子だった。

　あれほど美しい男を見たのは、生まれて初めてだ。

　長身で引き締まった体たい躯くに、艶やかな黒髪と白磁の肌。なだらかに美しいカーブを描く眉、長い睫まつ毛げの下、みとれるしかない黄金の双そう眸ぼう。

　画えのごとき美貌を持つ男は、その薄い唇で優雅に微笑ほほえんだ。

　そして、まるで王族の姫にするようにダリヤの手をとり、店から出ていった。

　その後にトビアスと食事をしたはずだが、メニューも味もまるで思い出せない。




　ヴォルフレード・スカルファロット。

　王城の騎士団員であり、有名な水の伯爵家を名乗るあの男。

　彼とダリヤがどんな関係なのかはわからない。

　でも、ダリヤのような女がなぜ、貴族であるあの人と一緒なのだろう、なぜあれほど大事そうにされているのだろう、くり返しそう考えた。

　その日から、少しだけ、トビアスの口数が減った。

　いい知れない不安が、時折波のように襲ってくるようになった。




　仕事場で、表の集計やレインコート用のラベルを頼まれても、ダリヤと比較されるのが嫌だった。彼女よりできないとトビアスに落胆されるのが怖かった。

　料理は小さいキッチンしか使ったことがなく、この家の大きな台所は慣れない。

　それに、料理は人を雇うか、外に食べに行く方がいい。裕福なトビアスであれば、それぐらいはなんということもないはずだ。

　それでも、会話の短さに落ち着かず、お茶をすすめてみようかと作業場に向かったとき、トビアスが、ダリヤの名を口にしていた。

　絶対にそこにいるはずのない女の名を、当たり前のように呼んでいた。

　たまらなかった。

　気がつけば、『ダリヤのクローゼットに琥珀のブローチを入れていた』、そう嘘をついてしまった。

　そうすれば、トビアスは新しいブローチを見に行こうと言ってくれるか、ダリヤに不快な気持ちを持ってくれるのではないかと、そう思ったからだ。

　だが、トビアスはダリヤのところへ聞きに行くと出ていった。

　戻ってきたときには、ひどく疲れた顔で、勘違いだったようだからもう一度探すようにと自分に言ってきた。

　その目が自分を見てはいない気がして、不安はさらに増している。




　ようやく幸運に恵まれたと思ったのに、なんだか色あせて感じる。

　それがなぜなのか、エミリヤには、どうしてもわからなかった。
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　昨日、運送ギルドから緑の塔に幌ほろ用の布が届けられた。

　防水布にする予定のそれを、ダリヤは一枚一枚しっかり点検する。

　その後ブルースライムの粉末や薬品の計量を行い、溶剤を作った。そろそろ暖かくなってきた気温に合わせ、少しだけ水分を多めにする。そして、ただひたすらに広げた防水布へ塗布し、定着魔法をかけるということを繰り返していた。

　ようやく数枚を終え、汗のひどさに一息つこうかと思ったとき、トビアスが訪れた。

　彼に問われた内容がまったくもって理解できなかった。

　エミリヤの琥こ珀はくのブローチなどというものは、一度も見たことがない。説明しながら、マルチェラが公証人をすすめてくれたことに心から感謝した。まさか今頃とは少し思ったが。

　失礼な上に謝罪もないことに腹が立ったので、『使用済みのベッドは、結婚祝いにさしあげるわ』と言ってしまった。

　品がない言葉かもしれないが、今までのことを考えればそれぐらい許されるだろう、たぶん。

　その後は、翌日ヴォルフとの約束で出かけても問題のないよう、防水布の定着の確認をしっかり行いつつ、深夜まで作業をした。




　そして今日、やや遅く起き、朝食のパンをミルクに浸し、もそもそと食べた。

　完全に目が覚めてから身繕いをし、メイクもきっちりする。

　貴族向けの魔導具店へ行くことを考え、ヒヤシンスブルーのアンサンブルに、紺色のロングスカートを着ることにした。スカートはスリットが入っていて歩きやすいし、スリット部分には裏からレースがたたんで縫い付けてあるので、馬車の乗り降りも安心である。

　髪は黒のシンプルなバレッタでひとまとめにし、財布やハンカチ、メモ帳、メイク用品などをバッグに入れ、出かける準備を終わらせた。

　しかし、準備が少しばかり早すぎたかもしれない。

　昼まではまだだいぶあるが、今日の気温はどうだろうか。そう考えつつ窓を開けたら、塔の前にすでにフード付きの黒いマントの男がいた。長身なのでかなり目立つ。

　ダリヤは慌てて階段を駆け下りた。

「おはようございます。あの、昼前って約束でしたよね？」

　もしかして自分が聞き間違えていたのだろうか。ダリヤは不安になって確認する。

「すまない。王城から距離があるからと思って早く出たら、つい早足になっていたようで……」

　お前は遠足の日の子供か！　身体強化を入れて競歩か？　あと怒られるのがわかっている犬のような表か情おをするのはやめて！　心の内でぐるぐるといろいろなつっこみを入れつつ、ダリヤは門を開けた。

「とりあえず、玄関のところにいてください。すぐ準備してきますので」

「こちらが勝手に早く来たんだから急がないで。これ、借りていたコート。本当にありがとう」

「いえ、お役に立てたなら何よりです」

　父の黒いコートを受けとり、一度、二階に戻る。バッグを持ち、火の元を確認してから急いで玄関へ向かった。

「北区の魔導具屋を見に行って、その後に食事に行こうか？　予定は大丈夫？」

「ええ、仕事は区切りのいいところまで終わっているので大丈夫です」




　塔の近くを回る乗合馬車を利用し、一度中央区まで出る。そこから北の貴族街まで行くのには、ヴォルフが馬車を頼んでくれた。

　馬車の乗り降りの度に、彼が手を出し、自分のエスコートをしてくれる。

　自分には必要ないと言ったのだが、ずっとそうしてきたので自然にこうなると言われ、納得した。貴族男性というのもなかなか大変らしい。

　父が貴族の食事会の前に、マナー本を朝から読み直していたのが思い出された。

　きっとあのときの父は、今の自分と同じくらいに胃が痛かったに違いない。
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　陽光が一段まぶしくなると共に、道の石畳の色が、茶色から灰色に変わった。北区の貴族街に入った証拠である。

　意外なようだが、貴族街といっても、庶民も出入りは自由だし、お店の多くは利用できる。ただし、財布がそれなりに重い者に限られるが。

　王都では、貴族だからといって、あまり横暴なことは許されない。たとえば、庶民を馬車ではねるようなことがあれば、御者と共にそれなりの罪が課され、賠償を迫られるし、問答無用で庶民を斬り捨てることなどは許されない。

　もっとも、地位を悪用・利用することもそれなりにあるし、何かあれば庶民側が不利になりやすいのは確かだ。




「やっと着いた……」

　馬車から降りたヴォルフが、黒いフードを外し、大きく伸びをした。

　彼の今日の装いは、白いシャツと、限りなく黒と思える紺のトラウザース。艶つややかな黒の一枚革のホールカットシューズ。どれもシンプルで普通の装いのようだが、彼が身につけると、完全にモデルのそれになる。

　服が人を美しく魅せるというのはよく聞くが、逆はどうなのかと考えてしまうほどだ。

「こう暑いと、マントもそろそろ辛つらいですね」

　王都の夏はそれなりに暑い。黒いマントで屋外、これでは熱中症まっしぐらだ。

「うん。そろそろ眼鏡に切り替えようと思う。ただ、あまり効かないんだけどね」

　己の美形度を隠すのに対し『効かない』という表現を使う男に、隠しきれない苦労を感じた。

　歩きながら話していると、すれちがう女性の視線が見事なほどにヴォルフにからむ。

　そして、横のダリヤを確認し、顔に疑問符を浮かべたり、ふっと笑ったりする。ひどいものだと、そのままひそひそと一緒にいる者と話しながらすれ違う形になった。

　おそらく釣り合っていないとか似合わないと言いたいのだろうが、あまり気持ちのいいものではない。

「すまない……やはり、店の前まで」

「気にしませんよ」

　言いかけた青年に、ダリヤは言いきる。

　そもそも恋人でも婚約者でもないのだ。気にする必要は本当にない。

　それより、ヴォルフが熱中症になる方がはるかに心配だ。

「こう暑いと、今年の夏は早そうですね」

「そうだね。もうこんなにまぶしいし」

　ヴォルフは何度かまばたきを繰り返している。

「もしかして、目がまだ治っていないんですか？」

「いや、治っていると思う。外に出るときはフードをつけることが多いから、まぶしく感じることが多いだけだよ」

　そう言いながらも、どことなく細めた目は辛そうである。フードでは顔に陰ができてしまうので、明るい場所との差が大きいのだろう。ダリヤはそれが少しだけ気になった。

「魔導具店は『銀の枝』と『女神の右目』の二店でいいかな？」

「はい。どんな魔導具があるか楽しみです」




　魔導具店『銀の枝』。こちらはダリヤが父と行ったことのある店だ。

　生活関係の魔導具はもちろん、貴族らしい魔導具もおいてある。

　もう一店の『女神の右目』は、名前だけは知っているが行ったことはない。

　北区でも王城に近い場所にあり、すでに利用している者か紹介状がないと入れない、敷居の高い魔導具店だ。

　マントをたたんで脇に持ち、ヴォルフはダリヤに手のひらを向けた。

「さて、店では貴族流になるよ。なので、ダリヤ嬢、私にエスコートさせて頂けますか」

「わかりました。ご迷惑をおかけしますが、どうぞよろしくお願いします」

　丁寧に会話をしあうと、何か違和感がある。

　そう思ってつい青年を見ると、どうやら同じだったらしい。どこかかゆいような微妙な顔をしていた。

「……魔導具と魔剣のためなので頑張りましょう」

「……そうだね、頑張ろう」

　ヴォルフに手をひかれつつ、ダリヤは魔導具店『銀の枝』のドアをくぐった。
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　魔導具店『銀の枝』に来たのは、一年と数ヶ月ぶりだった。

　生活関係の魔導具はもちろん、貴族らしい魔導具もおいてある三階建ての店である。店の幅よりも奥に長く、意外に広い。店のドアには細工物らしい、きらきらと光る銀色の枝が飾られていた。

「いらっしゃいませ。ようこそ、『銀の枝』へ」

　白襟付きの紺色のスーツを来た女性店員が、にこやかに挨拶してきた。父と数回来たことがあるが、この店員に会ったのは初めてだ。

「もし、お探しのものがございましたら、ご案内致します」

「探しているものは特にないので、一通り回らせて頂いても？」

「もちろんです。ご自由にご覧ください。何かございましたらお呼びください。お嬢様も、どうぞお気軽にお呼びくださいませ」

　ヴォルフに対しても、ダリヤに対しても、まったく同じ笑顔で彼女は言った。

　ダリヤはつい感心してしまう。

　ここに来るときの女性達の、自分とヴォルフを比較するような態度が、少しばかりこたえていたらしい。

「ありがとうございます。なにかありましたらご相談させてください」

　ダリヤが答えると、了承の返事とともに、再び気持ちのいい笑顔が返ってきた。

　自分も営業用スマイルの練習をするべきか、本気で考えてしまう。




　入ったところから右回りに回っていくことにし、並べてある棚に目を向けた。

　最初の棚は生活関連の魔導具、前世の感覚で言うなら家電である。

　ダリヤが最も好きで得意とする分野だ。

　この世界、魔法で便利な部分もそれなりにあるが、前世と比べるとかなり不便である。

　前世で自分がいた日本は「生活の便利さのためならば、どんな苦労もいとわない」という物づくり思想の国だった。

　その日本と、現世のこの国を比較するのは、状況や歴史を入れても無理なのは十分承知している。

　しかし、人間、一度知った便利さを手放すのは、なかなかできないものなのだ。




　小さい頃、お風呂や洗面台の水とお湯の温度は一定で出てきてほしい。いちいち桶おけや樽たるで水と火の魔石を使い分けたくない。そう父にねだったら、試行錯誤の上、給湯機の魔導具を作ってくれた。

　翌年に商業ギルドに登録され、今ではごく当たり前にあちこちにある魔導具だ。

　風の魔石で髪を乾かすと時間がかかる。ドライヤーが欲しくて、風と火の魔石でドライヤーを父と共に作った。もっともダリヤが作った最初のドライヤーは、火炎放射器だったが。

　父は雨の中を砂蜥蜴サンドリザードのコートで移動していた。あれは防水ではあるが、なかなか完全に乾かない。乾燥を少しでも怠ると生臭くなる気がする。

　父用のレインコートを作りたいが、防水布がない。そうしてできたのがスライムを利用した防水布だ。

　先月登録した小型魔導コンロにいたっては、父とテーブルで冬に鍋がしたいがために小型化した。残念ながら、父と鍋を囲むには間に合わなかったが、旅人や野営ですでに使われはじめているそうだ。

　いつか店のテーブルで、小型魔導コンロの上の鍋をつつく人々を見るのがダリヤの夢である。

　案外、ダリヤ自身が、「生活の便利さのためならば、どんな苦労もいとわない」から、魔導具師をやっているのかもしれない。




　店に並ぶ商品は、一年前とはだいぶ変わっていた。

　小型化されたものや、機能が増えたものがとても多い。

　それでも、最初の棚に父の作った初期型に近い給湯機を見つけ、ついうれしくなった。

　ドライヤー、アイロンなどもあれば、羊皮紙の本がカビないように乾かす、本の乾燥機ブックウィンダーなどもある。

　時期的に売り出し数が多いのは、保冷鍋、冷蔵庫の二つらしい。

　保冷鍋は、保温鍋の逆で、水や氷の魔石で長時間冷やしておける。料理はもちろん、食材を少しだけ冷やしておきたいときなどに便利だ。

　本来であれば冷蔵庫がいいのだろうが、まだまだ高い。

　前世で家の台所にあった少し大きめの冷蔵庫はこちらでは金貨四枚、感覚的には三倍だ。しかも容量は三分の二くらいと、あまり入らない。何より、氷の魔石の消費が激しい。氷の魔石は水より高い。維持費を考えてもまだお手軽にはなっていない。

　塔にも小さめの冷蔵庫が一つあるが、そのうちに違う仕様で魔石の消費が少なくなるように挑戦してみるのも面白いかもしれない。

「兵舎でもこの大きさのものがいくつかあれば、冷えて助かるのですが」

　気がつけば、ヴォルフが一番大きな冷蔵庫に熱い視線を向けている。

「今、お使いの冷蔵庫は小さいのですか？」

「ええ」

「入りきらないと困りますね」

　これからの時期、食材が入りきらないのは本当に困るだろう。尋ねたダリヤに、ヴォルフは少し距離をつめた。

「酒しか入っていないけど……」

　耳元で低くささやかれた声に、笑いをこらえるのが大変だった。




　次のエリアには、場所を大きくとった魔導具が並んでいる。洗濯機に似たものと、掃除機だ。

　この世界、洗濯機は発達しづらいのかもしれない。

　浄化魔法、水魔法があるので、洗濯機を買うより、洗濯屋を頼む方が安くて手軽なのだ。

　ダリヤは小さい洗濯機のみを持っている。小物と下着を洗いたいためである。

　掃除機は、風の魔石をセットして、ハタキのかわりに上から埃ほこりを落とすもの、箒ほうきに水の魔石を合わせたもの、炎の魔石を使い、石やレンガ床の上のゴミを乾燥させてはがすものなど、様々である。

　ちょっと高いが、浄化魔法を込めた魔石と風の魔石をセットし、風を部屋に流してきれいにするというものがあった。塔の大掃除などでいつか使ってみたいところだ。

　ここにないもので、あれば便利だと思うのは電子レンジだ。しかし、今のところ雷の魔石というものはなく、電磁波なども発見されていない。父にもいろいろと聞いてみたが、見たことがないときっぱり言われた。

　この世界にも雷自体はあるので、いつか電気の謎を解き明かしてくれる科学者が出てくることを祈っているところである。




　一階を十分堪能し、二階に上がった。

　こちらは貴族関連の魔導具が多く、家電というより、ファンタジーと言いたくなる眺めだ。

　以前、ヴォルフの持っていた盗聴防止の魔導具もこちらにある。

　最初に目についたのは、音声増幅器。前世で言えばスピーカーのようなものだ。声や音楽を大きくして広く届ける。広い屋敷で用件や緊急を知らせるのにも使われるそうだ。

　その横に当たり前にある盗聴防止の魔導具。それほど中身のある話をしていなくても、外での食事のときには当たり前につけるらしい。これは貴族と庶民の感覚の差だろう。

　次にずらりと並んだのが灯あかり関係である。

　通常のルームランプ、デスクランプ、ベッドランプ、シャンデリアまで、魔石を使ったものはかなり明るく、光の色も幅広い。

　最近は、肌がより美しく見えるランプや、眼めの疲れづらいデスクランプなども出てきたようだ。説明書きを見つつ、前世と同じように改良されるのだなと感心してしまった。

　氷刃アイスブレードの出る護身用ベッドランプ、落とせば半径十メートルを焼き尽くす火の魔石入りシャンデリアなどに関しては、怖いので忘れることにする。どう使うかもちょっと聞きたくない。




　一番奥に、妖精結晶を組み込んだランプがあった。

　手前から見ると、ランプの不透明なカバーが薄白く光っているだけなのに、反対側に回り込むとクリアに透き通って、部屋の向こう側が見える。

　妖精結晶は、妖精の住すみ処かや、いたと思われる場所でとれる、虹色の魔力結晶体だ。

　妖精が作っているという説と死ぬときに残すという二つの説がある。妖精が隠れるために使われる魔力らしく、認識阻害効果がある。

　ただし、妖精結晶自体が高く、この加工がかなり難しいらしい。

　数年前、父が、ダリヤの部屋の窓にやってみようと言い出し、きつく止めたにもかかわらず自分の留守中に挑戦、金貨三枚を一日で散らせた。

　魔導具師として腕がいいはずの父でも無理なのかと、少々驚いた。

　粉々になった妖精結晶に文句を言いつつ掃除し、その夜は父に酒を飲ませなかった記憶がある。




　浮かんだ思い出を振り払って奥へ進むと、まばゆいアクセサリー群がガラスケースの内側に並んでいた。

　装飾品としてではなく、魔導具としてのアクセサリーだ。

　各種護身用のアクセサリー、主に氷だが、中には相手を丸焼きにせんばかりの火力のものもある。護身用の腕輪である氷結フリージングリングもここにあった。

　解毒・貧血防止・石化防止・混乱防止などの指輪やピアス、一時結界の腕輪なども、多種多様なものがある。こちらは、魔導具師というより錬金術師の制作品が多いのかもしれない。

　重ねがけで、石化と混乱防止が一緒になった腕輪もあった。一体どんなふうに魔法付与をしているのか思いきり気になる。




「すみません、夢中になっていました」

「いいえ、楽しそうで何よりです」

　二階に来てから一言も喋しゃべらず、ヴォルフの存在を忘れて見入ってしまっていた。だが、そんな自分を彼は楽しげに見つめている。

「何か気に入ったものはありましたか？」

「どれも興味深かったです」

　店内では当たり障りのない会話しかできないのが残念である。外に出てからゆっくり話したいものだ。

「こちらの指輪をお願いします」

　ヴォルフは来た通路を少しだけ戻ると、解毒効果入りの金の指輪を買っていた。

　魔物は毒持ちも多い。討伐でやはり必要なのだろう。

　購入後、丁寧に礼を告げる店員に見送られながら、店を後にした。
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「『銀の枝』はどうだった？」

「とても楽しかったです」

　日差しが灰色の石畳に反射する中、話しながら、次の店に歩を進める。

「父と来たのは一年ちょっと前なのですが、そのときより給湯機やドライヤーなどの生活魔導具は小型化していました。効率がよくなったのに感心しました。庶民向けの魔導具店だと、前の型で、もう少し大きめなんです」

「そんなに大きさが変わったのか。でも、小さすぎると逆に不便にはならない？」

「数センチですが、感覚的にはかなり違いますね。あとは使い分けだと思います。成人男性にはちょうどよくても、子供の手は小さいじゃないですか。たとえば、自分でドライヤーをかけられる時期が早くなるかもしれませんし、軽くなると、高齢の方が自分一人で使える時間が長くなります」

「なるほど、そういうところがあるのか」

　ヴォルフはまたフード付きマントを身につけていた。ダリヤは気にしないと言ったのだが、日差しがまぶしいと言い訳をした上でのことだ。

「冷蔵庫は大型化してほしいですよね」

「夏は冷やした酒が飲みたいからね。魔導部隊の連中も一緒だと、氷は出し放題なんだけど、エールに入れると薄くなるから……」

「夏はやっぱりエールが飲みたくなりますからね」

　この国では十六歳が成人、酒もその年齢から飲めるようになる。

　ダリヤも成人の誕生日から、父と時々飲むようになっていた。

　父はそれなりに酒に強く、王蛇キングスネーク系だった。酒に関しては、自分もそれなりに影響は受けたと思う。

「バケツに氷水を入れて、エールの瓶をつけたりはしないんですか？」

「騎士団は王蛇キングスネークと大海蛇シーサーペントだらけで、エールの減りが早すぎて追いつかない」

「ああ、やっぱりそうなると冷蔵庫ですよね」

「騎士団の予算をぜひそこに使ってもらいたいと思っているよ」

　やはり、騎士団にはとんでもない酒豪がごろごろいるようだ。

　そして、予算問題はどの世界でも共通の悩みらしい。




「貴族向けの魔導具はどうだった？」

「すごいですね。盗聴防止の魔導具にあんなに種類があるとは思いませんでした。アクセサリー関係も驚きました。かなり火力もありそうですし、重ねがけでどう付与されているのかわからないですけれど、あれだけ小さなものに二重に入れる技術はすばらしいです」

「気に入ったものはある？」

「妖精結晶を組み込んだランプ、あの仕組みが面白かったです」

「魔導具師から見るとそうなんだ。俺は見た目で芸術的価値を上げるためかと思っていた」

「妖精結晶には認識阻害効果があるので、手前で見ると普通のきれいなランプでも、回り込むと透けて見えたり、幻影として違うものを見せられます。相手に知られずに観察するとかも簡単にできますね」

「ダリヤ、本当に諜ちょう報ほうとつながりないよね？」

　以前も聞かれたが、そんなにおかしいことなのだろうか。そもそもあのランプがすでにあるのだ。マジックミラー的な使い方は、技術者なら簡単に考えつくのではないかと思う。

「つながっていません。というか、技術としてはもうあれだけあるので、王城にはとっくに入っているんじゃないでしょうか？　中にいる人が気づかないだけで」

「なんだか怖くなってきたから、聞くのをこのへんでやめておくよ」

　少しばかり、笑いが苦くなっているヴォルフだった。




　話をしているうちに、もう一店の魔導具店『女神の右目』の前に来た。

　磨き上げられた白い大理石の店構え、美しい女神と花々の彫られた柱、金色の蔦つたの装飾で飾られた純白のドア。

　見るからに敷居が高い。一人だったら絶対に入ろうとしないだろう。

「ここが『女神の右目』。店主さんも魔導具師だから。あと男爵位もある」

「そうなんですか。店主さんのお名前って、わかりますか？」

「オズヴァルド・ゾーラさんだったと思う」

「それなら冷風送機の開発者の方ですね」

「冷風送機って、オズヴァルドさんだったんだ、知らなかったよ」

　冷風送機は、水の魔石と風の魔石を利用した、夏用の涼しい風が出る扇風機だ。

　ダリヤが子供の頃からあったので、長く魔導具師をやっている人なのだろう。

　ちなみに、冷風送機の開発者を教えてくれたのは父である。

　夏になると毎年、冷風送機の前で『オズヴァルド・ゾーラに感謝～～』と声をひどく震わせながらエールを飲んでいた。その飲み方はどうなのかと今も思う。




「ようこそおいでくださいました、ヴォルフレード様。今日は美しいお嬢様をお連れですね」

　ドアを通っていくと、黒服に白い手袋をした壮年の男性が会釈してきた。

　少し濃い灰色の髪をすべて後ろになでつけ、銀色の細い目に、銀ブチの眼鏡をかけている。上品な銀狐シルバーフォックスを思わせる風貌だった。

「お久しぶりです。こちらはダリヤ・ロセッティ嬢。私がお世話になっている魔導具師です」

「ご紹介をありがとうございます。ロセッティ様、私は店主のオズヴァルド・ゾーラと申します。どうぞオズヴァルドとお呼びください」

「ダリヤ・ロセッティと申します。新人でございますので、ご教授頂ければと思います。私もダリヤとお呼びください」

　細い銀色の目をさらに細くし、オズヴァルドはじっとダリヤを見つめた。

「失礼ながら、ダリヤ様のお父様はカルロ・ロセッティ様では？」

「はい、そうです。父をご存じですか？」

「高等学院でご一緒させて頂きました。男爵会でもお会いしておりましたが……たいへん残念なことでした。どうかお力を落とされませんように」

「お気遣いありがとうございます」

　オズヴァルドの方も父のことは知っていたらしい。高等学院で一緒というのは初めて知った。

「さあ、どうぞ中へ。ご自由にご覧ください。ダリヤ嬢にはぜひ、魔導具師としてのご意見を承りたいですね」

「いえ、まだ私は駆け出しですので」

　オズヴァルドがダリヤに向けていた目をさらに細めて笑う。答えながら、店の奥へヴォルフと共に進んだ。




　店は広く、先ほどの店よりも魔導具ごとのスペースをあけた展示になっている。

　生活魔導具からアクセサリー系まで、厳選されたいい品が並んでいる感じがする。説明書きの羊皮紙は添えられているが、値札が一切ないのが少し怖いところだ。

「こちらは新しい盗聴防止の魔導具ですね」

「はい、カフスボタン型です。机に手をおけば自然に発動します。服に合わせて宝石や金属の色もお選び頂けます」

「こちらは、壁掛けタイプの冷風送機でしょうか？」

「はい、そうです。通路の関係上、壁を利用されることも多いので制作致しました」

　最新の魔導具を見るのは、とにかく楽しかった。

　ヴォルフかダリヤが足を止めると、オズヴァルドはその場にすっと近づき、聞けばその都度に説明をしてくれる。その間合いがなんともうまい。

　この店はアクセサリー関係も充実していた。二重付与どころか、三重付与が普通に並んでいる。

　『銀の枝』よりデザインの凝ったもの、宝石の入ったものが多かった。

「一つの指輪に解毒・石化防止・混乱防止の三重付与ですか……すさまじいですね」

「騎士や冒険者の方になりますと、戦闘時に『軽さ』を求められる方が多いので。こちらは錬金術師が作っています」

　どうやって作るのかはわからないが、見ただけで魔力量が多くないと絶対作れないなというのは感じる。

　別々で三本にすれば安くなるが、軽さを求めるのはもちろん、剣や弓を持つのにも、指輪は数をつけたくない。指輪が一つ増えても、グリップの感覚に大きな影響が出るのだそうだ。ヴォルフもこれに同意していた。

　ちなみに腕輪でも同じで、二重付与、三重付与にして本数を減らしたいという一定の希望があるという。戦闘は命がけなのだから、やはり大切なことなのだろう。




　あちらこちらを見てから、店の一番奥まで進むと、大きな白い筐きょう体たいがあった。そこから、ひんやりとした風が流れてくるのがわかる。

「こちらは私が開発した新型の冷風送機で、氷タイプです。部屋の空気を風で循環させ、氷の魔石で空気を冷やして戻しています。今年の夏から出回る予定です」

「……素晴らしいです！」

　思わずダリヤの声が大きくなった。

　新型の冷風送機から出てくる涼しく爽やかな風に、ものすごく感動した。ほとんど前世のエアコンである。

　水の魔石と風の魔石を使った冷風送機は、どうしても湿度が上がる。書類仕事などには向いていない。この新型はそれを完全にクリアしている。

　今後、王城や役所の書類関連の部屋には必須になるだろう。

「動力は氷と風、二種の魔石でしょうか？」

「はい。こちらから入れる形になっています」

　オズヴァルドは白い筐体の前部を開け、中身を見せてくれた。

「管の加工が見事ですね。この折り返しのカーブは特に大変だったのでは？」

「ええ、加工素材が決まるまで、二百本ほどは折りましたね……」

　魔導具師として加工しているからわかるが、縦につぶしたようなきつい８の字カーブを規則的にここまで組み合わせていくのは、果てしなく難しい。素材を決めるまで、加工が決まるまで、かなりの研究をしたのだろう。

　この加工も、父にはおそらくできただろうが、今のダリヤにはまず無理である。

「本当にすごいです……この冷風送機は湿気があると困る場所に最適ですね。書類仕事の方や、書斎などにも安心して使えそうです」

「ありがとうございます。よく開発意図を察してくださいましたね……」

　そこまでで、オズヴァルドは姿勢を正し、一度、咳せきをした。

「……ヴォルフレード様、大変失礼しました。ダリヤ嬢とのお話に夢中になってしまい、申し訳ありません」

　自分達の背後、一歩下がって、観察するように見ていた青年がいた。

「す、すみません！」

「いえ、気にせずにお話しください」

　そう言って笑顔を作っているが、黄金の目はどこか笑っていない気がする。

　武器屋ならともかく、魔導具のお店である。さすがにそろそろ飽きたのかもしれない。

「ヴォルフレード様、よろしければ先に、ご注文頂いていたサポートアクセサリーをご覧になりますか？」

「そうですね、お願いします」

　ヴォルフが相談していたのは、討伐戦闘向けのサポートアクセサリーであり、チェーンタイプの足輪アンクレットだという。解毒・貧血防止と、石化・混乱防止の、二重付与の二本だそうだ。

　なぜ、足輪アンクレットだなのだろうと思ったが、戦闘では、手より足の方が失いづらいということを遠回しに言われ、苦く納得した。

　オズヴァルドが呼ぶと、男性店員がやってきた。こちらも黒服に白手袋である。

　いくつか説明すると、店員とヴォルフは、サイズ調整のために別室に行くことになった。

「ダリヤ嬢、すぐ戻ります」

　ヴォルフはそう言うと、二階に上がっていった。




　ダリヤが続けてあたりの魔導具を見ていると、オズヴァルドが近づいてきた。

「ダリヤ嬢、次からはこちらをお使いください」

　白い手袋をとった手で渡されたのは、金色のカードだった。女神の右目という店の名が、繊細な女神の像と共に刻印されている。

「あの、こちらは？」

「当方への入店が自由になります。ヴォルフレード様がいらっしゃらず、お一人でも、私が店にいなくても、いつでもご来店の上、自由に魔導具をご覧頂けます」

　ダリヤは何も購入していない。魔導具師同士とはいえ、年代も違い、今までに交流もないのだ。カードをもらう理由がわからない。

　不思議がっている自分を見ながら、オズヴァルドはその少し濃い灰色の髪に手をやった。

「私はカルロさんに借りがありまして……お礼をしたいと言ったところ、『いつか娘が店に行くことがあったら、魔導具を見せてやってほしい。行かなかったら死ぬまで内緒にしておけ』と。カードはそのときに作っておりました」

「父が……」

「今日はお目にかかれて本当によかったです。いつかあちらに行ったら、カルロさんに借りは返したと言えますからね」

「あの、もしよろしければ、借りについて教えて頂いてもいいでしょうか？」

　目の前の男は一度だけ大きく呼吸し、目を伏せた。

「……お恥ずかしながら、私が若い頃、妻が店の従業員と資金を持って駆け落ちしまして。店をたたむか、多額の借金をするか、いっそ死ぬか、そう思っていたら、カルロさんが来て、屋台に飲みに連れていかれました」

「そ、そうなのですか……」

　聞かなければよかった。

　どんな顔をして、どうあいづちを打っていいかがまったくわからない。

「ええ、私は屋台で飲むなんて初めてで……エール片手に盛り上がりましてね、カルロさんのことも知っていましたし、洗いざらい喋りました。そして、その後に説教されましたよ。そういうときには新しい女だと。自分には『最愛の若い女』がすでにいると自慢されました」

　父！　何を説教したのだ。

　父はダリヤの母に逃げられているし、オズヴァルドも妻に逃げられたのなら、慰めたいのはわかる。しかし、内容については、とりあえず後で父の墓石を蹴りに行くべきだろうか。




「屋台でさんざん飲んだ後、緑の塔に招かれまして、メイドに抱かれた幼いあなたと会いました。『最愛の若い女』、確かに間違いない。それはそれは笑いましたよ」

「……そうだったんですか」

「夏の暑い時期で、塔は風が少ないから、娘が汗疹あせもになると言い出して……酒はおごったのだから、お前が魔導具でなにかいいものを作れと命令されました。いろいろとふっきれ、作ったのが冷風送機です。おかげで店を立て直し、今こうしています。私はあなたにも感謝しなければいけませんね」

「いえ……」

　まさか自分が冷風送機の開発理由に絡んでいたとは思わず、驚きで喉がつまる。

「カルロさんとは、お互い仕事で忙しくて、男爵会でしか飲めなかったのが残念です。こんなことなら、こちらから遠慮せず、飲みに誘うのだったと……カルロさんはあくまで同情で、私を親しい友達とは思われていなかったのかもしれませんが」

「いえ！　父は夏の度、冷風送機の前で、その……『オズヴァルド・ゾーラに感謝』と言いながら、エールを飲んでいました。オズヴァルドさんのことは友達で、きっと、一緒に飲んでいる気持ちだったのだと思います」

「そうですか、カルロさんが……冷風送機の前で……ははは……」

　オズヴァルドは笑い出す。だが、その声は、すぐ奇妙に間延びした。

　彼は眼鏡を外し、ハンカチできつく目を押さえ続けた。

「……大変失礼しました。ありがとうございます、ダリヤ嬢。心のつかえがとれました」

「いいえ、こちらこそカードをありがとうございます。父の話もお伺いできて、うれしかったです」

「ぜひ、またご来店ください。魔導具とお父様のお話をゆっくりお伺いしたいものです。お待ちしております」

「はい、ありがとうございます」

　オズヴァルドから差し出された右手を、ダリヤも握り返す。

　彼の涙は消え、晴れ晴れとした笑顔が広がった。

「……ダリヤ嬢、そろそろ次の店に移動してもよろしいでしょうか？」

　ちょうど階段から下りてきたヴォルフが、少し低い声で呼びかける。

「はい」

　手を離し、互いに会釈しあうと、ヴォルフと共に店の外へ向かった。

「またのご来店を、心よりお待ちしております」

　背後で父の友の声が、優しく響いた。




　外はまた一段と温度が上がっていた。

　バッグにしまおうとして、ふと金のカードを裏返す。そこにある署名は「ダリヤ・ロセッティ」

　自分の名だが、少し左にねじれた癖のある筆跡は、間違いなく父のもので。

　魔導具師としては尊敬していたが、日常はマイペースで、時々だらしない父だった。

　作業場で酒を飲みながら魔導具を試作し、時々、寝落ちていた。

　起こしながら寝室のベッドで寝るように言うと「寝ていない」と断固として言いはった。

　本や資料を開いたまま食事をし、汚してはあせりまくっていた。

　靴を磨いたからそちらを履くように言っているのに、汚れた方の靴を履いて出かけていった。

　脱いだ上着はハンガーにかけるよう何度言っても、作業場の椅子の背にかけられていた。

　酒を飲みすぎるな、料理に塩を足すなと、何度ダリヤが注意したことだろう。

　なのに、生きているときではなく、亡くなってからいいところを見せるのは、反則ではないだろうか。




「ダリヤ、何があった？　オズヴァルドに何か失礼なことを言われた？」

　ヴォルフが自分の腕を強くつかみ、矢継ぎ早に聞いてきた。

　そのとき、自分の目からこぼれるものに初めて気がついた。

「違うの……ごめんなさい、ちょっと、父のことを思い出しただけ……」

「……そうか」

　マントとフードでダリヤを隠し、青年はかばうように前に立った。暑い中だけれど、マントは温かだった。

「落ち着くまで待つよ」

　マントからは、ヴォルフの香りがしていた。
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　その後、ヴォルフは落ち着いたダリヤを連れ、近くの喫茶店に入った。

　『連れの目にゴミが入ったので』と店員に頼み込み、貴族女性向けのドレッサー付きのレストルームを借りた。ダリヤはそこで顔を洗い、メイクを直すことができた。

「……ご迷惑をおかけして、本当にすみませんでした」

「いや、気にしないで」

　すでにテーブルには紅茶が二つ並び、盗聴防止の魔導具が置かれていた。

「もう平気？」

「ええ。あの、さっきのことなんですが……」

　ダリヤはこれ以上心配されぬよう、オズヴァルドの件について、オブラートに包みまくって説明した。さすがに『妻に逃げられた』だの、『屋台で飲んで洗いざらい』だのは説明できない。

　とりあえず、オズヴァルドが悩んでいるときに、ダリヤの父と話し、魔導具開発のきっかけができたこと、小さい頃に自分も会ったらしいこと、父に頼まれ、娘である自分にお店に入れるカードをくれたことなどを話した。

　話し終えると、ヴォルフが肩の力を抜き、深く息を吐いた。

「そういうことだったのか……」

「ええ、まさかお店で父のそういった話を聞くとは思わなくて。この署名の筆跡、父のなんです。それで、つい……もう一年もたっているんですけど」

「まだ一年、かもしれないよ」

　紅茶をすすめられ、ようやく二人で飲む。

　口当たりのまろやかさから高級な茶葉だろうとは思うが、もうすっかり冷めていた。




「そういったことを聞いた上で、言いにくいんだが……あの店に行くときは、できれば俺と一緒に行ってくれないか？」

「私のことでヴォルフに都合の悪いことがあれば、遠慮なく言ってください」

　店にいるときの自分の態度やふるまいで、彼に迷惑がかかったのかもしれない。ダリヤは慌てて答える。

「いや、俺の都合ではないのだけれど……店の中でも気が合いそうに見えたし、オズヴァルドさんの態度が気がかりだし、今回きっかけを作ったことになる俺が、向こうにいるダリヤのお父さんに恨まれる可能性がゼロではなくてね……」

　ここまで遠回しに言葉を重ねるヴォルフは初めてだ。

　薄く形のよい唇が、言葉を選んでは止まっている。

「遠慮なしで要点をお願いします」

「オズヴァルドの二番目の奥さんはダリヤより少し上の年。三番目の奥さんはダリヤとほぼ似た年。よって、ダリヤが四番目の奥さんとして口説かれることを危惧している」

「ないです!!」

　オズヴァルドに、父の言葉はなかなか深く浸透したらしい。

　次からもヴォルフとできるかぎり一緒に来ると約束したダリヤだった。




　ちなみに、ダリヤはオズヴァルドについて、一生知らぬままになることが一つある。

　父カルロが、オズヴァルドを緑の塔に再び誘わなかった理由──

　それは、酔った彼が『ダリヤが大きくなったら嫁にくれ』と言ったからである。
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「そろそろ昼食に行こう。何か食べたいものはある？」

　喫茶店を出たところでヴォルフに尋ねられ、ダリヤは少しだけ考えた。

　実は食べたいものも飲みたいものもあるのだが、独身女性としてどうなのか、はたしてヴォルフに受け入れられるのかと思う内容だ。

　だが、その迷いはすぐふりきった。

　自分は食べたいものを食べ、飲みたいものを飲もうと決めたのだ。ヴォルフが反対するならば、そのときに考えればいい。

「中央区の屋台でエールというのは、ありですか？」

「いいね。天気もいいし、大賛成だ」

　彼は大きく笑ってうなずいてくれた。




　馬車で中央区に戻り、近くの公園に向かう。

　公園周辺は、昼時から夕食時あたりまで屋台が並ぶ。

　王都では、屋台で昼食や夕食を済ませる家も多い。季節も天気も良い今日は、特に稼ぎ時らしい。公園脇にはぎっしりと店が並んでいた。

　それぞれの屋台が縦型の布に料理や売り物の名を入れた旗を出しており、赤、白、青、黄、緑、紫と、カラフルに風にはためいている。

　エールにワインに果物ジュース、いろいろなパン、カットフルーツ、串肉、魚の串焼き、クレープらしきもの、ソーセージとサラミ、削ったチーズ。それらをセットにして、トレイに乗せて売っている屋台もある。食べ物以外でも、安いアクセサリーやハンカチ、匂い袋などの小物を売っている店もあった。

　昼を過ぎた時間なのでそう混んではいないが、ある程度の人の流れがある。

　他国から観光に来ている旅人も多そうだ。ちらほらと珍しい衣装の者がグループで通り過ぎていく。

　公園にある緑の木々でさえずる鳥、人々のざわめき、そして、屋台の呼び込み。混ざり合った音の中、料理の焼ける香ばしい匂いや、果物の甘い香りが風に流れてくる。

　少しだけ、風が熱い。




「ヴォルフ、ポルケッタは好きですか？　食べたことあります？」

「屋台のは初めてだ。おいしそうな匂いだね」

「じゃあ、二人前買いますね」

「じゃ、俺はエールを二つ買ってくるよ」

　屋台のポルケッタは、ダリヤの父の好物だった。

　ポルケッタは、中型の豚の骨を抜き、それにいろいろな野菜やハーブをつめ、丸ごとこんがりとローストしたものだ。

　屋台では、それを薄切りにし、ハムやチャーシューのような感じで皿に二枚ほどのせられる。

　外側はこんがりと茶色に焼け、中はしっとりとした肉の白。その色の対比が、なんとも食欲をそそる。

　前世ではイタリア料理店で二回しか食べたことがないが、こちらの屋台のポルケッタは、味付けが一段濃い気がする。

　最初に食べたとき、つい水分の少ないチャーシューをイメージしてしまったが、慣れればパンや、酒によく合う味である。詰め物や香辛料の違いで、店ごとに大きく味が変わるのも面白い。

　ダリヤが屋台でポルケッタを買っている間に、ヴォルフは白エールを買ってきた。両手に一番大きいサイズのカップを一つずつ持っている。

「ダリヤ、クレスペッレは好き？」

「はい、好きです」

「じゃあ、こっちも買おう」

　クレスペッレは、少し厚めでしっかりしたクレープを焼き、それで、細かく切った野菜と肉を炒めたものや、魚介類を炒めたものなどを、たっぷりのソースとともに四角に包んだものだ。塩コショウ、ケチャップ、魚ぎょ醤しょうなどのソースから選ぶことができ、組み合わせがいくつも楽しめる。

「俺は、野菜と肉を炒めたものに塩コショウで。ダリヤは？」

「魚介に魚醤ソースでお願いします」

　屋台の店員は代金を受けとると、その場で具をいっぱいに入れて巻いてくれた。

　肉と魚介を焼いた匂い、ソースの焦げる香り。なんとも食欲をそそる風が吹いてくる。




　屋台近くのテーブルも開いていたが、日差しが強いので、公園内で木陰になっているベンチを選んだ。

　ヴォルフがようやくそこでマントを脱いだ。汗がシャツの背中をひどくぬらしている。

　ダリヤがベンチの真ん中に料理とエールを並べていると、彼が胸ポケットから、解毒の指輪を取り出した。

「すまない。一緒に食事をするときには、できればつけてほしい。ないとは思うけれど、万が一、俺目当てで、君の料理にも入れられると困るから」

「ヴォルフは、解毒の指輪はいらないんですか？」

「ああ、俺はいらない。食べるものの方は大体慣らしているし、一応、足輪アンクレットもつけている」

　気軽そうに話してはいるが、なかなかに怖い話題だ。

　目の前の男が貴族であることを、ダリヤは改めて認識する。

「じゃあ、お借りします」

「付与の確認のためにダリヤの研究用にしてかまわないよ。壊したらもう一つ買えばいい」

　その言葉を聞いて、料理の解毒より、理由をつけて付与確認用に指輪を渡そうとしている気がしてきた。

　そもそも、狙われる可能性があれば、ヴォルフが一人で気軽に出歩くことはないし、伯爵家の方でも護衛をつけるのではないだろうか。

　いずれ付き合いが疎遠になりはじめたら返すか、兵舎にヴォルフレード・スカルファロット様宛で送る方がいいのかもしれない。




「ありがとうございます、お借りします」

　素直に受け取ったものの、ダリヤは首を傾かしげる。

「すみません。解毒の指輪って、普通どの指につけるものですか？」

「騎士ならだけど、利き手じゃない人差し指、中指、薬指のどれかだね」

「剣が持ちづらくなるからですか？」

「うん、それもあるし、戦いでは利き手の方が無くなる率が高いから」

　切実に怖い理由だった。

　左手の指を眺めつつ、金色の指輪を合わせてみる。サイズは多少の調整が利くので、なんとなくしっくりきた中指で合わせてみた。

「思い出した。王城の錬金術師はよく左手の中指に指輪をしている。魔導具師も同じなんだろうか？」

「魔導具師が全員というわけではないと思いますが、私は父から魔導具を作るときは付与系のアクセサリーはしないように教わっていました。少しの魔力でも仕上がりに影響するからと」

「なるほど。それぞれ違うのか」

　話しながら、ようやく白エールで乾杯した。

　白エールは少しぬるかったが、炭酸は強めで、オレンジピールが香る甘めの味だった。渇いた喉にはなんともありがたい。

　このエールが入っているのは木のコップだが、先にアルコールと一緒に買い、飲み終わってから返却すると、半貨一枚が返ってくる仕組みだ。いいリサイクルシステムだと思う。

「おいしい。店で食べるよりこっちのポルケッタの方が好みかも」

　ポルケッタにかぶりついたヴォルフは、白エールがすすんでいる。

　どうやら彼は、塩や辛みのはっきりした味が好きらしい。

「よかったです。父の好物だったので、私もよく食べるようになりました。最初に食べにきたときは、子供だったので半泣きでしたけど」

「辛い味の店に当たった？」

「いえ、お店に焼きたてがあり、まだ頭と足がついていまして」

「ああ、それは驚くよね……」

　あのインパクトはすごかった。

　自分が小さい頃なので、店で飾られていた丸焼きの豚は、それはそれは大きく見えた。

　半泣きながらも目をつむって食べたらおいしかったので、そのうちに水に流れたが。




　魚介に魚醤ソースのクレスペッレを手に、ダリヤは一度木のコップを置く。

　ヴォルフとは別の方向を見ると、遠慮なく、ばくりと大口で食べた。中からぶわりと出てくる魚介の味と香り、少しだけ遅れてくる魚醤ソースの味。生臭さはまったくなく、香ばしいほどだ。

　クレスペッレの皮の部分は、端がかりっとしていて、少しだけ塩味が強くなるのがおいしい。これだけでも食べられそうだった。

「こっちもいい味だね」

「ええ、おいしいです」

　汗ばむ陽気ではあるが、屋外でエールと軽食というのは、しみじみいいものだ。

　ここ一年、こんなに楽な気分で食事をしたことはなかった気がする。

　思い返せば、トビアスは屋台での食事やピクニックなどがあまり好きではなかった。

　いつの間にか、彼に合わせてしたいことを何もかも遠慮していた。彼にああしたい、こうしてほしいと言うこともなかった。

　遠慮した上で、どこかで察してほしいと思っていた自分もいたのだ。

　それが今はたまらなく嫌に思えた。

　彼と結婚したらいい家庭が築けるかもという淡い夢──今となってはぞっとするだけの話だ。




「考えごと？」

　つい手を止めていたらしい。ダリヤは暗い考えをふり払った。

「ええ……天気のいい公園で、エールと屋台の料理というのは、幸せだなと思いまして」

「うん、俺もそう思う。そして、その幸せのもう一杯を、赤エールとして追加するかどうかで苦悩している」

「私も飲みたいので、ちょっと買ってきます」

「いや、俺が行くよ」

　立ち上がろうとしたヴォルフに、他もちょっと見たいからと言って、なんとか座らせる。この暑さでもう一度黒いマントを着せるのはしのびない。

「すぐ戻ります」

　ハンドバッグを脇に、ダリヤは早足でひしめく屋台へ向かった。
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　白と黒のエールの店はあったが、赤エールがないため、少し離れた屋台を探すことになった。

　ようやく見つけた屋台は、客が一人いたので、その後ろに少し距離をあけて立つ。

「そこのお嬢さん」

　男が知り合いにでも話しかけているのだろう、そう思って他の屋台に目を向けていると、とんと横から肩を叩たたかれた。

　通路側に目を向けると、自分と同じような赤髪に、青い目の男が笑っていた。

　その顔に、まったく覚えがない。

「君に話しかけているのだけど」

「なんでしょうか？」

　ダリヤは道でも聞かれるのかと思い、普通に返事をした。

「君、一人？」

「いえ、連れがいます」

「連れって、女の子？」

「いえ、男性です」

「女に酒を買わせる男なんて、失礼すぎるよ。放っておいて、一緒に食事に行かない？　おごるよ」

「結構です。相手を待たせたくはないので、失礼します」

　これで話は終わるだろう、そう思って、屋台に向いて赤エールを注文しようとする。

　そのとき、横から左手首をきつめにつかまれた。少しばかり痛い。

「俺、君に運命を感じたのだけど、真面目に話す時間をとってもらえないかな？」

「お断りします。痛いので手を離してください……でないと反撃します」

「君がする反撃なんてかわいいものだと思うけれど」

　男が手首を持ったまま、ダリヤの耳元に口を寄せた。

　その酒の匂いのする生ぬるい声が、ひどく気持ち悪い。

「このまま手をつないで、待っている彼から逃げるというのはどう？」

　男の胸に向けて体を引っ張られる。靴の踵かかとを地面に突き立ててなんとかこらえたが、手のコップは落ち、ハンドバッグも遅れて脇から滑り落ちた。

「……！」

　ダリヤは息を止め、右手で腕輪を握って斜めに振り下ろす。

　ガツン！　と音がして、二人の間を裂いたのは真っ白な氷の柱。

　男が驚いて後ろに飛び退のき、ひどく尻餅をついた。

「ちっ、魔導師かよ！」

　男は言い捨てると、そのまま走って逃げていった。

　その背中に『魔導具師ですよー』と小さく言ってみる。

　とりあえず、流血沙汰にならずなによりだ。

　目の前には、直径十五センチほどで長さ八十センチはある氷の円柱が転がっている。調整した氷結フリージングリングは、なかなかにいい仕事をしてくれた。




「ご迷惑をおかけして、すみません」

　ダリヤは目の前にいる屋台の女に頭を下げた。

「いやいやいや、あんた、かっこよかったよ！　こっちこそ、さっきの馬鹿をすぐ止めてやれなくてごめんよ！」

　赤エールを売っていた年配の女性が、ぶんぶんと手を横にふる。

「そっちの兄さんは遅いよ！」

　振り返ると、ハンドバッグを拾って立つ、黒いマントの男がいた。遅いので心配して来てくれたらしい。

「……ごめん、遅れた。一人で行かせるべきじゃなかった……」

「いえ、なんともなく、大丈夫ですので！」

　耳をぺたりと伏せて落ち込む犬の姿が、目の前の男と完全に一致し、ダリヤはひどく慌てる。

「あの、今、氷をどかしますから」

「氷はそこにおいといていいよ。こっちで端によけとく。この陽気だからすぐに溶けるよ。触ったらあんたの服が汚れちゃうからやめな」

「すみません……」

「ちょっと待ってて」

　女性は一度奥に行くと、赤エールの注がれた一番大きなコップを二つ持ってきた。

「どうぞ。おいしかったら、次からは買っておくれ」

「でも……」

「本日お二人様限定、試飲サービス。次からは彼氏と一緒に買いにおいで」

「ありがとうございます。次は友人と一緒に買いに来ますね」

「そうかい……そっちのお兄さん、がんばりなよ……」

　ヴォルフに何をがんばれと言っているのかは謎である。

　ダリヤは赤エールを受け取ろうとして、手が震えていること、心臓がひどくバクバクしていることに気がついた。そして、この種類の恐怖感は遅れてくるのだと初めて知った。

「すみません、ヴォルフ、持ってもらってもいいですか？」

「ああ、本当にすまなかった……」

　ダリヤの様子に気がついたらしく、さらに落ち込み空気がずっしり重い青年と共に、公園へ戻る。




「本当にごめん、やっぱり俺が行くべきだった。ダリヤを助けられないとか、騎士失格だ」

「気にしないでください。たまたまじゃないですか、私は無事ですし」

「怖い思いをさせてしまったんだから、無事じゃない。それに、君がナンパされるのは警戒しておくべきだったんだよ」

「ああ、私、考えたこともなかったですね。人生初ナンパでした」

「は？　今までは？」

　ひどく驚いた顔で青年が尋ねるので、つい笑ってしまう。

　実際、前世今世を通しての初ナンパである。

「まったく、一度も、全然。外で男性に声をかけられたのは初めてなので、お化粧の力ってすごいなと思いました」

「ダリヤ、そのカウントだと、俺が最初に君をナンパしたことになるんだけど？」

「え？　ヴォルフはナンパじゃなくて、人捜しだったじゃないですか」

「……そうなんだろうか？」

「とりあえず、ぬるくならないうちに、これを飲みましょう」

　元のテーブルに戻り、軽く乾杯すると、ようやく落ち着いた。

　やはり赤エールはフルーティでおいしい。思いのほか冷えていて、喉ごしもよかった。

「さっきのって、氷結フリージングリング？」

「ええ、改造したものですけど。相手に当てないように斜めに出したんですけど、なかなか角度調整が難しいですね」

「丸ごと凍らせてやってもよかったんだよ、あんな男は」

「手をとられただけで衛兵を呼ぶほどでもなかったですし……ところで、氷の調整機能をうまく入れると、氷剣アイスソードもどきとかもいけそうですね」

「……それ、剣につけられないだろうか？」

　ヴォルフの『魔剣に行きつく病』がうまく発動したので、落ち込み解消のため、さらに押してみる。

「剣の調整機能はどうかわからないんですけど、氷結フリージングだけだったらつけられるかもしれません。ただ、私の魔力だと『冷たさが少しの時間続く剣』くらいかもしれませんが」

「夏の遠征でそれを枕にして寝れば、寝付きがいいかもしれないね」

「ヴォルフ、氷結フリージングは刃につけることになるので、枕にしたら首が切れます」

「そして、俺は罪をつぐない、安らかに永遠の眠りにつけるという……」

「それっぽくまとめない！」

　そろそろ自分もつっこみに慣れるか、きっぱりあきらめるかするべきかもしれない。

　二人で話していると、いつの間にか話がおかしい方へずれていく。




「帰りに短剣を買いに武器屋に寄っていきたいんだけど、近くの喫茶店で待っている？　それとも別のお店で行きたいところはある？」

　赤エールがようやくなくなる頃、ヴォルフはそう尋ねてきた。

「一緒に武器屋に行ってはダメですか？」

「ダリヤは武器屋に行くのは嫌じゃない？」

「いいえ、まったく。一度見てみたかったんです。父には止められていましたので」

「意外だな。君のお父さんなら、むしろ見学しておいでと言いそうなイメージなんだけれど」

「子供の頃から『お前が夢中になって見たら、手を切るかもしれないだろう』と言われていました」

「武器はそれなりに危ないし、男性が多いから、父親としては心配になったのだろうね」

「いえ、私も悪いので、反省はしているんです……」

　ダリヤは遠い目で、公園の奥の木々を見る。初夏の緑の鮮やかさが目にしみた。

「学院の頃、『この年ならもう一人で武器屋を見てきても大丈夫！』と力いっぱい言った翌日に、スライムで火傷やけどをしたので。その後で、『絶対に武器屋に一人で行くことは許さない』と言われて、約束しました」

「スライムで火傷……ああ、防水布開発のときだね」

「はい。各種のスライムを粉末にして、いろいろな薬剤を入れて実験をしていたんですが、割合や種類を試しているときに、徹夜明けで寝ぼけ、ガラスベらではなく、手袋をつけた両方の手のひらで混ぜまして」

「スライムってそもそも強い酸だから、人も動物も当たり前に溶けるんだけど」

「ええ、ちょうどその特性が増強したようで。なかなかに溶ける力のある液体ができてしまい、見事に手袋が溶けまして。しかし、ブルースライムと違って、ブラックスライムの麻ま痺ひ毒は粉末になっても消えず、手が完全に痺しびれて動かせず、しかも痛みどころか感覚もないという……」

「先が予想できる怖い話になってきた……」

　ヴォルフがうつむき、左手で額を押さえる。

「これは自分ではダメだと判断し、父になんか手が変になったと言ったらバケツから引き抜かれ、ポーションかけられ、馬車を呼んで神殿送りにされました。ずっと手をシーツで巻かれて、行っても私には手を見せずに治療されたので、火傷の具合が全然わからなかったんですが」

「……ダリヤ、それ、寄付金いくらかかった？」

「えっと、確か金貨二枚だったかと」

「火傷じゃないね。先にポーションかけてもそれだと、たぶん指の骨が見えてたね」

「えっ？」

「えっ、じゃないよ、金貨レベルは重傷だから、笑えないから！」

「重傷……？」

　驚きである。父には何度か聞いても『けっこうな火傷』としか言われなかった。

「怪け我ががひどいとき、自分の骨や血を見るとパニックを起こして、そのまま死んでしまう人もいる。だから、ダリヤのお父さんは手にシーツを巻いたんだろう。騎士だって、スライムで死ぬことはある。まして、火と水と風が全部効きづらいブラックスライムじゃ、くっつかれたらはがしづらいんだから」

「え、ブラックスライムって〝火と水と風が全部効きづらくて、はがしづらい〟んですか？」

「ダリヤ、今はその話じゃない」

　黄金の目というのは、ここまで冷たく光るのかというのを体感できた。

　冗談抜きで即座に泣きを入れたくなる。

「一人でいるときにそんな怪我を負っていたら、塔から出るのだって難しいだろう？　今はそんな危ないことはしてないよね？」

「……してないです」

　ヴォルフに真面目に叱しかられた。普段と違ってなかなかに怖かった。




　ダリヤが神妙な顔でうなずきつつ聞いていると、彼はスライムに関する長い注意をしつつ、はっとしたように口元に手を当てた。

「……すまない、俺がムキになることじゃなかった」

「いえ、しみじみと反省しています」

　それほどの怪我だったのであれば、さぞかし父は自分を心配したのだろう。一人で武器屋に行くなというのもわかる気がした。




「ああ、今、やっとわかったよ。俺が赤鎧スカーレットアーマーの話をするときに、どうして君が、あのすごく困った顔になるのか。俺の場合、心配だと口うるさくなるのか……」

　ひどい相互理解と自己理解をされた気がする。

　でも、なぜかそれも悪くなかった。
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　客足がちょうど途切れた。そろそろ午後の休憩を入れるか、フロレスがその白い髭ひげをひっぱりながら考えていると、カランとドアベルが鳴った。

　ドアがいつもよりゆっくりと開き、そのまま止まる。

　すると、武器屋にはあきらかに不似合いと思える女が入ってきた。その後ろ、ドアを押さえていた背の高い黒髪の男も続いてきた。

　古い樫かしのドアをわざわざ開けたまま止め、女を先に通す、そんな丁寧なエスコートをする者などそうそうない。どちらかが『お貴族様』なのだろう。

　武器屋うちを興味本位でお前らのデートコースにするなと、声を大にして言いたい。

「いらっしゃい」

　内心は別として、フロレスは店主として、とりあえず型通りの挨拶をした。

　二人の客からも丁寧な挨拶が返ってきた。

　意外にも、男の方は以前にも来たことのある、女からすると見本のような美丈夫だった。

　黒髪に金の目は、南の草原にいるという黒くろ豹ひょうを想像させる。

　もっとも、自分からすると、それだけの背丈があるのなら、長剣ではなく、大剣に切り替えるために、もうちょっと肉をつけろと言いたいところだ。

　女の方は男についてきただけだろう。

　見事なほどの赤毛だが、顔も化粧もそれなりで、水色の上着に紺色のスカートは涼しげに見える。

　なかなか目をひく、悪くないスタイルだ。

　フロレスの好みから言うと、特に後ろ姿のラインがいい。




　二人は店内を確認するように回っていく。

　女が緑の目を楽しげに動かして進む度、男は足下と周囲の安全を瞬時に確認している。かすり傷ひとつ負わせまいというのが透けるほどの過保護さに、腹の内で笑った。

　まさに姫を守る騎士様の仕事である。

　そのうち、二人が自分のところに寄ってきたので、てっきり男の買い物だろうと思った。

　だが、軽く会釈して話しかけてきたのは、赤髪の女の方だった。

「お忙しいところすみません。魔法付与のできる短剣を探しています。分解できる作りで、お手頃なものを見せて頂けないでしょうか？」

「お、おう。今、持ってくる」

　丁寧な言葉と態度に、つい声がうわずった。

　この武器屋に最も多く来るのは冒険者である。男女とも言葉が荒く、態度も自由な者が多い。この女のようなタイプは、あまり見ない。

　短剣を三種類テーブルに並べると、女は緑の目を明るく輝かせ、少しばかり前のめりになって見つめている。

　なぜか、家で飼っている猫へ、最初におもちゃを与えたときのことを思い出した。

「鞘さやから出して確かめてくれ」

　自分がそう言うと、女は触ろうと手を伸ばし、いったん止めた。

　そっと横を見るので、どうしたのかと思えば、背の高い男がひどく心配そうに女を見ている。

　子供でもあるまいに、鞘さや付きの短剣でそうそう手は切らないだろうにとおかしくなった。貴族令嬢のお忍びかお遊びか、やはり相当過保護にされているのだろう。

　それでもそろそろと手を伸ばし、女はゆっくりと一本ずつ確認していく。

　安物の短剣だというのに、まるで宝物のように触れているのを、どこか不思議な気分で眺めていた。




「こちら、使っている鉄の産地はわかりますか？」

　いきなり、女から意外なことを尋ねられた。

　武器に関するやりとりは、武器屋としてそれなりに面白い。が、この女の材質や分解について細かく尋ねてくるそれは、どう聞いても普通のご令嬢のものではなかった。

　よく見れば手の爪は短く、荒れはそれなりにある。『魔法付与』の言葉を思い出し、女に尋ねた。

「もしかして、あんた、魔導師か？　それとも錬金術師か？」

「いえ、魔導具師です」

　女は笑顔で答えた。なぜか後ろの男まで少しばかり笑っている。

　魔導師や錬金術師より一段下と言われる魔導具師だが、この二人には胸を張れるものらしい。

　悪くない笑顔だった。

「これで、同じものを二つお願いします。柄つかと鍔つばと鞘さやだけ、それぞれ追加できますか？」

「ああ、できる」

　時間をかけて女が選んだ短剣は、柄が赤の一番短い短剣だった。

　女は銘もない安い短剣ばかり選ぶ。

　男の方はもっと高いものを使うようにとすすめているが、女の方が頑として聞かない。

「魔法付与のできる短剣で、柄をネジで留めるタイプもあるが？」

　自分が言うと、そちらも見たいというので、三本ほど奥から持ってきた。

　また女の質問が始まったので、材質やネジの説明をして答えていく。

　すべてに答えると、女は満足したように明るい笑顔を向けてきた。

「こちらを二本追加で、ネジ、柄つかと鍔つばと鞘さやは各二つずつでお願いします」

　高い買い物ではなかったが、妙にこちらも満足する。




　そこでふと気がついた。

　この女は、質問している間中、いや、今も、まるで自分を尊敬する恩師か師匠のような目で見ている。意識してしまうと、それがなんともこそばゆい。

　支払いは男がしたが、ひどくうれしそうな顔をしていた。

　女が選んだ武器に金を払うのに、ここまで幸せそうな顔の男は初めて見た気がする。

　一体何を付与して、誰がどう使うのか。次に機会があれば、少し女の方に聞いてみたいところではある。

「毎度あり」

「また来ます」

　定型のような挨拶をかわし、二人は外へ出ていく。

　来たときと同じように男がドアを開けたまま止め、女をエスコートするのが、なぜか今度は微笑ほほえましく見えた。




　二人の関係はわからないが、店主のフロレスには一つだけ、妙な確信があった。

　あの美丈夫はいつか、あの女の尻にしかれるに違いない。
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　武器屋の後、前日のトビアスのストレスか、今日の魔導具店の感動か、ナンパのショックか、帰りにいろいろな物をまとめて買ってしまった。

　目の前には短剣四本と付属品の入った袋が一つ、食料品が箱二つ、赤と白のワイン一ダース入りのケースが一つ。そして、それをまとめて軽々と持つ男。いや、最後のは買ったわけではないが。

　自分で買う、配達してもらうと何度も言ったのだが、ナンパから助けられなかったからせめて支払いはすべてする、荷物は持つと言いきるヴォルフを、どうにも止めることができなかった。

　最終的に、伯爵家の一員がこんなことをしていいのかと遠慮なしで切り込んでみたが、ならばより名誉回復の機会を与えるべきと言い返され、完全に負けた。

　ずっとフードをかぶったまま、汗を流しながら運んでくれたヴォルフには、感謝しかない。




「荷物は中まで運ぶ？　それとも玄関前に置けばいい？」

　緑の塔、玄関の前で、青年が尋ねてくる。その背後の空は、そろそろ夕焼けだ。

　今までの自分であれば、入り口に荷物を置いてもらい、そこで帰ってもらって、日を改めるだろう。

　短剣の魔法付与のときは、商業ギルドか学院から立ち会いのために助手を頼み、男性であるヴォルフと二人きりになるのを避ける。それがいろいろ考えても、安全で、正しい方法のはずだ。

　だが、自分の気持ちはそうではない。

　ヴォルフに今、飲み物ぐらいはきちんと出したい。できればもっと二人で話がしたい。

　恋愛はもうしたくないが、話せる友人にはなりたい。

　ただし、彼は信用できる人だということが、自分の思い込みだけであるという確率はゼロではない。

　ここからの行動は一歩間違えば危険、前世で言う『ちょろい女』『軽い女』に入る危険性は重々わかっている。それでも、ダリヤは選択した。




「二階が居間なので、二階まで運んでもらえますか？」

「わかった」

　ヴォルフは軽々と階段を上り、二階まで荷物を運ぶ。

　ダリヤは居間として使っている部屋のドアを開き、魔導ランプを明るめにつけた。

「ええと、ご家族の方か、雇っている人は？」

「いえ、私は一人暮らしです」

「入らせてもらっておいてなんだけど、ダリヤは一人暮らしの家に男を入れることに対しての、一般的警戒心はあるよね？」

「ありますし、そうそう入れていませんよ。荷物があるから仕方がないじゃないですか。あと、逆に聞きますけど、一人暮らしだからこれ幸いという気持ちが、ヴォルフに欠片かけらでもあるんですか？」

　わざと荷物のせいにして聞いてみた。

　どの花もよりどりみどりの美しい蝶ちょうが、わざわざ道端のしおれかけた青草にはとまるまい。

「正直、ダリヤが一人暮らしなのはうれしい。とにかく邪魔されずにひたすら話したい。俺に危険があると思えたら手足を縛って床に転がしておいてもらってかまわない。君は椅子で、俺は床で、君を見上げながら話そう」

「それ、どう見ても危ない人だから！」

　ダリヤは全力でつっこみを入れた。それで平然と話せるわけがないだろう。

「じゃあ、君は塔の中で、俺は外で、窓を開けて話そう」

「どれだけ大声になるんですか!?　喉がもちませんよ！」

　すでに今のダリヤの方が大声である。

　さっき真剣に悩んだ自分の時間と苦悩を返せと、できるものなら拡声器を使い、この男の耳元で叫びたい。

　が、元凶のヴォルフは悪戯いたずらが成功した子供のごとく、顔に似合わぬケタケタ笑いを続けている。




「とりあえず、お茶ぐらいは出しますので椅子に座ってください。それとも白ワインの方がいいですか？」

「すまない、白ワインをお願いしてもいいだろうか」

「ついでに簡単なものでも持ってきますね」

「本当にすまない……」

　ヴォルフがひどく申し訳なさそうに言うが、屋台から食事はしていないし、あれだけの荷物を運んだのだ。空腹になって当然だろう。

　とりあえず、彼には居間のソファーに座ってもらった。

　すぐ水で濡ぬらしたタオルを渡し、白ワインとクラッカーをテーブルに出す。汗をふいてもらい、先に一息入れて待ってもらうことにする。




　奥の台所に行き、買ってきた白パン、ストックしてあるライ麦パン、ソーセージなどを取り出す。そして、野菜を小さめに切り、ソーセージと共に小鍋でゆではじめる。

　もう一つの小鍋に二種類のチーズと白ワイン、少しのコショウとナツメグの粉を入れた。

　野菜がゆであがると、小さく切り分けたパン、ソーセージ、ゆで野菜を大皿二つに並べ、居間に運ぶ。

　ヴォルフの名を呼び、ソファーからテーブル脇の椅子に移動してもらった。

　テーブルには魔導コンロ、その上の小鍋には、とろりと溶けたチーズがたっぷり入っている。

　チーズフォンデュ。

　小型魔導コンロを作ったら、絶対にやりたかったメニューの一つである。これならばそれほど調理の時間はかからない。

「これって、チーズスープ？」

　ヴォルフはひどく不思議そうに鍋を見つめていた。どうやらチーズフォンデュは食べたことがないらしい。

　考えてみれば、今世のこの王都では、溶かしたチーズを料理にかけるのは見るが、こういった形でひたして食べるのを見たことはない。

　もしかすると、こちらでは世界初のチーズフォンデュになるのかもしれない。

「チーズですが、スープではなく、たれというか……これにパンや野菜をつけて食べるんです」

　ヴォルフに長い串と皿を渡し、先にダリヤが実演してみせた。

　パンで試してみたが、なかなかにおいしくできた。いつも飲んでいるお手頃な赤ワインとも合う味である。

　ますます目を丸くして見ている青年に、ダリヤはパンの皿をすすめた。

「とりあえず、一つ食べてみてください」

　ヴォルフはひどく慎重な手つきでパンを鍋にとっぷりと沈め、チーズがたれないように皿の上に持ってくる。

　そして、たらたらとチーズの落ちる白パンを一口でぱくりと食べ、そのまま数秒止まった。

　その後、無言で咀そ嚼しゃくしているが、妙に回数が多い。

　飲み込むと満足そうに息を吐いて、次のパンを長串につけた。

「どうですか？」

　白ワインが好きでチーズが好きで、濃いめの味が好きなヴォルフである。
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　さっきの様子からも、このチーズフォンデュが気に入らないわけがないぐらいは思っていた。しかし──

「……なんで俺は、これを今まで知らなかったんだろう……」

　あまりにせつないため息をつくのはやめてほしい。あと、チーズフォンデュは麻薬ではないのだ。目を閉じて、そんなに恍こう惚こつとした表情をしないで頂きたい。

「これ、すごくすごくおいしい……」

「一人でも数人でも楽しめるのでおすすめです。チーズとワインとパンだけでもできますよ」

「下のこれってどこで売ってる？」

「小型魔導コンロでしたら商業ギルドと魔導具店で売ってます」

「俺、これ絶対買う……あ、もしかして、これもダリヤ？」

「はい、大型のものはすでにあるので、小型化しただけですけど」




　大型の魔導具を小型化するときは、前の制作者と利益が折半になる場合と、新しいものとして扱われる場合がある。

　商業ギルドへの登録魔導具で利益契約期間の七年以内であれば、大型の制作者にも利益を支払う。八年以降であれば、小型化したものは新規登録の扱いとなる。

　魔導コンロはすでに三十年ほどの歴史があったため、ダリヤは新型として登録することになった。




「これ、野営に持っていきたいな。許可がとれればいいんだけど」

「パンはともかく、ワインは持っていけるんですか？」

「うん、ワインは革袋でそれなりに支給がある。遠征中はとても健康的な食生活で、ほとんどは黒パンと干し肉と乾燥野菜入りスープ。軽食にチーズとナッツとドライフルーツ。これがひたすら続くから」

「そうなんですか……」

　持ち運びを考えたら仕方がないのかもしれないが、さすがに続くのは辛そうな食事である。

　たき火でチーズフォンデュができないことはないが、一歩間違うとすぐ焦げそうだ。

「近くに村や町があれば、そこでおいしい物を食べられることもある。でも、魔物が出てくるのは、国境とか山沿いが多いから。獣や魔物をつかまえて食べることもあるけど、焼いて塩とコショウぐらいだし。これとチーズを持っていけば、あの黒パンもおいしく食べられる気がする……」

　話しながらもヴォルフは食事を続けている。白ワインのボトルがきれいに空いていた。

　皿を見れば、ダリヤを気遣い、きっちり半分までしか手をつけていない。

　好みの味ならば、しっかり食べてもらいたいところである。

「ヴォルフ、遠慮なく食べてください。今、追加でパンと野菜を持ってきますから。今日買って頂いたものもたくさんありますし」

「すまない……後で大銀貨をおいていく」

「おかしなことを言わないでください。それなら私、『女神の右目』の紹介料を支払いますよ」

「いや、それは受けとれない。そもそも君のことをオズヴァルドは待っていたじゃないか」

「でも、ヴォルフと今日行かなかったら、一人では絶対に行ってませんでしたよ」

「それはそうかもしれないけど」

　彼の言葉が止まったところで、白ワインのボトルをすかさず手渡した。

「これ開けて、食べててください。追加を持ってきますから」

「……すまない、ありがとう」

　その後、追加を持ってきて、短剣に関する付与の話などをしながら、二人で食事を続けた。

　片付けに関しては、ヴォルフが率先して運んで手伝ってくれた。

　野営で慣れているとのことで、手早く皿洗いまでしてくれたのには、かなり驚いた。
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　食事を終えると、ほぼ夜と言える時間帯だった。窓の外には白い月がくっきりと見える。

　夜風は涼しく、部屋にもゆらりと吹きこんできた。

「ワイン、もう一本持ってきますか？」

「正直、もう少し話したいという俺と、帰らないと迷惑だという俺で、意見が二つに割れてる」

　ヴォルフが少しばかり困ったように言う。

「庶民だと付き合いはそれなりに自由ですが、ヴォルフの方はどうなんですか？」

「俺の方は完全に自由。仲間で出かけて、酒場で徹夜とかもあるから」

　この王都、庶民に関しては、恋愛もお付き合いもかなりゆるめで自由だ。

　恋人との旅行や婚約者との旅行も普通に許す家は多いし、同どう棲せいしてから結婚、婚姻届は出さないで子供を持つといったこともある。独身で結婚をせずに恋愛や友情を謳おう歌かしている人もいる。

　そして、浮気と離婚と再婚、修羅場の話もそれなりにあったりする。




「あの」

「あのですね」

　微妙な空気に二人そろって話しかけ、両者がやめた。

　数秒の沈黙の後、先に口火を切ったのはヴォルフだった。

「あー……ものすごく失礼なこと聞くけど、ダリヤは一般的意味合いで、俺に口説かれたいと思う？」

「ないです」

　ダリヤは即答した。そして、まっすぐにヴォルフを見て聞き返す。

「ヴォルフは、私に言いよられたいと思いますか？」

「思わない。失礼な質問をしたことを心から謝罪する。ダリヤはそういうのではないとわかってるのに、ここに入れてもらえたことを素直に喜んでいいのか、実は少しだけ迷った」

「こちらも謝ります。ないとは思いましたが、ヴォルフに対し、一応それなりの危険も考えました」

　気がつけば、二人そろって頭を下げあっていた。なんともしまらない光景である。

「言っておくけど、ダリヤはとても魅力的な女性だとは思っているよ。かわいいし、頭もいいし、会話もとても楽しいし……」

　ヴォルフは一度そこで言葉を切り、手の甲を唇に当てる。そして、切り替えたように口を開いた。

「俺はダリヤの好みから完全に外れている、ということでいいのかな？　もっとも、最初に会ったときから助けられっぱなし、今日も酒は買いに行かせる、ナンパからは守れない、食事はたかるとか、完全にマイナスにふり切れている男なわけだけど」

「いえ、ヴォルフは魅力的だとは思うんですよ。でも、好みというより、私の場合、婚約破棄もありましたし、魔導具師の仕事が面白いですし……」

　ダリヤは今までを振り返りつつ、しみじみと思っていることを言葉にする。

「私、もう恋愛する気になれないんですよ」

「俺も、恋愛が面倒でその気がない」

　言い終えて、両者とも、ものすごくほっとした表か情おになった。

　その後、お互いのその顔を見て、無言のまま苦笑する。ロマンスの欠片もない見つめ合いである。




　だが、これでようやく、自分は思っていたことをきっぱり言うことができる。

「魔導具と魔剣のお話をするお友達でいませんか？」

「ああ、喜んで……！」

　ヴォルフが今までで一番の笑顔となったので、新しい白ワインを開けて乾杯した。

　なぜかその後、さらに魔剣と魔導具を讃たたえて二度乾杯し、双方のグラスに見事なヒビを入れてしまった。

　謝りまくるヴォルフが、次に来るときに新しいワイングラスを買ってくることを約束した。




　二人でテーブルをはさみつつ、赤と白のワインを新しいグラスにそれぞれ注いだ。

「初めて普通に話せる女性の友達ができたよ……」

　ヴォルフが向かいのソファーにくたりとよりかかっていた。さっきと違って肩の力が抜けきっている。

　自分もそうなのかもしれないと思いつつ、ダリヤはグラスを持った。

「その言い方だと、なんだかお友達が少なそうですね」

「ええ、まったくその通りで」

「今のは冗談のつもりだったので、否定されないとあせるんですが……貴族だとそういうものなんですか？」

「いや、俺の場合、一度友達にはなれるんだけど、女性絡みで友情が破綻しやすい。学院の頃は特にひどかった」

「ええと、それは三角関係とかですか？」

　ダリヤの質問に答えず、ヴォルフは白ワインの液面をゆらゆら傾ける。

　そして、美しい黄金の両目を閉じ、うすら寒く笑った。

「友達の好きな女の子が俺を好きだった。友情の破綻」

「学院の頃はみんな若いですからね」

「友達の彼女が俺を好きだと言う。友情の破綻」

「それはお友達が辛つらい……」

「友達と付き合いはじめた彼女が、じつは俺目当てだった。友情の破綻」

「そこまでくると泣けてくる話」

「友達の妹、婚約者付きが俺に告白。断ったら、俺にひどく言いよられていたと友達に言う。友達はそちらを信じて俺を殴る。友情の破綻」

「どれだけ恋愛で友情が破綻してるんですか……」

　それはトラウマにもなるだろう。顔がいいのもここまでくるとマイナスの方へ傾くのだろうか。




　ようやく目を開けたヴォルフは、少しばかり疲れた顔で続ける。

「学院で嫌になって、兵舎に入れたときはほっとした。その後に見合いから遊びまで幅広いお誘いがあって、すぐうんざりした。今は夫に先立たれた前公爵夫人とお付き合いしていることになっているから、しつこいのはそんなにないけど」

「前公爵夫人……ご親戚とかですか？」

　前公爵夫人と聞いただけで、ダリヤは脳内にイメージによる妖よう艶えんな美女を作り上げてしまった。前世の小説の読み過ぎだろうか。

「俺の母が騎士で、結婚前に護衛をしていたのがその夫人。母つながりでたまに屋敷に泊めてもらっている。旦那さんが亡くなってから、ツバメ志願者が掃いて捨てて埋めるほどいるから、俺との噂うわさがあれば、虫除よけになるって」

「掃いて捨てて埋めるほどのツバメ志願者……」

　いわゆる男性のツバメが想像できず、ダリヤの頭の中では鳥のツバメが庭を埋め尽くし、それを箒ほうきではくヴォルフの妄想が浮かんだ。

　もしかすると意外にワインが回ってきているかもしれない。

「実際に夫人目当てで、庭に花束持って不法侵入した愚か者も昔はいたらしい。あそこの公爵は容赦ないって聞くから、実際、しつこい奴は埋まっているんじゃないかな、物理的に」

「お願いですから冗談だと言ってください！　今すぐに、私の心の平和のために！」

　これに関してヴォルフからの答えはなかった。

　いい笑顔で新しい瓶を開け、なみなみと赤ワインをグラスに注いでくれる。

「公爵家怖い……でも、その方は、ヴォルフの女性のお友達じゃないんですか？　今、お一人なら恋をしても問題ないと思うんですけど」

「友達とは違う、完全に向こうが上というか……血はつながっていないけど、叔母というか、貴族のことを教わる先生だね。年齢も母と同じだし。あと、恋はともかく、いろいろ飢えたら娼しょう館かん行くよ」

「女の私にそれを言う。しかも、その顔でそれを言う」

　むしろヴォルフならば、稼げるんじゃないだろうか。かなりいい金額を、ごく短期間で。

「ダリヤ、何を考えているのか予想がつく目で俺を見ているようなんだけど？」

　じっとりとした視線がこちらに返ってきた。

　思考が筒抜けたようなので、とりあえず急いで話題を切り替えてみる。




「ヴォルフは学院でこう、清せい楚そなご令嬢をお嫁さんとして捕まえるべきだったのでは？」

「……その『ご令嬢』と呼ばれる生き物に、学院の茶会で薬をもられた経験があるよ」

「学院の茶会で？」

「ああ。その場で脱ぐつもりだったのか、家の馬車でも呼んでいたのかは謎だけど。運良く呼びに来た友人に運ばれてなかったら、どうなってたかわからない」

「……わぁ」

「そのときに友人に叱しかられて。俺はあまり家族と交流がなかったから知らなかったけど、貴族の子弟はもっと早くからそういう訓練をやることが多いらしい。その友人が貴族だったから、相談にのってもらって、いろいろと飲んでそれなりに耐性をつけたり、魔導具を買ったり……本当にありがたいと思っていたら、婚約者付きの妹の件で、殴られて絶交されたんだけどね」

「本当に大変だったんですね……」

　それは女性不信、いや人間不信にもなるだろう。

　しかも、公爵家であっても、どうやらヴォルフは家族枠には入れられていないようだ。相談先がなかった頃はさぞ辛かったに違いない。

「討伐部隊でやっと話せる友人が数人できたくらいで、正直、俺の対人関係はかなり情けないものだよ。女性不信の臆病者で、魔物を倒すしか能がない。たぶん、『ダリさん』の君に会わなかったら、こんなふうに話せてもいなかった」

　ヴォルフは自嘲していたが、その両手はきつく組まれていて、どこか痛々しく見える。

「正直に白状してみたけれど、ダリヤにとっては、すぐ友達をやめたくなるような奴じゃないかい？」

「いいえ、まったくそうは思いませんが」

　首をしっかりと横に振って否定する。

　そもそも、ヴォルフが悪い点がどこにあったというのか。

　顔がいいという理由で女性が彼に寄ってきたとしても、それについて責を負う必要などないだろう。そもそも迷惑と被害を受けているのはヴォルフの方ではないか。

「そもそも、恋愛や婚約といったことに関しては、私もひどいものですし」

「あの『真実の愛』の人？」

　このところ、トビアスは名前より形容詞で表されるようになってきた気がする。

　まあ、名前を何度も聞くよりはましかもしれない。

「ええ。父が亡くなった関係で丸二年も婚約していたんですよ。で、結婚前日に新居に行ってみれば、新しい婚約者がすでに出入りしてたり、私の家具に女物の服があったり、その後は婚約腕輪を新しい婚約者に渡すから返せと言われたりで」

「ダリヤは遠慮なくその男を殴っていいと思う、いや、むしろ助走をつけて全力で殴るべきだと思う」

　青年はきっぱりと言いきった。黄金の目が、完全に本気だった。

「それがですね、そこまでの思い入れもなくて……結局、二年隣にいても、婚約者に恋をしていなかったんですよ。学院の頃も恋愛というのが縁遠い上に、まったく気持ちとしてわからなくて。実際、婚約中より、魔導具を作っている今の方がずっと楽しいので、私はそういうところが欠落してるのかもしれません。婚約破棄で、自分が恋愛不適格なんだろうという判断になりました……」

「そうだったんだ……」

　ヴォルフはとりあえず理解してくれたようである。

　自分自身でも消化の難しいこれまでのことだが、意外にまっすぐ説明できた。これもワインの力かもしれない。




「ダリヤの学院生活って、やっぱり魔導具の研究がメインだった？」

「はい。学院の頃は勉強と魔導具研究室にいて、帰ってきたら家事と父の魔導具制作の手伝いと自分の魔導具研究でしたね」

「かなり忙しそうだね」

「でも、たまの休みは、幼おさな馴な染じみや友達と一緒にご飯を食べたり、買い物に行ったり、お互いの家にお泊まり会なんかはしてましたよ」

「なんか、そういう休みの過ごし方っていいなぁ……」

　顔も家柄も職業もいいはずのヴォルフだが、青春要素の少ない自分をうらやましがっている。なんとも不ふ憫びんである。

「俺、隊で最初にできた友達と街に出かけたときは、ナンパの餌にされたっけ……」

「そのお友達は、もういらないんじゃないかと」

「悪い奴じゃないんだ。今は、女こそ男の生きるエネルギーとか言ってて、付き合ってる女性に全力で貢いでいる」

「王都の経済を回すのに大変いいことです」

　そう答えたダリヤの前でヴォルフはすっと目を細め、片手で目を隠すようにして酒をあおった。

　ふと見れば、彼の正面に開けたままの窓がある。そのガラスに、ちょうど自分の顔が写ったのだろう。

「……ヴォルフは、そんなに自分の顔が嫌いなんですか？」

　その動作は傷を隠すように見えたのに、つい、口が滑った。

「ああ、大嫌いだ」

　きれいな笑顔で答えているはずなのに、なぜか怒っているように見える。

　そのまま手元の酒を一息にカラにすると、すべての表情が抜け落ちた。

「『少年』になってから、『魅了チャーム』のある目じゃないかって神殿に連れていかれたよ。治るかと期待したら、『魅了チャーム』じゃないって。なんでこんな目なのか聞いたら、神官に言われたよ。『これはきっと神の祝福です。金色の目は人の好意を招きやすいのでしょう』って。好意じゃなくて欲望の間違いだろうと思ったよ」

　今度は無表情なのに、なぜか泣いているように見える。

　そして、聞いているかぎり、その美しい黄金の目こそが、まるで彼を蝕むしばむ呪いに思えた。




「その目、人から隠せるなら、隠したいですか？」

「ああ、隠せるなら、隠したい……ダリヤはなんだか、魔女のようなことを言うね」

　青年の目が、少しだけ困惑を込めて自分を見返してくる。

「魔女ではなく魔導具師なので、もしかしたら……少しだけ、魔導具でかなえてあげられるかもしれません。お酒を持ったままでいいので、ちょっと作業場に付き合ってもらえますか？」

　二人そろってワインとグラスを持つと、一階の作業場に下りた。
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　昨年早くに父が注文し、一度も使われることのなかった銀ブチの作業用眼鏡を取り出す。

　ヴォルフにそれを合わせてもらうが、サイズはちょうどよかった。

「ダリヤ、眼鏡なら持っているけど、あまり効果は……」

「ヴォルフ、色ガラスの眼鏡は試したことがありますか？」

「いや、ない」

　作ろうと思ったのは、色つきレンズの眼鏡である。

　あまり王都では見かけないが、ゼロではない。

　ストックしてあるガラス板がいろいろとあるので、かなり薄めのブルーグレーの薄板を選んだ。

「レンズを色つきに入れ替えます。目の部分に色が入ると、感じが変わるので。あと、もう一つ」

　ダリヤは棚から五センチ四方の銀色の魔封箱を取り出した。

　中には、父がダリヤの部屋の窓に使おうとして失敗、粉になってしまった『妖精結晶』が入っている。

「この妖精結晶を試してみます」

「妖精結晶？」

　ヴォルフが銀色の小さな魔封箱を前に、首を傾かしげている。

「今日『銀の枝』で見たランプと同じです。妖精結晶は、妖精が隠れるための魔力が固まったと言われていて、認識阻害の力があるんです。うまくいくかどうかわかりませんが、これを使って、レンズに魔法付与をしてみます。残念ながら失敗する確率の方が高いので、そうしたら、普通にもう少し濃い色ガラスで眼鏡を作ることになりますが」

「なんだかダリヤに手間をかけさせるようで……」

「あの、実験だと思ってください。失敗に付き合わせたら申し訳ないんですけど」

　実際に父が失敗した後の粉を使うのだ。

　窓よりもずっと魔法付与の面積は小さいし、理論上はできるはずなのだが、成功するかどうかは五分五分、いや、成功四分の失敗六分ぐらいの可能性だろう。

「君の作業を、こちら側で見ていてもいいだろうか？」

「ええ、どうぞ。気にせずに飲んでいてください。レンズ片方で数分ぐらいだと思いますが、作業中はお話しできません。もし、魔法付与に時間がかかるようだったら、すみませんが、放って帰ってもらってかまいませんので」

　ダリヤは服の上に作業用の緑色のローブを羽織り、椅子に座る。

　ヴォルフは、作業机をはさみ、斜め向かいの椅子に座った。




　ダリヤは最初に、薄めのブルーグレーのガラスを、すでに外したレンズを参考にし、魔力を入れて形を変えていく。ガラスの形を整えると、作業皿の上にそろえた。

　銀色の魔封箱をそっと開けると、虹色の妖精結晶の粉が、きらきらとまたたいて光っていた。まるで粉の一粒一粒が生きているようだ。

　水晶のビーカーに妖精結晶の粉を入れ、上からゆっくりと青い薬液を注ぐと、右手の人差し指から魔力を入れつつ、左手のガラス棒で混ぜ合わせる。

　一枚のレンズの上に、混ぜた液体を半分だけのせ、さらに指先から魔力を入れていく。

　すると、液体は触れてはいないのに、ゆっくりと波打ちはじめた。

　ダリヤは人差し指を液体に向け、その魔力で、妖精結晶の無数にある輝きの向きをそろえようとする。片面だけにしないと、両面に認識阻害がかかり、眼鏡としては使えなくなってしまうからだ。

　妖精結晶はまさに自由な妖精のように予測がつかず、いくつもの光が無秩序にきらめいている。

　まるで子供に遊ばれているように制御できない。それでも、ただ必死に魔力を流し続ける。

　しばらくすると、液体は根負けしたように、じりじりとレンズの中央に集まりはじめた。

　その動きはまるで、キラキラと光る虹色のスライムのようだ。




　魔導具の魔法付与には、いくつかパターンがある。

　最も多いのは、強い魔力で一気に対象物に付与する方法だ。

　短時間で、強い魔力を行き渡らせることができる。強い属性魔法を持つ者が、魔石に魔力を入れ込む場合にも使われることが多い。

　ただし、魔力によって魔導具を壊す恐れがあるので、繊細さを必要とするものには使えない。

　次に、魔力の定量をあらかじめ決め、それを付与する方法がある。

　この魔導具ではこのぐらいの魔力が必要ということを把握し、自分の魔力でどのぐらいになるかを何度か確かめ、その定量を入れる。大量生産向きであり、無駄が少ないため、多くの魔導具で使われる方法である。

　少々悔しくはあるが、これに関しては自分よりトビアスがはるかにうまかった。

　そして、もう一つ、目的の魔法付与をするために、魔力を与えながら、魔導具と素材の変化に合わせていく方法がある。

　こちらは少なめの魔力を継続して付与していくものだが、根気と共に、素材を観察し続ける目がいる。

　ダリヤが得意とし、今、行っているのがこれだ。




『素材と話しながら魔法付与を行え』そう教えてくれたのは父だった。

　一定の魔力を、素材が希望すると思えるところへ、場所と角度を変えてひたすらに与えていく。

　キラキラと光る方へ指先で少し魔力を足せば、反対側が我もよこせとばかりに光りだす。そのまたたきの忙しさに、今にも酔いそうだ。

　気がつけばダリヤには、虹色の光の中、半透明の妖精の輪郭だけが見えていた。

　それはダリヤが初めて見る、素材の幻影だった。

　不意に、父の言葉がよみがえる。

『魔導具を作っているとき、まれに、その魔導具自体や、素材とわかり合えることがある』

　そのときは意味がわからなかったが、今がそうなのかもしれない。




『何ヲ願ウノ？』

　顔は見えないが、妖精の鈴のような声が、頭の中に直じかに響く。ダリヤは慌てて答えた。

『彼のために、彼の目を目立たなくしてあげてほしい』

『何な故ぜ、アナタガ、願ウノ？　綺き麗れいナノニ、隠スノ？』

　ひどく不思議そうな声で問われ、ダリヤは考える。

　かわいそうだから、目立たなくしてあげたい、それは自分の傲ごう慢まんかもしれない。

　では、自分の願いとは、なんだろう？

　欲望の視線から、悪意ある視線から、彼が傷つくような視線から、守りたい。

　ヴォルフに笑顔でいてほしい。自分が、彼に傷ついてほしくはない。




『ヴォルフが笑顔でいられるよう、人の目から守って。私が、彼に傷ついてほしくない』

　そう伝えると、楽しげな笑い声と共に、妖精の羽が震えた。

『守ッテアゲル！　アナタガ虹ヘ、送ッテクレルナラ』

『虹？　私は、どうすればいいの？』

　自分の問いに答えはなく、頭に流れ込んできたイメージは、妖精の『死』だった。

　犬系の魔物に捕まりかけて逃げたものの、力尽きて地面に落ちる小さな体。目の前にある虹の向こう側に必死に渡ろうとするが、羽も体もぼろぼろで飛ぶことができない。

　イメージだとわかっているのに、ダリヤは思わず手を伸ばした。

「ぐっ！」

　ずるり、伸ばした右手を通し、体内から一気に魔力をもっていかれたのが本能でわかった。

　こみあげる吐き気と不快感を押さえつけ、ダリヤは奥歯をきつく噛かんで、それに耐える。

　こめかみから一気に汗が流れ、顎あごでまとまって、ぽたぽたと落ちた。

「ダリヤ！　一度休んだ方が……」

「静かに！」

　短い言葉をヴォルフに返し、またレンズに魔力を流し続ける。




　いつの間にか、妖精は目の前から消えていた。

　虹の粉を飲み込んだスライムのような粘体は、レンズの中央でふるふると震え、完全な球体になった。

　もしや、失敗して破裂するのか──そう慌てたとき、なぜか、後ろに父の気配を感じた。絶対にいるはずがないとわかっているのに、ついそちらに視線を向けたくなる。

　その迷いを振りきって、レンズだけを見た。

　レンズの上、笑うとくしゃりと皺しわの多くなる父の顔が、くっきりと思い出せた。




　粘体は、たくさんの花びらを開かせるように、中心からするすると光を伸ばした。

　まるで虹色のダリヤを思わせる花が、レンズの上に美しく咲いた。

　花が満開となった瞬間、ひどくまぶしく光り、思わず目を閉じる。
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　ようやく目を開けると、自分の手にはレンズだけが残っていた。

　レンズに魔力を当て、もう入らないことを確認すると、ダリヤは即座にもう一枚のレンズを手にした。

　ヴォルフがテーブルをはさんでひどく心配そうにしているのも、目に入らなかった。

　集中力が続くうち、今のことができるのかを試さなければ、二度と同じことはできなくなるかもしれない。ここまできて、まぐれで終わるのは絶対に嫌だ。

　二枚目の作業では、先ほどの妖精はもう出てこなかった。

　しかし、こちらも簡単にはいかない。

　さっきの粘体よりも、やや粘度の少ない液体がずるずると動く。

　同じことを願いながら必死に魔力を通していると、あの無理に魔力を引きずり出される感覚がまたあった。幸い、覚悟をしていたせいか、前よりはだいぶましである。

　粘体は、やがて中央に集まり、二度目の美しい虹色の花を咲かせて消えた。

　これでようやく二枚のレンズがそろった。眼鏡に両方のレンズを組み込み、ネジ止めをする。

　霧吹きで水をかけ、丁寧に布でぬぐいとると、ようやくヴォルフに手渡した。




「ヴォルフ、つけてみてください」

　青年は差し出された眼鏡をかけ、周囲を見渡す。

　ほんの少しだけ視界に青みはつくが、気にならない程度のはずだ。

「ああ、はっきり見えるし、まぶしくないよ」

「では、横にある鏡を見てください。妖精結晶で認識阻害を付与しましたので、『おかしい』はずです」

「……これって……？」

　鏡の向こう、わずかにブルーグレーの入ったレンズの眼鏡をかけた、緑色の目の青年がいる。

　ヴォルフの目ではあるような気もするが、イメージがまるで違う。

　もっと落ち着いた、やわらかでおだやかな感じの目。街のどこにいてもおかしくないような、そんな目だった。

　そして、顔を横に傾け、さらに驚く。横から見ても、目は金ではなく、緑だ。

　しかも鏡で見ているのと同じ、やさしく落ち着いた感じの目のままだった。

　顔自体は確かにヴォルフなのだが、別の人間でもあるような、不思議なほど目立たない顔がそこにあった。

「申し訳ないのですが、レンズにうちの父のイメージが少し入っています」

　魔法付与中に父を思い出してしまうとは、予想外だった。

　でも、カルロの少し下がったやわらかな目のイメージが、意外なところで役に立った。

　こういったことで使ってしまい、喜ばれるのか悲しまれるのかわからないが、今度、お墓にお酒を持っていくので、どうか許してほしい。




「そのままで、前髪を全部下ろしてください」

「あ、ああ」

　目の前の青年は、まだ呆ぼう然ぜんとしている。理解が追いついていないらしい。

　それでも、素直に前髪を下ろし、鏡をじっと見つめている。

「それなりに目立たなくなりますし、知っている人はヴォルフだとわかると思いますが、目の強い印象はなくなるはずです。あの、それだと、フードなしで街を歩けないでしょうか？」

　美形度は二段ぐらい隠れたが、黒髪の美しさや顔の輪郭、長身痩そう躯くは隠しようがない。しかし、それはあえて黙っておこうと思う。

「……ああ、歩けると思う」

　片手で口を押さえ、もう片手で我が身を抱いているヴォルフがいる。

　肩の震えは笑っているのか、目に涙はないから泣いてはいないと思うが、混乱だろうか──少し心配しつつ、ダリヤはそのまま待った。

「……ありがとう」

　深く下げられた頭は、上げられることはなく、言葉だけが続いた。

「これを正当な価格で、俺に売ってほしい。いくらでもかまわない」

「いえ、それは試作品なので、次から買ってください。あと、頭を上げてください！」

「試作品でも俺のための魔導具だ、お願いだから支払わせてほしい」

「いえ、使ったのも、以前に失敗した残りの粉なので！」

「もし、新しく作るなら、いくらかかる？」

　ようやく頭を上げたヴォルフに、ダリヤは慌てて告げる。

「ええとですね、元の眼鏡とガラス、加工賃で大銀貨は三枚ほどでしょうか。ただ、妖精結晶がですね……すみません、スプーン一杯のもので金貨三枚ほどします。それで、眼鏡二本分にはなると思います。ただ、妖精結晶自体、あまり手に入るものではないので、探さなくてはいけませんが……」

「わかった。今かけているものの分として、金貨三枚と大銀貨三枚を支払う」

「いえ、繰り返しますが、それは試作品です。でも、眼鏡は壊れることもあるので、もう一本ある方がいいですか？」

「あればうれしいとは思う。でも、あんなに大変なんだ、君にもう無理はしてほしくないよ」

　自分を心配そうに見つめる緑の目が、なんだか不思議だ。

　ヴォルフではあるのだが、つい父も思い出してしまい、微妙な気分になる。

　だからこそ、目の前の友人に向けて、ダリヤはきっぱりと宣言する。

「間違っていますよ、ヴォルフ。魔導具師は魔導具を作るのが仕事です。一度目より二度目、二度目より三度目が、より上手に、楽にできるんです」




　正直、今回の魔法付与は、今まででも上位三番に入る辛さだった。

　だが、それがなんだというのだ。

　魔導具師として、友人を守れるものを作れるならば上等だ。二本でも三本でも作ってみせようではないか。




「ヴォルフ、魔物の討伐だってそうじゃないですか？　最初の討伐はなかなかうまくいかなくても、同じ魔物であれば、二度目は弱点がわかったりしませんか？」

　何を比較に出していいのかわからないので、とりあえず、仕事を引き合いに出してみた。

「それは、確かにあるけれど、あんなに辛そうなのは……」

「私は失敗しても気絶するだけです。魔物討伐のように命がけではないんです。本当に心配しないでください」

　魔力がおそらくカラに近く、膝がかなりがくがくしているが、それに気づかれないよう、勢いをつけて立ち上がった。

「成功したんです、乾杯しましょう！」

「ああ」

　ヴォルフが二つのグラスに赤ワインを注ぎ、本日何度目かの乾杯となった。

　乾ききった喉に、甘めの赤ワインはとてもおいしかった。つい、一回でグラスを空にしてしまう。




「あ！　うっかりしていました……これって、王城や兵舎には持ち込めますか？」

　ダリヤはつい声をあげてしまった。

　今さらだが、この持ち込みはまずいのではないかと思う。一歩間違うと、王城で変装し放題ではないか。

「大丈夫。王城に入るときに鑑定と登録が必要だけれど、これなら持ち込めると思う。王城内では外す形かな。門の出入りのときはどのみち必ず本人確認が入るし。高位貴族は出歩くのにやっぱり変装が必要なことは多いから。あと、魔物の呪いを受けて、認識阻害の腕輪なんかで隠している人もそれなりにいるし」

「あの、それは私が聞いてよかったことなんでしょうか？」

　心配になって聞き返した自分に、ヴォルフと父を合わせたその顔が、不思議そうに尋ねる。

「魔物の呪いは王城だけじゃなくて冒険者でも時々あるよ。聞いたことはない？」

「ええ、初めて聞きました。実際にどんなのものがあるのか、聞いてもいいでしょうか？」

「魔物を斬った腕にウロコが出るとか、体の一部に火傷やけどの痕のように魔力痕が残るとかかな。神殿で治せるものと治せないものがあるし、解呪はそれなりに高いから、お金が貯たまるまで認識阻害のアクセサリーをすることもあるよ」

「まったく知りませんでした……」

　それならば、やはり認識阻害のアクセサリーは欲しいだろう。

　その呪いというのが、魔物の命がけの復ふく讐しゅうによるものなのか、なんらかの条件付けなのかも、ちょっと気になるところではある。




「そういった腕輪で、ヴォルフの顔の認識阻害はできなかったんですか？」

「腕輪で目の認識阻害は聞いたことがない。眼鏡に認識阻害というのはあるかもしれないけど、魔導具としての販売品ではまだ出回っていない。諜ちょう報ほう部になら、もしかするとあるかもしれないけど」

「……私が作ったことは内緒にしてもらえますか？」

「ああ、絶対に約束する。家つながりで手に入れたと言っておくよ」

　目の前でうなずく男を、ダリヤはじっと見つめる。

　その顔を見ると、どうにもうずうずとした感覚が、胸の奥からわき上がって仕方がない。

「すみません……申し訳ないのですが、塔でお酒を飲むときだけは外してもらえないでしょうか？」

「やっぱり、見慣れない感じがする？」

「その……父を思い出すのか、今、ものすごく、お酒の飲みすぎを止めたい心境にかられています」

「わかった。塔では外すよ」

　眼鏡を外し、もう何度目になるのかわからない乾杯をする。

　遮るもののない黄金の目は、ひどく楽しげにダリヤを見つめ続けていた。
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　トビアスは魔導具の素材を取り寄せてもらうため、実家のオルランド商会に来ていた。

　いつも店にいる母の姿が見えず、妙に従業員の口数が少ない気がする。

「トビアス」

　抑揚のない声に振り返ると、十歳上の兄が歩みよってきた。

　イレネオ・オルランド。自分の兄であり、オルランド商会長でもある。

　ひょろりとした長身で、父そっくりの黒いつり目、こげ茶の髪をしている。

　トビアスはひどく父に似た、この兄が苦手だった。

「お帰り、兄さん。いつ戻った？」

「一昨日の夜中だ。お前に話がある。時間はあるか？」

「ああ、大丈夫だ」




　打ち合わせ用の部屋に二人で入ると、イレネオが奥の椅子に、トビアスがその斜め向かいに座る。

　事務員が紅茶を二つ並べ、一礼して出ていく。そうして、室内は兄弟二人だけとなった。

「婚約破棄からその後のことまで、一通り聞いた」

「すまない。急なことで兄さんにも迷惑をかける」

「お前と母さんが、俺がちょっといない間にここまでやってくれるとは、怒るよりいっそ笑えたぞ」

　兄は部屋に入るときに持ってきた厚い書類の束を、テーブルにばさりと広げた。

　近くで見ると、自分に向けた目の下にくっきりしたクマがあった。書類を持っていた手には血管が浮き、隠しきれない疲労がにじんでいる。

「ギルドの借金は全額返済した。お前の口座に金貨三十枚を入れておいたが、これはギルドの信用金だと思え、減らすな。あと、二度とうちの商会の名前で借りるな、商会の信用問題になる」

「すまない……」

「次に、商業ギルドの方の魔導具登録の件だ。こちらの方が重いな、俺が息をかけているギルド員達にある程度の口止めはさせるが、一度噂うわさが流れればおさえは効かんし、あまり目立つ真似はできない。ガブリエラに逆手にとられる恐れもある。お前はしばらく商業ギルドには行くな」

「わかった」

「その次。お前が新しい女をつくり、尽くしたダリヤを結婚目前で捨てたという噂が出回っている」

「それは……」

　実際そのままなので、トビアスは言葉につまる。

「嘘うそでも事実でも、悪評はお前のこれからと、商会の信用にかかわる」

　イレネオは数枚の書類をめくりながら続ける。

　殴り書きのような筆跡の上、いくつかダリヤの名前が読み取れた。

「ダリヤの周りを伝つ手てをたどって確認させたが、スカルファロット伯爵家の男と付き合っているようだな。新しい男がいることと、魔導具作りもあるし、仕事をやめるのも、堅苦しい結婚も嫌だったのだろうという話を、そのうちに噂うわさ雀すずめどもに金を渡して回させる。二ヶ月もあればそれなりに落ち着くだろう」

　噂雀とは、街の中で人に紛れ、噂や宣伝をまいてくれる者達のことだ。

　本来であれば、店や商品のよさなどを喋しゃべらせるサクラだが、今回はそれを使うつもりらしい。

「ダリヤが、伯爵家の男と？　本当なのか？」

　トビアスが思い出したのは、以前、喫茶店のテラスで会った、ひどく容姿の整った男だ。

　確かに、スカルファロット伯爵家の姓を名乗っていた。

　ダリヤがあれからあの男とずっと付き合っていたのかと思うと、なぜか不快感がある。

「一緒に歩いていたのは、背が高く、黒髪で目が金色、目を奪われる美男子とあるな。これならスカルファロットの末っ子と一致する。塔の近くの店で、背の高い黒いフードの男がダリヤの分の支払いをし、荷物も持ってやっていたそうだ。ずいぶんあちらが惚ほれ込んでいるようだな」

　熱い紅茶に息をふきかけつつ、兄は続けた。

　たった二日でどうやって調べたのか、伯爵家の名前のある書類も見えた。

「相手が伯爵家ではさすがに結婚はないだろうが、なんといっても水のスカルファロットだ。いいパトロンになるだろう」

　トビアスは、ダリヤがパトロンを持つなどありえない、そう言いかけて黙る。

　確かにあの日、彼女ではなく、相手の男の方が声をかけていた。




「まったく、できることなら、俺がダリヤを妻に欲しかった。今、既婚なのが悔やまれるほどだ」

「兄さん、そんな冗談を」

「冗談なんかじゃない。高等学院出で計算が速くて帳簿がつけられる、有能な魔導具師で、男爵娘の肩書きあり、緑の塔という家持ち。くわえて、お前と別れてからここまでの冷静な立ち回り、伯爵家の男を捕まえて、一人で商会まで立ち上げた。こんなできる女がそうそういてたまるか……」

　ロセッティ商会に関する書類を一番上に、兄は苦いため息をつく。

「トビアス、お前は一体、何が不満だった？」

「俺には、エミリヤが……」

　言いかけたトビアスに、イレネオは冷たい視線を向ける。

　その視線に、いつか父にきつく叱しかられた記憶が重なり、言葉が止まった。

「女の好みに関しては仕方がないさ。だが、筋は通すべきだった。婚約破棄をして半年、なぜ、エミリヤと付き合うのを待てなかった？」

「俺は、どうしても彼女とすぐ一緒になりたかったんだ」

「じゃあ聞くが、ダリヤの方が先に男ができたから婚約破棄する、明日から一緒にここで住むと言われたら、お前は受け入れられたのか？」

「それは……」

「お前がやったのはそういうことだ。もうダリヤには近づくな。うちの商会程度、あの水の伯爵家ともめごとを起こしたら簡単にとぶぞ」

　兄は言いながら、さらに下にある書類を引っぱり出す。

「あと、エミリヤだが、子爵家の血はひいているが、つながりではプラスにならないからな」

「プラスにならないって、どういう意味だ？」

「ざっと調べたが、エミリヤはタリーニ子爵家の先代の弟と屋敷で働いていた女との間に生まれている。子爵家はそのときに結構な金額を支払い、公証人をおいて女と正式に縁切りをしている。子爵家に母さんが挨拶の手紙を出したら、そのような者はいないと返ってきたそうだ。タリーニは庶民でもある姓だが、エミリヤの母がちょうどそれだ。うまく使ったのかもしれないな」

　書類にはさまれてあった手紙には、確かにタリーニ子爵の文字があった。母の手紙も送り返されたのか、共に茶の紐ひもでくくられている。

「……俺はそれでもいい。エミリヤは、エミリヤだ」

「お前がそう思うならそれはいい。子爵家にはこちらで詫わびをいれておく。ただ、これを利用して子爵と縁を作ろうとしていた母はたいへんご立腹だ。噂のこともある。エミリヤはもう商会に来させるな」

「ああ、わかった」

「あと、母さんは今日から商会の表に出さん。裏か家にいる。用があるならそちらへ行け」

「どうしてだ？　どこか具合でも？」

「万が一がありえるからだ。タリーニ子爵家には母が年齢による勘違いをしたとして、適当な物を贈って詫びを入れる。そうするのが一番カドがたたん」

「何もそこまでしなくても……」

　言いかけたトビアスに、イレネオはその底の見えない黒い目を向けた。

「貴族を軽く見るな。どこでどうつながっているかわからん。俺達レベルでは情報もろくに集められん」

「でも、そこまでするようなことではないだろう。手紙の一つくらいで」

「一万分の一の確率でも、お家騒動につながってみろ、うちの商会は終わりだ」

「それは……」

「トビアス、今、オルランド商会の全従業員が、どのぐらいいるか知っているか？」

「七十人、くらいか？」

「国内百二十一名、国外三十七名だ。この下に契約している魔導師、魔導具師、細工師、宣伝屋、掃除屋を入れるとさらに二百名を超える。それぞれの家族も含めれば千人を超えるだろう。俺達家族だけのオルランド商会じゃない。俺は商会長として、この商会を守る義務がある」

　父とひどく似た顔で、イレネオは言いきった。

　返す言葉が、一つも自分の喉から出てこない。




「俺達の父とカルロが、なんでお前とダリヤに結婚をすすめたかは、聞いているか？」

「師匠に、同じ魔導具師だから、一緒に仕事をして、助け合って暮らしていけるだろうと、そう言われた。親父からは、その……ダリヤを大事にしろとだけで」

　兄は今まで聞いた中で一番深く長いため息をつき、両手を机の上に組んだ。

　父と同じ深い黒い目が、自分に向けて細められる。

「……お前ももう子供じゃないし、この際だ。酷なようだが教えておく。お前達の結婚は、うちの父が、お前のために、カルロに無理に願ったんだ」

「師匠じゃなく、父さんが？　なぜそんなことを？」

「うちは庶民で、魔導師の血筋もなければ、魔導具師も一族にいない。お前が魔導具師として困ったとき、うちの一族には助けられる奴がいない。ダリヤが隣にいれば助けてもらえる、相談もできるという打算だ」

「そんな……でも、それなら……師匠はなんで？」

　なぜか視界が揺れる。しめつけられるような痛みがこめかみをはう。

「カルロも打算だ。自分が死ねばダリヤが一人残る。めぼしい親戚はいないし、ダリヤは女だ。有能な魔導具師として目立ちすぎれば狙われやすい。お前と共同で仕事をしているかぎりは夫婦扱いで目立たない。結婚してからは、うちの商会でダリヤとお前を守る、そのはずだった。父が母にきっちり教えておかなかったのがアダになったがな」

「俺は、そんなこと聞いていない！」

　まるで悲鳴のような誰かの声がする。

　耳の奥で騒ぐのは、まるで強い波のようなごうごうという血の流れ。ひどく息が苦しい。

「それじゃ、俺はまるで、魔導具師のダリヤのための『めくらまし』じゃないか！」

「ある意味ではそうだ。だが、カルロはお前の真面目さを褒めていた。商家生まれなのに、努力だけで魔導具師になったお前を大事にしていた。努力し続ければ、トビアスは俺よりいい魔導具師になると。お前とダリヤ、どっちが上か下かじゃなく、二人で隣り合う魔導具師として暮らしてほしいと」

「なんで、俺には、一言も……父さんも、師匠も、何も言わなかったじゃないか……！」

　黒い瞳が少しだけ困ったように揺れた。

「話したら、お前は意地でもダリヤと結婚しなかっただろう？」




　奇妙なほど、すとんと納得した。

　知っていたなら、自分は絶対に断っただろう。魔導具師をやっていくのに、家族の助けなどいらないと。ダリヤのめくらましになるのなど、ごめんだと。

　そして、思い出した。

　カルロはいつも穏やかに笑って教えてくれた。

　登録魔導具の有無が、魔導具師の仕事の良し悪あしではないと。たとえ安価な一個の魔導具でも、使う人のために、それをきちんと作り抜くことは大切な仕事だと。

　ダリヤはダリヤ、トビアスはトビアス、魔導具師としてはそれぞれ特性が違う。

　ダリヤの仕事は、発想力があって切り替えができ、試作力もある。トビアスの仕事は、丁寧で抜けがない、使う人のための安全性もしっかりしている。

　それはどちらも、とても大切なことだと。

　だから、魔導具師として、互いに補い合って育っていけと。




　褒められた言葉はいつの間にか忘れ、兄弟子の自分はダリヤと比べて劣っている部分をひたすらに卑下した。

　新しいものを何かつくらなければと空回りし、手元の制作が見えなくなり、いつからか、魔導具作りの楽しさもわからなくなった。

　あせりから、婚約中に自分の嫉妬とわがままでダリヤを何度も試していた。

　そして、好きになってもらえない彼女ではなく、好きになってもらえたエミリヤの手をとった。




　重なり合った間違いに気がつけたところで、すべては遅い。

　今できるのは、喉奥から吠ほえそうになるこの思いを、我が身を折り込むように耐えることだけ。




「俺は父に反対した。俺と父は商売人だが、お前とダリヤは魔導具師だ、そんな打算は合わないとな。だが、不調を感じていた父のくり返しに、カルロが折れた。俺も止めきれなかった加害者だ。だから、約束を反ほ故ごにした責任は一緒に背負おう」

　イレネオから白いハンカチを渡され、自分がぼろぼろと泣いていることに、トビアスはようやく気がついた。

　ハンカチで顔を押さえ、情けなさで切れる息をどうにか整えようとする。

　しかし、それはどうしてもおさまらない。




「……しばらく誰もここには来させない。落ち着いたら部屋から出るといい。お前の考えがまとまったら、今後について、もう一度話し合おう」

　すれ違い、部屋を出ていく兄の声が、背中に降った。

　それはひどく、父に似ていた。
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　ヴォルフは緑の塔を出て、朝方に王城に戻った。

　門内で、眼鏡の鑑定と登録に少しばかり時間がかかった。

　門にいる鑑定士からは、認識阻害の眼鏡の開発は少し前から行われており、それなりに成果も出ていると聞いた。このため、眼鏡をどこで買ったかも尋ねられなかった。

　ただ、不思議なことに、眼鏡の『雰囲気を変える効果』は、自分にしか効かなかった。

　確認のために鑑定士がつけても、ただ目の色が色ガラスの分でわずかに変わるだけで、顔の感じは変わらない。しまいには「そもそも元の目の出来が違いすぎるのでは」という話になった。

　その横にいた兵士にいたっては「きっと美男子専用なんですよ」などと言い、笑われて終わった。

　その後、兵舎の自室で休もうとしたが、少し眠っただけですぐ目が覚めてしまった。

　浴場でざっと水を浴びると、身繕いをし、眼鏡をかけてまた、街に出る。




　王城を出て、人の多い中央区に向かった。

　ちょうど市場がにぎわう時間だ。

　山のように野菜や穀物が並んだ店先、台に氷を置き、その上に山と積まれた肉や魚、一抱えもある花、暴力的なほど匂い立つ香辛料。それらが長く並ぶ通りは、早朝だというのに息切れしそうなほどに人が多い。

　売り子の声、値切る声、挨拶や雑談など、まるで音の洪水だった。

　ヴォルフは眼鏡を一度だけ押さえると、足早にその中に紛れ込んだ。

　人混みの中、いろいろな人とすれ違うが、誰もヴォルフに目をとめない。

　たまに、自分の長身や色の入ったレンズの眼鏡が珍しいのか、一瞬だけ視線が向いても、すぐ興味が他へうつっていく。

　自分にからむ熱のある視線も、重い視線も、ぶしつけな視線もなかった。

　ただの街並み、ただの人混み。その中に紛れることができるのは、ひどく新鮮だ。

　それは、当たり前に目の前にあって、自分には当たり前でなかったものだ。

　自分がようやく王都の一部になれたことを感じつつ、ただただ歩いた。




　歩き続けていると、昨日来た中央区の公園まで来てしまった。

　通りで屋台の準備をする人影はちらほらあるが、公園内には見当たらない。

　ヴォルフは公園内の緑と花の香りを感じながら、昨日、ダリヤと座ったベンチへ向かった。

　ベンチによりかかり、ふと、空を見上げる。

　今日の空は雲ひとつなく、どこまでも青い。

　空に、眼鏡のレンズのわずかな青みが重なって、より青い。

　その青さがあまりにも目にしみて、ヴォルフは一粒の涙をこぼした。
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　子供の頃から、魔法以外のたいていのことは苦もなくできた。

　勉強も剣も礼儀作法も、スカルファロット伯爵家の四男として期待されることぐらいをこなすのに、努力はいらなかった。爵位なしの第三夫人の子として、上の兄達と比べて目立たないよう、その程度を基準に日々をすごしていた。

　母は伯爵家の第三夫人として何不自由ない暮らしをしていたが、時々、ガラス玉のような目で外を見ていた。

　元々、母は公爵夫人の護衛だったが、父に強く願われ、母の実家が結婚を決めたという。

　周囲からはたいへんな玉たまの輿こしと言われたそうだ。母自身は騎士のままでいたかったらしい。

　母は水の魔力に優れ、氷剣アイスソードを出して戦うことさえできた。

　そして、艶つややかな黒髪と雪の如き肌を持つ、とても美しい人だった。

　母との子供ならば、さらに魔力の高い、水魔法の得意な子供が生まれるのではないか、あるいは、それなりの魔力でも、容姿の整った娘が生まれれば、高位貴族へ嫁に出せるのではないか。

　父が期待したのはそういったことだったろう。

　しかし、生まれた自分は、貴族向けの五要素魔法の才能が皆無のハズレ。しかも目立つ容姿を持った娘ではなく、息子だった。

　父は自分に興味がわかなかったらしい。親しく話した記憶がまるでない。




『身体強化が使えるのだから、ヴォルフレードは騎士になればいい』

　母にそう言われ、剣を学んだ。

　幼い自分に、母の指導はなかなかに厳しかったけれど、どんなに剣を振っても、魔導師を目指す兄達を超えることはない。何も考えずに没頭することができた。

　母は自分を励ますためだったのか、よく騎士が活躍する本を読んでくれた。

　そこに出てくる魔剣に、自分は強く憧れた。

　魔法が使えなくても、魔剣なら振るえる。

　そうしたら魔法剣士の母を超えて強くなれるのではないか。

　何者にも負けない、強い騎士になれるのではないか、そんなことを夢見た。




　夢が砕けるのは案外早かった。

　初等学院の頃、父の第一夫人とその子供である一番上の兄、第三夫人である母と自分という組み合わせで領地へ出かけた。馬車の数も、護衛の数も十分にそろっていて、安全なはずだった。

　だが、王都のほど近くで、多数の盗賊に襲われた。

　母は自分を馬車の座席下に隠し、飛び出していった。

　男達の叫び、火魔法らしい爆発音、剣のぶつかりあう音──少しだけ静かになったとき、窓からのぞくと、第一夫人の乗った馬車の前、母が肩を刺されていた。

　馬車の壁面には護身用の長剣があった。カチカチと鳴る歯を噛かみしめ、震える手でそれを持って飛び出すと、母の体はすでに地面の上で二つとなっていた。

　叫んだのか、怒ったのか、泣いたのか、その後に喉から吐かれた音は、耳に覚えがない。

　そこからの記憶は穴あきだ。

　男達の間をぬうように斬っていたら、視界が真っ赤に染まり、そして、真っ暗になった。




　気がつくと、神殿の施術用ベッドの上だった。

　自分の両腕と右足が妙にきれいだったのを覚えている。

　横にいる父から、母の死と、第一夫人と兄の無事を聞かされた。その後、『よく戦った』と言われ、痛いほど抱きしめられた。

　それが今までで記憶に残る、ただ一度の父の抱擁だ。




　もっと自分が早く馬車を出ていれば、母は死ななかっただろうか。

　もっと自分が強ければ、母は死ななかっただろうか。

　魔法の使えない自分に、魔剣があれば、母を救えただろうか。




　神殿で付き添いの侍女とただ泣いてすごして数日後、屋敷に戻ったときには、いろいろと終わっていた。

　第二夫人の実父が病死し、二番目の兄は、遠乗りに出かけ、落馬して死んでいた。第二夫人は、亡くなった実父と息子の弔いのため、修道院に入ったと聞かされた。

　子供の自分でも、どういうことかはよくわかった。

　剣よりも人の方がはるかに怖い。そして、父も怖い。ただそれだけを理解した。




　不安定なままの自分が育っていくにつれて、周囲の女達、一部の男達が変わっていった。

　熱い視線も、まとわりつく声も、あからさまな誘いも、どれもうっとうしいばかりだった。

　その次に変わったのは男達だった。

　嫉妬と中傷が増え、ようやく友達ができても、女性に仲を裂かれる形で、周囲の誤解は増した。

　新しい友人を探すことも、誤解をとくことも面倒になり、ただ剣の鍛錬に没頭した。

　騎士団に入るとき、家柄が最も関係ないと聞いて、魔物討伐部隊を希望した。赤鎧スカーレットアーマーを希望したのは、その役が己にちょうどいいからだ。自分がいなくなったところで困る者は誰もいない。

　隊の友人と適当に付き合い、それなりにうまい酒と食事を楽しみ、鍛錬に没頭する。

　いずれは魔物と戦って死ぬか、騎士をやめるまでこうしていくのだと思っていた。




　それでも、呪いのように、祈りのように夢見ることがあった。

　自分の魔剣が欲しい。

　魔剣があれば、魔法剣士であった母と戦っても勝てるかもしれない。

　いまだに一度も救えたことはない、夢で見るあの日の母を救えるかもしれない。

　それこそがかなわぬ夢だと、わかってはいたが。
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　一度眼鏡を外し、またかけ直す。

　この眼鏡を見る度に思い返すのは、一人の魔導具師の姿だ。




　ワイバーンと共に落ち、森を抜けたあの日、ダリと名乗る青年に助けられた。

　話しながら、あまりに楽しくて、ただもう一度会いたいと切に願った。

　願いは叶かない、再会後に魔剣と魔導具について話し、一緒に食事をし、酒を飲んだ。一緒にいるだけで、なにもかもが楽しかった。




　そのダリこと、ダリヤ・ロセッティは、魔導具師だった。

　レンズに魔法付与をしているとき、彼女の額からは滝のような汗が流れていた。目に入りそうなそれを袖で無造作にぬぐい、共に化粧がはがれても、視線はまったくぶれない。その姿に、自分の視線は完全に奪われた。

　あれほどに真しん摯しで美しい女の顔を見たのは、生まれて初めてだった。

　その後で、自分に手渡されたこの眼鏡。彼女は妖精結晶を使ったこの眼鏡で、自分に普通の景色を教えてくれた。この王都に溶け込ませてくれた。

　たった三度会っただけで、自分の世界を変えてくれた。




　ただ、ダリヤの友情が欲しい。

　ただ、その隣で共に笑って話していたい。

　魔導具師としての彼女を応援したい、望むものがあれば与えたい。

　彼女を害するものがあれば、自分がそこから守りたい。

　だが、これは恋ではない。ダリヤとは恋愛関係になりたくない。

　もしそうなってしまえば、いつかは別れることになる。自分が彼女を傷つけることすらあるかもしれない。

　ダリヤも自分に恋愛関係を求めていない。

　自分に一度として熱のこもった視線を向けぬ魔導具師は、ただ、友となった自分を守ろうとしてくれただけ。

　だから自分は、一人の友として、彼女の隣にいよう。

　邪よこしまな思いをいだかず、ただ友愛と尊敬を彼女に持って。




　ヴォルフはもう一度、空を見上げた。

　レンズ越しの空はとても青い。間もなく輝く太陽が過ぎていくだろう。

　そして、青年は気づかない。

　レンズの下の黄金に、とうに恋慕の輝きがあることを。
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　昼過ぎ、ダリヤが作業場で防水布の確認をしていると、門のベルが鳴った。

　イルマかと思って出てみると、そこには、朝方帰ったばかりのヴォルフがいた。

　しっかりと妖精結晶の眼鏡をかけている。

「いきなり来てすまない。昨日の眼鏡の支払いとこれだけ早く届けたくて」

　ヴォルフの口調が妙に早い。

　渡されたのは、支払いの金貨が入っているらしい革袋と、黒革の書類ケースだった。

　まるで投げたボールを拾ってきた犬のような顔で渡さないでほしい。

　そんなに眼鏡がうれしいのかと首を傾かしげていると、彼は笑顔で言った。

「いろいろ考えて、きちんと公証人に書いてもらった。大事な友人に迷惑はかけたくない」

「まさか……」

　とてつもなく嫌な予感と共に書類を開くと、『ダリヤ・ロセッティを対等なる友人とし、自由な発言を許し、一切の不敬を問わない』の文字が見えた。

　後はなにやらそれを補足する長い長い文章である。

　しかも羊皮紙は一枚ではなくて二枚あった。すべて読むのが心から恐ろしい。

　やりやがった──言葉が悪いが、そうとしか浮かばない。

　公証人の署名を見れば、なぜか商業ギルドのドミニクだった。

　次にドミニクにどんな顔で会えばいいのだ、なんと説明すればいいのだ。

　ダリヤは今すぐ自室のベッドの下に潜り込みたくなった。

「本当に作るとは……しかもなぜに商業ギルドなんです？」

「王城とか貴族関係の公証人だと、いろいろ気を回されそうだったから。商業ギルドで、『魔導具制作の相談をしたいので、その魔導具師が遠慮なく自分と話せる形にしたい』って説明したら、ドミニクさんが相談にのってくれた」

「そういうことだったんですか」

　そういった形であれば、ドミニクにもそれなりに納得してもらえたかもしれない。切実にそう願いたい。




「で、そのドミニクさんにすすめられたんだけど、俺もロセッティ商会へ出資させてもらえないだろうか？　商業ギルド経由で、きちんと」

「は？」

　公証人のドミニクがなぜヴォルフに出資をすすめるのか、そのあたりがわからない。

　出資者の人数は間に合っているし、今以上の資金を集めてもいない。

　ロセッティ商会は、ダリヤの仕入れのためだけにおこしたようなものだ。

「いや、新しい防水布とか剣の付与を先にするためにとかじゃないんだ。作ってもらった眼鏡のようなすごいものが生まれるかもしれないなら、ぜひ応援したい。どのみち使ってない貯金もあるし。それに出資者に貴族名が増えると、いろいろな素材が買えるチャンスが上がるって言われて……」

　説明された理由に、深く納得した。

　ドミニクにかかれば、ヴォルフも私も子供のようなものだ。おそらく、私の素材探しの可能性を広げるために、出資者に『スカルファロット』という貴族名を入れてくれようとしたのだろう。

　この際、素材の幅が広がるのであれば利用させてもらおう。

　素材に関していえば、ヴォルフもすでに同じ穴の狢むじな、ではなくても、隣の穴の狢ぐらいにはなっている。

「……わかりました。ロセッティ商会への出資は感謝してお受けします。仕事としてお受けして、仕事できちんとお返しできるように頑張ります」

「無理を言ったのにありがとう。じゃあ、それはすすめさせてもらうよ。あと、俺に関係することでもそうでなくても、トラブルで困ったら遠慮なく教えて。連絡先もその契約書に入っている、兵舎と家と両方。王城騎士の身分と、スカルファロットの名前でどうにかできることもあるかもしれないし」

「いや、いずれ市井に下りるという人が、それは、権力の乱用じゃないですか？」

「権力の乱用じゃないよ。俺が今の家にいるうちに、ちょっと有効活用するだけ」

　顔は良いが、性格は混こん沌とん。

　自分を気遣う優しさもあれば、人をからかうのが好きな悪戯いたずらっ子であったり、従順な犬のようであったり、平民に近く気ままであったり、貴族らしいほの暗さもあったり、この男は、まるで読めない。

　読むことをあきらめて、まとめてヴォルフだと思うのが精神衛生上、一番よさそうである。




「ダリヤ、本当に、心から、ありがとう」

　不意に、ヴォルフが深く一礼した。

　昨日から、貴族の彼が庶民の自分に頭を下げっぱなしな気がする。

　止めようとしたとき、彼は姿勢を戻し、少年めいた笑顔を向けてきた。

「うれしいんだ。これをかけているだけで、自由に歩ける。声はかけられないし、視線も追ってこない。男に何か言われることもなければ、女性に名前を聞かれることもない。今日は、王城からここまで、誰にも声をかけられずに来られた」

「……よかったです」

　今さらながら、聞いているだけで不ふ憫びんである。

　ぜひ、その眼鏡をかけ、普通の街歩きを満喫してもらいたい。

「申し訳ない。やっぱり壊したときのためにスペアが欲しい。もちろん、作るときの大変さを見ているから、今すぐとは言わない。そのうちに、いくらかかってもいいからお願いしたい」

「わかりました。妖精結晶を探して、きちんと金額を計算してお受けします。色はどうします？　今は薄いブルーグレーですけれど、他の色でもできますよ」

　ブルーグレーのガラスと妖精結晶で今の緑の目である。

　今度はガラスの色を変え、妖精結晶に別色のイメージを込めてみるのもいいかもしれない。

　一番の難題は、誰の目をモデルにするかということではあるが。

「これと同じがいい。かけていて思ったんだけれど、この目の色、ダリヤに似ているよね」

「……ガラスの色を別のものに変えましょう！　思いきり違う色に！」

「いや、そうじゃないんだ！　待って、これと同じ色がいい！」

　気恥ずかしさに提案してみたが、ヴォルフに慌てて否定された。

　幼い子供が必死の主張をしているように見えて、つい笑ってしまう。

「冗談ですよ。緑の目の人はとても多いんですから、そんなに気にしないでください」

「ああ、わかった」

「お茶でもいれますか？」

「いや、その服だと仕事中だよね。邪魔したくはないから、また今度来るよ。俺の休みがわかったら使いを出すから、君の予定が合うなら会ってほしい」

「わかりました。じゃあ、次は短剣の付与をしましょうか」

「すごく楽しみにしてる」

　もう次の約束は当たり前で、それを心待ちにしていることが不思議だ。

　今までたった三度しか会っていない。今日会っているのが四度目だというのに、もっとずっと前から知っていたような感じがする。




「じゃあ、また来る」

「お待ちしています」

　眼鏡を一度外し、ヴォルフはその黄金の目でじっと自分を見た。

　まるでとても大切な者を見るようなそのまなざしに、一瞬、錯覚しそうになった。

　さすが高度な美形である。

「本当にありがとう。これから街を一人で歩いてくるよ、眼こ鏡れで」

　眼鏡をゆっくりとかけ直し、彼は笑顔で来た道を戻っていった。




　足取りも軽く出ていった背中を見送り、ダリヤは作業場に戻る。

　今日のうちに防水布はすべて仕上げよう。

　そして、夜は新しい魔導具の構想を、赤ワインを飲みながら練ることにしよう。




　自分はやっぱり、魔導具師だ。

　幼い頃から魔導具師である父のそばにいた。ずっとその背中を追っていた。

　カルロ・ロセッティの作った魔導具は、多くの人の生活を変え、多くの人を笑顔にしていた。

　それは娘としてとても誇らしいし、父のことは深く尊敬している。

　父の作り出した魔導具を作り続けていきたい。

　そして、いつか、父、カルロのような魔導具師になりたい、ずっとそう思ってきた。




　けれど、自分も一人の魔導具師だ。

　自分のこの手で、新しい魔導具を作り出したい。

　生活を便利にし、誰かを笑顔にする魔導具を世に送り出したい。

　カルロの娘としてではなく、魔導具師ダリヤとして、人を幸せにする魔導具を作りたい──

　もし、父にそう言ったなら、きっと「がんばれ」と、笑ってくれただろう。




　世間からは、魔導具師は微妙な仕事だとも言われる。

　魔導具師なんて、魔導師や錬金術師よりはるかに下じゃないか、そう馬鹿にされることがある。

　魔導師のような派手な攻撃魔法もなければ、人の傷も癒やせない。

　錬金術師のようにポーションが作れるわけでもなく、希少金属も生み出せない。

　いい魔導具を作ったと思っても、そんなものに何の意味があるのかと言われることもある。

　ろくに魔導具の説明書きを読まない人から、使えない、わかりづらいなどの苦情がくることもある。

　魔導具の価格や利益契約のことで、金の亡者と言われることもある。

　開発は手探りで、試作は成功する確率の方が低く、山のような失敗作に気が遠くなることもある。

　どんなに慎重に魔法付与をしても、高い素材ごとダメにすることなどしょっちゅうだ。




　それでも、魔導具師をやっていてよかったと思うことは多い。

　自分の作った魔導具で、誰かが便利になり、誰かが笑ってくれることはうれしい。

　自分の作った魔導具が、少しでも誰かの幸せにつながるのを見るのは、クセになるほど楽しい。




　これだから自分は魔導具師をやめられない、そう思える日があるのだ。




　今日がその日だった。
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　うちの娘が、世界一かわいい。

　カルロの娘ダリヤは、鮮やかな赤い髪とやさしい緑の目をした天使のような六歳児である。

　大人しめの顔立ちではあるが、ころころと表情が変わり、いくら見ていても飽きない。

　運動神経に少々難はあるが、その分、読み書きはできるのでなんの問題もない。




　ダリヤが一歳半で最初に話した言葉は『とーたん（父さん）』

　次に話した言葉は『そふあたん（ソフィアさん）』

　ちなみにソフィアとは、家事育児を手伝ってくれている年配のメイドである。

　呼ばれたときは笑顔で返事をしたものの、うれしさにしばらく床に膝をついて動けなかった。




　ダリヤは魔導具師である自分の血を、強く受け継いだらしい。

　作業場の物を指さしては「まどーぐ（魔導具）」、最初に欲しがったものは「まてきちょうだい（魔石ちょうだい）」。覚える言葉は圧倒的に魔導具関連が多かった。

　四歳にして、自分の脇にぺたりとくっつき、邪魔することなく、魔導具制作を見ていた。

　付与魔法を使う度、「しゅごい（すごい）」と小さく感心した声をあげるので、作業が鬼のようにはかどった。

　しばらくすると、小さい手がうずうずと動くようになったので、作業場の隅に『ダリヤスペース』を設けた。そこに、カラの魔石や触っても問題のない素材、簡単な魔導具の本や画えの多い魔物図鑑を置いてみた。ダリヤは楽しげにそれらを玩具おもちゃにし、飽きることなく遊んでいた。

　それでも、普通の子と同じく、誘われれば近所の子と駆け回って遊ぶこともあった。

　近くに住む三つ上のイルマとは一番仲がいいらしい。よく二人で積み木やおはじきで遊んでいた。




「大きくなったら、父さんと同じ魔導具師になる！」

　ダリヤがそう言いきったのは五歳の誕生日である。

　カルロは喜びと共に、全力で応援することにした。

　五歳の娘に魔導具師の勉強をさせはじめた自分に、『お前は馬鹿か!?　早すぎだ』『親馬鹿、ここに極まれり』などと言う仕事仲間もいた。

　が、実際にダリヤに基礎を教えてみれば、スポンジが水を吸収するように呆あっ気けなく覚えた。

　さすがに魔導具関連の入出力計算や強化技術は、初等学院を出ないと難しいので控えたが。

　初等学院に入るのは八歳以上なので、それまでは家で読み書き、計算を教え、のんびりと準備をさせるつもりだった。




　しかし、我が娘は予想の上をいった。

　いつの間にやら、魔導具の本には何十枚ものシオリがはさまっていた。もっと厚い本が見たいとねだられ、手持ちの魔導具関係の本、魔物図鑑、素材図鑑を与えてみた。

　ついでに少しだけ魔力の残った魔石を与え、魔力制御についても教えはじめた。道具を使うときは横について、安全にだけはとことん注意を払ったが。

　そして、どちらもとても楽しそうなダリヤに満足し、つい油断した。




「きゃあっ！」

　ある日、庭に出ていた自分は、幼い娘の悲鳴に、心底ぞくりとした。

「ダリヤっ！」

　慌てて駆け込んだ作業場では、白煙が上がっており、入り口側の壁三分の一ほどが、焦げていた。幸い燃えているのは紙だけだったので、その場で水の魔石を使って消した。

「危ないだろう、ダリヤ！　お前が火傷やけどしたらどうする？　どうしてこんなことをした!?」

　赤い髪を一束こがしている娘を、カルロは思いきり怒鳴った。

「魔石を使うなら俺がいるときにしろと言っただろう！」

　その後、魔石の危険性と怪け我がの可能性をきっちりと説明して叱しかった。

　ずっと黙って聞いていたダリヤだが、とうとう耐えきれなくなったのだろう。見開かれた自分と同じ緑の目から、ぽろぽろと涙がこぼれ出した。

「……ご、ごめん……なさい……」

「もういい。なんでこんなことをしたんだ？」

「……内緒、で、作りたかった……」

「なぜ？」

「父さん、驚いて……いっぱい、ほめてもらえると……思った……」

　ぐずぐずと泣きながら必死に言う娘の足元に、Ｌ字の金属筒が転がっていた。

「これは？」

「『ドライヤー』……温かい、風が……出るはずだったの……」

　設計図らしいメモには、風と火の魔石を使い、それが小型のＬ字の筒から出るようになっていた。機構は合っているが、これでは両方の魔石の威力がほぼ全開である。

「こんなに、いっぱい……風が出るなんて、思わなかったの……」

「ああ、出力計算と魔力を減らす方法を教えていなかったな……」

「……ごめんなさい……」

　娘は必死に涙をこらえ、また謝ってきた。兎うさぎのように赤くなった目が、なんとも辛つらい。

「ダリヤは、『ドライヤー』で何をしたいんだ？」

「髪を乾かすために、作ろうと思ったの……長い髪は乾きづらいから……」

　我が娘の着眼点は女性らしかった。

　小さくても女性は女性。髪型ヘのこだわりもそろそろ出てくる頃なのだろう。

　カルロは、今まで気がついてやれなかった自分を恥じた。

「わかった。改良できないか試してみよう」




　六歳の子供の作ったものだから簡単だろう──そう考えていたが、結果は全力での作業となった。

「おおっ！」

　最初に庭で『ドライヤー』を試し、腰がひけた。

　スイッチを軽く押しただけで、魔導師の放つ中級火炎魔法のような炎が長く伸びる。下の芝生は一瞬で黒く焦げた。

「……『火炎放射器』になっちゃったの……」

　べそり、後ろで見ていた娘がまた落ち込んでいる。

　『ドライヤー』『火炎放射器』──時折、ダリヤは作りたい魔導具にきっぱりと名前をつける。まるでそれをすでに知っているかのようだ。

　きっと娘の頭の中では、すでに作りたいものの形がきっちりと組み上がっているのだろう。

「い、いや、父さんは、この仕組みはいいと思うぞ！」

　慌ててフォローを入れると、ダリヤは涙の残る顔のまま、ぱっと笑った。

「魔導回路で魔力を抑えられるから、ほどよい温風にならすぐできるぞ」

「なら、冷たい風と温かい風の両方ってできる？」

「ああ、簡単だ。火の魔石の方の回路を、こうして切り替えればいい」

「父さん、すごい！　温風は、強い風と弱い風が欲しいの。それってできる？」

「もちろんだ！」

　ダリヤに言われるがまま、望まれた機能は全部入れた。

　途中、一度高温になった金属筒は劣化するだろうと思い、別の金属筒を準備した。

　ダリヤは形にも希望が細かくあったので、ああでもないこうでもないと改良を重ね、不思議な形の温風器、『ドライヤー』ができた。

　結果、眠らぬまま朝を迎えた。

　わざわざ浴室で髪を濡ぬらしてきて、二人で『ドライヤー』で髪を乾かし、成功したことに乾杯した。カルロは赤ワイン、ダリヤは葡ぶ萄どうジュースだ。取り忘れていた夕食を朝食とし、一緒に食べた。




　楽しい朝食を終えたとき、ちょうどメイドのソフィアが休暇から帰ってきた。

「お帰りなさい、ソフィアさん！　『ドライヤー』ができたの！」

　笑ってメイドに抱きついた娘は、そのままふにゃりと床に崩れ落ちた。

「ダリヤさん!?」

　床のダリヤを抱き上げつつ、カルロは苦笑する。娘は魔石の魔力が切れたように眠っていた。

「あー、徹夜したからな。眠くなったんだろう」

「……徹夜？」

　ぎりり、ソフィアの冷たい視線がカルロに向いた。

「カルロさん、こんな幼い子供に徹夜をさせるとは何事ですか！」

「ええと、それは二人で魔導具を作っていてだな……」

「それとこれとは別です。ダリヤさんは子供なんです、八時には寝かしつけてとあれほど言いましたよね、まさか昨日のお風呂も……」

「すまん、まだだ」

　眠りに落ちるダリヤの耳には、ソフィアが父を叱り続ける声がかすかに聞こえていた。

　前世、母に叱られたことを思い出しながら、父の腕の中で眠りに落ちていく。

　眉をよせ、少し困ったような寝顔の娘に、カルロも困った。

「後できちんと話すので、先にダリヤをベッドに運んでもいいだろうか？」

「……ええ、もちろんです。その後にゆっくりしっかり、お話をお伺い致しましょう」

　老女の笑顔に、少しばかり背筋が冷え、ひどく反省させられた日だった。




　その後も、ダリヤは魔導具師として順調に、いや、時々予想を斜め上に超えつつ、育った。

　魔導具でそれは無理だろうと思えるような夢と希望を楽しげに話し、『父さんならいつか作ってくれるよね！　私が大きくなったら一緒に作ろうね！』と、信じきった満面の笑みを向けられる。

　そんな娘に、できない、難しい、わからないなどと言えるはずがない。

　自分も全力で仕事と研究と勉強をすることになった。




『娘は、いつか嫁にいくものですよ。再婚を考えてはどうですか？』

　仕事で世話になっているドミニクに二度ほど言われたが、カルロはどうしてもその気になれない。

　ダリヤが嫁に行くというのもぴんとこない。

　いっそのこと、近い者を婿にするというのはどうだろう。近くに嫁に出して、もしかしたら子供を連れて出戻ってくる可能性も──いや、待て、それは考えたらだめな方向だ。

　でも、もしかしたら、孫も赤い髪の、とてもかわいい子かもしれない。




「ダリヤさんは、かわいい紅花詰草ストロベリーキャンドルのような髪ですね」

　ずいぶんと前、ソフィアがそうほめたとき、幼い娘は口をとがらせた。

「とーたんと同じ、砂のお色がよかったの」

「でもかわいいですよ。目はお父様と一緒の緑じゃないですか」

「どっちも、おそろいがよかったの」

　少しだけむくれて言う娘に、ずきりと胸にくるものがあった。

　ダリヤはただの一度も、自分の母について尋ねたことがない。小さい子供にしては不自然なほど、母への憧れや固執がなかった。

　カルロはずっとそれを、ソフィアの献身的な世話のおかげだと思っていた。

　だが、近所の人に『お母さんがいなくて、さみしくない？』そう聞かれたとき、ダリヤは一瞬の迷いもなく言ったのだ。

「平気！　私には、とーたんがいるから」

　カルロはそのまぶしい笑顔を、今も寸分違たがわず思い出せる。

　そして、死ぬまで絶対に忘れない自信がある。




　ダリヤの母も、紅花詰草ストロベリーキャンドルのような赤髪だった。

　少しつり気味の目も同じく赤で、どこか猫を思わせるしなやかさを持つ、まぶしいほどに美しい女だった。

　二度とこの塔に戻ることはないであろう彼女を、カルロは今でも愛している。

　だが、彼女をまだ一番に愛しているかと聞かれれば、ただ静かにノーと言おう。

　今は娘、ダリヤが一番である。

　うちの娘が、世界一愛いとしい。
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